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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















　ＣＯＮＴＥＮＴＳ







第五章　森に居着くモノ

第六章　ノラ猫と黒獅子

第七章　三大強魔討伐者

第八章　双子の居場所




　あとがき




電子書籍特典イラスト
















[image: 第五章　森に居着くモノ]




　青く輝かがやいていた空を西日が赤く染めたのもわずかな時間だけのこと、頭上に拡ひろがる空は一転して淡あわい銀世界へと変わっていった。

　黒い布に隙すき間まなく宝石をちりばめたかのような幾いく万まんもの輝きが視界いっぱいに満ちている。輝きと瞬またたきを繰くり返しながら、地を這はうものへ光を惜おしみなく注ぐその光景を人々は『淡あわ空ぞら』と呼んだ。

　一日の終わりと夜の訪おとずれを告げる、太古から変わらぬ光景だった。

　森と草原の境目、街かい道どうから大きく外れたその土地では旅人どころか人間の影かげを探すのも容易ではない。

　そんな人里離はなれた場所では珍めずらしく、意味を成す音の綴つづりが淡空の下で静かに流れていた。

「して、我が主あるじよ。これからどうするのかね？」

　ひざ丈たけほどの岩に腰こし掛かけた女が問いかけた。

　白を基調とした装い。その衣装へ溶とけ込むようなわずかに青みがかった薄うすい髪かみ色いろ。細い肩かたを撫なでるように伸のびた長ちよう髪はつが頭の動きに合わせてわずかに揺ゆれる。

　その面おも立だちは芸術家が夢見る至し極ごくの造形であり、ほぼ無表情と言っていいほど動きを見せない無機的な雰ふん囲い気きがいっそうその神秘性を強く印象付けていた。

「まずは当面の寝ね床どこだな」

　答えたのはまだ年若い男だ。

　形状が少々奇き妙みようではあるものの、身につけているのがやや丈の短い藤ふじ色いろのローブであることから周囲には魔ま術じゆつ師しと認にん識しきされている。その認識が誤りであることを知る者は少ない。

　黒目黒髪とこれといって印象的な容よう貌ぼうではないが、彼の外見をもって侮あなどる者は後に自らの不明を痛感することだろう。

　その力量は並の傭よう兵へいたちと一線を画す。たった一体で一軍を蹂じゆう躙りんする魔物相手に、苦戦の気配すら見せず勝ってしまうほどの強つわ者ものであった。

「今の状態で町中へ入るのは避さけたい。この辺りに仮の寝床でも作ろうかと思うんだが、ネーレはどう思う？」

　少年は女に向けて自分の考えを明かす。

　それに対し、ネーレと呼ばれた女は天色の瞳ひとみをまぶたで隠かくすと、わずかに首を縦に振ふった。

「主がそう考えるのであれば、従者である我が口を出すことではない」

　答えにもなっていない返事を聞いて少年は苦く笑しようする。

「アルディス……」

　少年の隣となりから小さな声がすると共に、少年の服が軽く引っぱられる。

　声の主は幼い少女である。やや青みがかった浅緑色の瞳に不安げな感情を浮うかべながら、少年の顔を見上げていた。

「夜、来たよ……」

　反対側からも声がする。こちらも幼い少女だ。プラチナブロンドの髪色は、淡空に照らされて少しくすんだ色に見えていた。

　少年の左右に寄り添そい、小さな手で藤色のローブをつかんでいるふたりの容姿はほとんど見分けがつかない。双ふた子ごであった。

　アルディスと呼ばれた少年が双子の視線に合わせて空を見上げる。頭部に巻かれたスミレ色の細い布。後ろ縛しばりにしたその端はしがうなじをくすぐる。

　上空には淡空の隅すみから拡がりはじめている夜が見えた。

　遠く見える山の端はと淡空との境目が黒く縁ふち取どられ、みるみるうちにその縁へりが厚みを増していく。夜明けの朝日をしのぐ勢いで拡がる染しみが、瞬く間に領域を拡大して淡空を塗ぬりつぶしていった。

　漆しつ黒こくの垂れ幕は一部の領域だけを取り残したまま全天を覆おおい尽つくしていく。やがてその支配が西の端にまで到とう達たつしたとき、淡空は天頂の一角にポッカリと空いた穴のように残るのみとなった。

　その一角から放たれる光が、闇やみに包まれそうな世界を頼たよりなく照らし続ける。暗闇に包まれた夜において唯ゆい一いつの灯ともし火びとなるそれは、太古より『月』という名を与あたえられていた。

「眠ねむいか？」

　アルディスが双子に問いかける。

　双子はそろって首を横に振ると、何かを求めるかのようにアルディスの服へとしがみついた。不安なのだろう。

　この世界では双子が忌いみ嫌きらわれている。かつて女め神がみへ叛はん逆ぎやくした邪じや神しんの尖せん兵ぺいが双子の悪魔であったと伝えられているからだ。そのせいでトリア領軍に目をつけられ、人ひと質じちとして捕とらえられたあげくに辛つらい思いをさせることとなった。双子がアルディスにべったりとくっついて離れないのも無理はない。

　結果としてアルディスはトリア侯こう爵しやくと配下の領軍を敵に回してしまったが、それについては全く後こう悔かいもない。ただトリアの町から出ざるを得なかったことや、馴な染じみの傭兵たちにろくな説明をする暇ひまもなかったことは不本意な点であった。

　眠くないと意思表示をしたものの、やはり精神的な負担は蓄ちく積せきしていたのだろう。双子はあぐらをかくアルディスの両足をそれぞれ枕まくら代わりにしてうずくまると、寝ね息いきを立て始めた。

「ここから最も近いのは王都だが？」

　ネーレが言葉少なくアルディスの意向を窺うかがう。

　アルディスたちがいるこの場所はナグラス王国の王都グランへ歩いて二時間ほどの距きよ離りである。北東の方角にあるトリアを後にした一行は、歩けば五日ほどかかる距離を一時間とかからずに越こえてきた。

　いまだその存在を確認すらされていない飛行の術。だがアルディスとネーレにとってそれは取るに足らない技能である。双子を抱かかえたまま短時間で長距離を移動するのも容易なことだった。

「王都へ行くかどうかはまだ保留だな。トリアでの騒そう動どうがどう伝わるかによる。場合によっては国を出る必要もあるだろう」

　アルディスは騒動と表現したが、実際にはそんな控ひかえめな表現に収まるものではない。軍の砦とりでで領軍相手に大立ち回りをしたあげく、相手の士官を殺し、砦そのものも崩ほう壊かいさせるに至ったのだ。叛逆の罪を負わされてもおかしくない状じよう況きようだった。

「今日はここで夜を明かして──、明日はとりあえずの寝床を作ろう。森に入ってしまえばそうそう人目につくこともないはずだ」

　目の前で眠る双子に外がい套とうをかけると、強い風が体温を奪うばわぬよう魔術で空気の流れを緩ゆるやかに抑よく制せいする。

「後はトリア側の出方次し第だいだな。別に俺はこの国に愛着が有るわけじゃあない。傭兵の仕事はどこに行ってもなくならないさ」

　円形に切り取られた暗幕を見上げ、アルディスはこともなげに言い放った。
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　翌朝。さっそくアルディスたちは仮の寝床作りに取りかかった。

　森の中へと足を踏ふみ入れると、途と中ちゆう襲おそいかかってくる肉にく食しよく獣じゆうを返り討うちにしながら奥へ進んで行く。

　おそらくは他ほかの人間が立ち入ってこないであろう距離を確保して立ち止まると、周囲を見回してアルディスが告げた。

「この辺りでいいだろう」

　すでに周りは立ち並ぶ木々で隙間なく囲まれ、頭上へ視線をやっても太陽の方角すらわからない。未熟な傭兵が立ち入れば、さまよった末に森の肥やしとなりかねない場所である。

「フィリア、リアナ。危ないから俺の側そばを離れるなよ」

　念のためと双子へ注意を促うながす。

　短い返事を口にした双子が、アルディスの両側からぴったりと張り付いてくる。まるでアルディスを拘こう束そくしようというかのような密着度合いだった。

　何もそこまでくっつく必要はないんだが、と口には出さず苦く笑しようを浮かべるだけですませたアルディスはネーレを一いち瞥べつして魔力を練りはじめる。

　魔力で風を起こし、それを加速させて鋭するどい刃やいばをいくつも作り出す。刃は空気を切り裂さきながら周囲の木々を次々と切り倒たおしていった。

　やがてアルディスの周囲にポッカリと開いた広場が生み出される。それまで日光を遮さえぎっていた木々が倒れ、地表へと陽光が降り注ぎはじめた。

「こんなところか」

　広さにして三十メートル四方といったところ。ひとまずの仮拠きよ点てんを作る広さとしては十分だし、すぐ側に小さな池もあるため何かと都合も良さそうだった。

「ネーレは周辺の危険な獣けものを追い払はらっておいてくれ。ついでに食事用の獲え物ものも頼たのむ」

「承知した、我が主よ」

　森の奥深くではないとはいえ、人の手が入っていない場所である。肉食の獣は当然ながら多い。無理に殲せん滅めつしてまわる必要はないが近寄らせたくもない。ネーレならばアルディスの意を汲くんで上手うまいこと獣を追い払ってくれるだろう。

「じゃあ、こっちは家作りだな」

「アルディス、おうち作るのー？」

「アルディス、おっきいおうちー？」

　家作りという好こう奇き心しんをそそられる言葉に、双子はアルディスへ抱だきついたまま興きよう味み津しん々しんに聞いてくる。

「家と言うより小屋だな、作るのは。とりあえずは雨風をしのげればそれでいいんだ」

　双子へそう返すと、アルディスは邪じや魔まな切り株を魔法で掘ほり起こしはじめた。

　切り倒した木々は余分な枝葉や根を風で切り落とした上で適当なサイズにカットし、土を固く圧縮して作った土台の上に重ねていく。まるで数十人の透とう明めい人間が働く現場を目まの当たりにしているようである。建築作業に携たずさわる者が見れば、目をこすって二度見するであろうでたらめな作業スピードだった。

「乾かん燥そうは……、この際仕方ないか」

　どうせ仮の住まいだと割り切ったアルディスは切り出した材木をそのまま使う。天てん井じよう部分も材木を並べて閉じた上に、土を焼き固めた板を並べて雨あま避よけにした。

　作業中にときおり近づいてくる肉にく食しよく獣じゆうはアルディスが飛ばしたショートソードで淡たん々たんと狩かっていく。作業中も双子がまとわりついてくるが、下手に側を離れて襲われるよりはマシと気にしないで作業を続けていった。

　かれこれ二時間ほど経たったころには仮の拠点がある程度形となる。

「戻もどったぞ、我が主あるじよ」

　そのタイミングでネーレが両手に獲物を下げて帰ってきた。軽々と持っているが、獲物自体の大きさは双子たちと同じくらいだ。令れい嬢じよう然ぜんとしたネーレとの対比が妙にアンバランスだった。

「ご苦労さん。どんな感じだった？」

「大して手て強ごわいのはおらぬな。さほど気にする必要もあるまい」

　散歩ついでの世間話をするように淡々と答えたネーレが「さて」と口にしながら周囲を見回した。

「はかどっているようで何よりだが、そろそろ朝あさ餉げにしてはどうかね？」

「ああ……、そうだな。ふたりともお腹なかすいたか？」

　アルディスは空を見上げた後でネーレに返事をすると、言葉を向ける先を双子に変える。

　そろってコクリと頷うなずいた双子から再びネーレへ視線を戻すと、当の従者は指示を待つまでもなく動きはじめた。適当な位置へ獲物を置き、道具を取りにキッチンへと足を向けたところで──。

　その足がはたと止まる。

「……我が主よ」

「わかってる」

　ネーレが足を止めた原因。それにアルディスも気付いていた。

　それは大きな魔ま力りよくの存在だ。しかも獣程度の魔力ではない。大きさから考えて魔物、それも相当強い力を持った存在だろう。

「近いな」

　アルディスは警けい戒かいの網あみを周囲へ拡ひろげる。

　四方を森で囲まれたこの空間は守り手よりも攻せめ手にとって有利な環かん境きようだ。どこから敵がやってくるかわからない以上、一秒でも早く相手の位置を探さぐらなければならない。

　だが周囲の森には気配が感じられなかった。であれば上空かと考えるも、見通せる範はん囲いに生き物の姿は見つからない。

　ならば──。

「下か！」

　アルディスの声が静せい寂じやくを破るなり、水面の弾はじける音が響ひびきわたる。

　同時に近くの池から肉色の触しよく手しゆが二本飛び出した。

　双子をかばいつつ身構えるアルディスをよそに、触手が向かう先はネーレが狩ってきた二体の獣。狙ねらい過あやまたず地面へ置かれた獣を搦からめ捕とったかと思えば、軽々と持ちあげて池へ引きずり込んだ。

　しばし間を置いて、水面の色がにじむように濃こくなる。

「フィリア、リアナ。側を離れるなよ」

　双ふた子ごの返事を聞く間もなく、水しぶきを上げて池から再び触手が飛び出す。その数は三本に増えていた。

　双子はアルディスのすぐ後ろに身を寄せている。

　アルディスがいる限りふたりの安全は保たれるだろう。だが、それもあってアルディスは思うように動き出すことが出来ないでいた。

　アルディスはその場に留とどまり触手を迎むかえ撃うった。

　ムチのようにしなりながら伸のびてくる触手を風の魔力で瞬しゆん時じに断たち切り、双子から危険を払いのける。

　しかしそれも束つかの間のこと。息をつく間もなく水面から再び触手が姿を現した。

　その数は二十以上。

　その数を見て面めん倒どうそうな表情を浮うかべたアルディスの視界を、側面上方から幾いく筋すじもの光が横切った。ネーレの魔術だ。

　細い針のような光の攻こう撃げきが触手を斜ななめ上から襲う。

　断続的に繰くり出されるその光はひとつひとつが無形の矢を思わせ、瞬またたく間に全すべての触手を引き裂いていった。

　全ての触手がただの肉にく片へんへと変わり果てた後、音も立てずに降り立ったのは術者であるネーレ本人だ。

　貫かん通つうした光が上空へ伸びて注目を浴びないよう、あえて上空から撃ちおろしたのだろう。

「ふむ。キリがないな」

　ネーレがつぶやきながら水面へ視線を向ける。

　水面からは三み度たび触手が姿を現していた。

　さらに数を増やした触手が、鎌かま首くびをもたげてネーレへと狙いを定める。

　いくら数を増やそうとネーレにとって恐おそれるほどの相手ではないはずだ。この程度の攻撃であれば苦労もなくかわして反撃に移るだろうし、何度襲われても払いのけることが可能だろう。

　しかしさらに触手が襲いかかって来たその時、アルディスの予測に反してネーレはあっさりとその手足を拘束されてしまった。

　そのまま獲物を捕とらえた触手はネーレの体を軽々と持ちあげ、水の中へと引きずり込んで行く。

　それを見たアルディスはネーレの意図を瞬時に理解する。

「あっ、ネーレ！」

「アルディス！　ネーレが！」

　双子がネーレの身を案じて叫さけぶがアルディスは動こうともしない。

　ふたりを安心させるようにその髪かみを撫なでると、何事もなかったかのように口を開いた。

「心配しなくてもネーレは大だい丈じよう夫ぶだ。すぐに戻ってくる。さっさと終わらせるつもりなんだろう」

　相手が水中に潜ひそんで触手を繰り出し続けるのであれば、地上でいくら攻撃を迎え撃っても決着はつかない。ならばその懐ふところへ潜もぐり込んで一気に本体を仕留めるべきだろう。

　しかし相手が水中にいる以上、こちらから出向くとなれば水へ潜らざるをえない。

　アルディスとしては必要なら水中で戦うこともやぶさかではないが、従者を自じ称しようするネーレにとってはそうもいかないということなのだろう。

　主にそのような手間をかけさせるべきではないと判断し、自らその役目を買って出たということである。ネーレの考えそうなことだった。
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　触手に引っぱられ、水中に引きずり込まれたネーレはようやく敵の姿を目にする。

　ぶよぶよとした感かん触しよくを想起させる肉の塊かたまりが水底に鎮ちん座ざしていた。

　その体からは植物の枝を思わせる触手が生えている。触手は体から離はなれるに従って分ぶん岐きし、伸びた先はネーレの体を拘束する何本かへと続いていた。

（これはまた……、雅みやびさのかけらもない）

　肉の塊はところどころ管状の盛り上がりを持ち、見ようによってはそれが手足のようにも感じられる。体の中央部で大きく盛り上がった部位は明らかに頭部を思わせるが、目鼻といったパーツは見分けが付きそうになかった。

　ただ、巨きよ大だいな盛り上がりの先せん端たんには肉にく塊かいの端はしから端まで続く裂け目があり、その裂け目にそって鋭い歯らしきものが見える。巨大な口であった。

　ネーレは触手に拘束されたまま肉塊へと引き寄せられていく。同時に水中呼吸の魔術を展開して長期戦に備そなえる。

　獲物を捕らえたと確信しているであろう肉塊は、その巨大な口を大きく開いてネーレの到とう着ちやくを待ち受けていた。

（この辺りで良いか）

　当然ネーレには黙だまってその口へと取り込まれてやる理由などない。十分に距きよ離りが縮まったところで、周辺の水温を氷ひよう点てん下かにまで下げる。

　固体と化した水が触手の動きを強い抵抗となって阻はばんだ。

　触手の周囲が急速に歪ゆがみ、万まん華げ鏡きようで映し出されたように触手があちこちへ映し出された時、すでにネーレを絡からみ取っていた触手は周囲の水もろとも凍らされていた。

　なおも肉塊は触手をたぐり寄せようとするが、無理やりに行われたそれはむしろ自らの身を傷つけるだけに終わる。氷に包まれた触手は肉塊が引き寄せる強い力に耐えきれず、途中で断たち切られてしまった。

　痛みを振り払うように肉塊が身をよじる。

　鈍にぶい悲鳴がネーレの耳に届く。

（姿が姿なら、声も声だな）

　肉塊の体から鋭い槍やり状に変化した触手が数本生み出される。

　獲物を捕ほ獲かくするのではなく、仕留めるための切っ先をネーレに向けて解き放った。

　ネーレはその軌き道どうを見み極きわめ、経路上に氷のブロックを触手の本数と同数生成して攻撃を阻はばむ。

　触手が水中に出現した氷ひよう塊かいへ突つき刺ささりその勢いを殺された。

　苛いら立だたしげに肉塊がその巨大な口を全開にする。

　まるであくびをするかのように肉塊が頭部をくねらせた時、ネーレの周囲が不意に震しん動どうしはじめた。

（なんだこれは？）

　四方を覆おおう水全体が不自然な揺ゆれを感じさせていた。

　その発生源が肉塊であることをネーレは理解する。
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（あれがやっていることか）

　ただの揺れではない。並の人間であれば身を破は壊かいされかねない威い力りよくを持っているだろう。

　当然ながらネーレにとってはさしたる脅きよう威いとも言えなかった。せいぜい行動に支障をきたす足あし枷かせになるだろうか、という程度だ。

　だが先ほどネーレが作り出した氷塊にとっては違ちがう。

　触手を防いでいた氷塊が瞬く間に砕くだかれる。動きを止められていた触手が自由を取りもどすなり、改めてネーレへと襲いかかった。

　しかし彼女は片かた眉まゆをピクリと動かしただけで淡々と対応する。

（ほう。まんざら知能がないというわけでもない、か）

　自らの周囲に光の魔法で刃やいばを作り出すと、至近距離に迫せまった触手をピンポイントで迎げい撃げきした。

　同時に強力な光線を魔法で作り出して肉塊の本体へと反撃の一手を放つ。

　瞬時に肉塊へと着ちやく弾だんした光線がピンク色の体を焼く。

　肉塊が苦しげに体をよじった。

　頭部と本体をつなぐ部分が白く変色している。

　だがそれを見てネーレは眉をひそめる。予想よりも与あたえるダメージが少なかったからだ。

（水中では致し方ないとはいえ）

　水中という舞ぶ台たいである以上、ネーレの得意とする光の魔法はどうしても威力が減げん衰すいしてしまう。氷の魔法なら有効かもしれないが、先ほどの揺れを起こされれば相手に届くことなく砕かれる可能性が高いだろう。戦場が水中であるため、決め手に欠けるのは確かだった。

（さて、どうしたものか）

　この程度の相手に万が一にも後おくれを取ることはないだろう。普ふ通つうの人間ならばともかくネーレの場合は呼吸の心配もいらない。だが主の手前、時間をかけすぎるのも考え物だった。

　水中で戦うことが問題だというなら、相手を強制的に別の場所へと引きずり出せばいい。

　ネーレは目を細めると脳内で手順を組み立てて即そく座ざに行動へ移した。

　肉塊に牽けん制せいの攻撃を放ちながらも、本命の狙いは足もと。水底の土を魔法で吹ふき飛ばす。

　身の置き場としていた土台を失って肉塊の体が一瞬浮うかび上がり、ゆっくりと重力に引かれて沈しずみ込んでいく。

　その瞬間をネーレは利用した。

（そこだ！）

　肉塊と水底の間に挟はさまれた水を魔力によって急激に加熱する。

　突とつ然ぜん発生した千度を超こえる熱によって一瞬で気化した水が膨ぼう張ちようして爆ばく発はつ力を得た。

　ネーレは同時に肉塊を中心として分厚い氷の円えん筒とうを構成する。それは水底から池の水面にまで達する長いものであった。唯ゆい一いつ力の逃にげ場となった上方へと爆発の威力を集中させるためだ。

　肉塊の体が重力と水圧を上回る力により水面に向かって持ち上げられた。

　上方以外への爆発力を押さえ込むために展開された氷の円筒が、その厚みにもかかわらずひび割れる。

　だがそれでも問題はない。肉塊の体が吹き飛ばされる方向を一瞬だけ制せい御ぎよできればいいのだ。

　肉塊が吹き飛ばされるのにあわせてネーレも水面へと浮ふ上じようしていく。

　耳をつんざく音と共に肉塊が水面を突とつ破ぱし、池の上空へとその身を現した。

　勢いそのままに身を浮かせた肉塊が、やがて慣性力と重力の拮きつ抗こうにより落下へと転じたその時、水面近くまで浮上していたネーレは無数の光弾を生みだして叩たたき込む。

　おそらく地上から見ていれば、突然の爆発と共に水しぶきを上げながら上空へ放ほうり出された肉塊が落下に移るタイミングで水中からの砲ほう撃げきで蜂はちの巣となったように見えたことだろう。

（出来れば周囲から視し認にんできるような戦い方は避さけたいところだが、長引かせるよりはまだ良かろう）

　ネーレが光弾を撃うち尽つくすと、体中を穴だらけにした肉塊はゆっくりと落下して再び池へと舞まい戻もどってくる。

　すでに生命の気配を失った肉塊をネーレはながめていた。

　重力に引かれるまま水底へ落ち込んでいく肉塊は、やがてその身を崩ほう壊かいさせながら水へと溶とけ込んでいく。

　水底へたどり着くことが出来たのは拳こぶし程度のわずかな溶け残りだけ。その残ざん骸がいも水底へ届くなり溶けて消えた。舞い踊おどる泥どろで視界が妨さまたげられる中、それを見届けたネーレは身をひるがえして水面へと向かって浮上していった。

「どうだった？」

　池から出たネーレへ待っていたアルディスが端たん的てきに問う。その側そばにはアルディスの両足にしがみついて様子を窺うかがう双ふた子ごの姿があった。

　濡ぬれて張り付いた髪をうっとうしそうにかき上げながら、ネーレは主あるじの問いかけに答える。

「仕留めはしたが──」

　と結果を報告しながらもネーレは微び妙みような表情を浮かべた。

「──当面ここの水は使いたくないものだ」

　水中で溶けるように消えていった肉塊を思い出して軽く首を振る。

　もちろんそれは単なる気分の話だ。自分たちとあの肉塊を構成する物質に、それほど違いがあるわけではないとネーレは知っている。

　だが頭でわかっているというのと、気持ち的に受け入れられるというのはまた別だろう。得体の知れない肉塊の体が溶け込んだ水など、飲食はもちろんのこと衣服の洗せん浄じようにも使いたくはない。

　首を傾かしげるだけの双子と違い、何かを察した様子のアルディスが苦笑いを見せる。結局生活に必要な水は魔法で生み出すことに決まり、ネーレは珍めずらしく安あん堵どの表情を見せた。
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　翌日もアルディスたちは仮の拠きよ点てんである小屋と、その周辺の生活環かん境きようを整えることに注力した。日が完全に昇のぼり切ってから、ネーレが狩かってきた肉で遅おそい朝食を取ったあと、さっそく作業に取りかかる。

　まずは周辺の木を追加で切り倒たおし、適度な長さで割って斜ななめ格ごう子し状に組み合わせた柵さくを小屋の周囲に張はり巡めぐらせていく。潤じゆん沢たくな魔力にものを言わせて魔法でやっているため、ぐるりと囲む柵を整え終わってもせいぜい三時間ほどしか経たっていないが、これを人力だけでやるとおそらく十日以上はかかるだろう。

　目の前で繰くり広げられる光景が非常識きわまりないことだと知らない双子たちは、次々と追加されていく新しい設備に目を輝かがやかせながら喜んでいた。

「アルディス、次は何作るのー？」

「アルディス、おっきいの作ろー！」

「作るのはとりあえずまた後だな」

「ええー！」

　不満そうに双子が頰ほおをふくらませる。

　はじめて会った頃ころに比べ、ずいぶん表情が豊かになってきた。トリアにいた頃は人目を恐おそれていたが、ここなら人間はそうそうやってこないだろう。

　そう考えると街中よりもむしろこういった場所を住み処かにする方がいいのかもしれない。もちろん双子の安全を確保した上での話だが。

　双子の守りをネーレに任せると、アルディスは肉にく塊かいの溶けていった池へと飛び込む。

　ネーレの話では、池の中に大きな横穴があったということだった。突然現れた肉塊はおそらくその横穴を通じてどこかからやって来たのだろう。今後のためにもその危険は排はい除じよしておかなければならない。

　アルディスはネーレに聞いた横穴を見つけると、水の流れは極力妨げないように塞ふさいでいく。魚や昆こん虫ちゆう程度の大きさなら通しても問題ない。防ぐべきは双子の危険となるような水すい棲せいの獣けものや魔ま物ものの存在だ。隙すき間まを設けながら横穴を塞いだアルディスは、池の中に危険が残っていないかひと通り確認した上で地上へと戻った。

「さてと。あとは食しよく糧りようを保管しておくための貯蔵庫と……、ついでにフィリアたちの遊び場も作っておくか」

　その後もアルディスはまとわりついてくる双子を引き連れたまま、着々と仮拠点の整備を進めていった。
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　どこまでも続くかに見えるうっそうとした森。その森は栄えい華がを極きわめたと言われる王国の名を冠かんして『コーサスの森』と呼ばれている。

　かつてその文化を街かい道どうや城といった建築物で誇こ示じしていた王国も、すでに滅ほろんで久しい。町と町を結んでいた街道の石いし畳だたみは草木の芽で砕くだかれ、街並みは木々に埋うもれた。城を取り囲んでいた城じよう壁へきもその割れ目からツタに侵しん食しよくされ、積み上がったガレキの山として姿を残すばかりである。

　今や魔物と獣の楽園となった森の奥深く。周囲の景色とは明らかに異なる色がたたずんでいた。全周囲を緑で包まれたこの土地には不自然な色が垣かい間ま見みえる。暖だん炉ろに溜たまった灰を思わせるその色は、青々とした色に囲まれた森で妙みように明るく見えた。

　灰色の物体は直線的なフォルムを持ち、箱らしき形状が組み合わせられたような人工物。人が多く住まう町ならば大して珍しくもないであろう建物であった。それがただ一棟むね、見み渡わたす限りの緑をかき分けるように立っている。その光景はまるで樹木の海にポッカリと浮かぶ小島を思わせた。

　建物の周りは異常な静けさに包まれている。

　いくら魔物の住まう場所とはいえ、森には森の生態系があった。花が咲さき、植物を食はむ獣や蜜みつを吸う昆虫が姿を見せ、それを捕ほ食しよくする肉にく食しよく獣じゆうが狩人かりうどとして駆かける。虫の跳はねる音、小鳥のさえずり、獣の鳴き声。植物が風にゆられる音に混じりそういった生命の息い吹ぶきが満ちるのは、どこの森でも同じである。そこに魔物がいてもいなくても、だ。

　しかしこの場所には命の音がまったくしない。木々の葉が風に吹かれてこすれあうざわめきだけがただ冷え冷えと鳴り響ひびく。

　本来あるべきものがないこの森には、代わりにあるべきでないものが存在していた。

　木々の洞うろや幹に、水たまりの底に、岩の露ろ出しゆつした地面に、いたるところに見える透とう明めいな膨ふくらみ。固まった樹じゆ脂しのように見えるそれは、まるで透すき通った鉱物の塊かたまりを思わせる。しかしこの場に鉱山技師がいたならきっと首を傾げるだろう。そんな鉱物などあるわけがないからだ。

　建物の周辺には直径三十センチメートルほどの膨らみが無数に散らばっている。生き物の不在を補うように、透明な膨らみが静かに森を占せん拠きよしていた。

　それはあたかもこの森の支配者が誰だれであるのか、無言のうちに主張しているようでもあった。
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　アルディスたちがトリアを出てから五日が経過した。

　これは徒歩の行商人でもトリアから王都までたどり着くことが出来る日数だ。当然伝令の馬であればとうの昔に到とう着ちやくしているはずである。王都に入り、トリアの一件がどのように伝わっているか探さぐるにはいい頃ころ合あいだろう。

「ネーレ。留る守すと双子の面めん倒どうは頼たのむ」

「承知した、我が主よ。任せておくが良い」

　双子をここに置いて行く以上、アルディスかネーレのどちらかが残る必要がある。

　実力から言えばどちらでも問題ないが、心情的にはアルディス自身が残りたい。しかしもしトリアの一件でアルディスたちが王都でも手配されているとしたら、目立つのはまずいだろう。

　そう考えたとき、やはりネーレへ任せるのには一いち抹まつの不安があった。その実力はアルディスも認めるところであるが、ネーレの性格や振ふる舞いを考えると『騒さわぎを起こさずに大人しく様子を窺う』のがかなり困難な事ではないかと考えてしまったからだ。一考した結果、王都へはアルディスが行くことにした。

　幸い双子は大分ネーレに慣れてきており、しばらく留守を任せるのに不安はない。ネーレ個人への信しん頼らい感も以前よりずっと増している。

「帰りは明日の夕方か夜になる予定だ」

「アルディス、いってらっしゃーい」

「アルディス、お土産みやげ忘れないでねー」

　双子の見送りを背にアルディスは飛んでいるも同然の『浮ふ歩ほ』で森を抜ぬける。まだ王都の門は開いていない時間なのだろう。幸いなことに街道沿いを歩く人間と遭そう遇ぐうすることはなかった。

　アルディスは浮歩による移動を中断すると、そのまま人目に触ふれることもなく街道沿いを四十分ほど歩き続けて王都の北門へと到着した。
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　ナグラス王国の都グラン。人口三十万を数えるナグラス王国最大の、そしてロブレス大陸でも指折りの大都市である。

　カノービス山脈の南に位置するグランはトリア同様、海に面した風ふう光こう明めい媚びな都市と名高い。ロブレス大陸を横断する大街道、そして大陸南東部へと続く街道の交わる位置にある。街道を北東に進めばトリアを経てブロンシェル共和国へ、西は都市国家連合へ、南東はエルメニア帝てい国こくへと至る交通の要よう衝しようだ。

　古くから交易の盛んな都市として栄えてきたグランには大陸中の人や商品、そして莫ばく大だいな富が集まってきた。その財力は、かつて一都市国家でしかなかったナグラスを広大な版図を誇ほこる王国にまで押し上げたほどである。

　王都は都市国家時代からの家々が並び立つ旧市街と王国成立後に新しく拡張された新市街で構成されている。旧市街をぐるりと囲む壁かべによって新市街は中央部から切り離はなされ、もし上空から見下ろしたなら王都が新旧二つの厚みある輪とそれに挟はさまれた細い輪、さらに全体を囲むもうひとつの細い輪で構成されているように見えるだろう。内側の細い輪である壁は都市国家時代にあった城壁の名残なごりだ。王都全体を囲む外壁に比べて、至るところに劣れつ化かしている様子が見て取れる。すでに防ぼう壁へきとしては使い物にならず、ただ新旧の市街地を隔へだてる境界としての役目しか果たしていない。

　当初はかなりの余よ裕ゆうを持って広く造られた新市街の敷しき地ちだったが、今日に至ってもグランの人口は増加の一いつ途とをたどり、すでに開発の余地は少なくなっているという話だった。外壁の一部を拡張すべきという意見もあるらしいが、莫大な費用がかかってしまうことと、帝国との間に不ふ穏おんな空気が流れる現在の状じよう況きようがそれを簡単には許さないようだった。

　アルディスは以前トリアで一いつ緒しよに仕事をすることの多かったパーティ『白びやく夜やの明みよう星じよう』のメンバーから聞いた話を思い出しながら、外壁へ向かって通常の速度で歩いて行く。

　門の前では兵士がちょうど開門の準備をしているところだった。

（さて、いきなり門で御ご用ようとならなきゃいいが……）

　緊きん張ちようを押し隠かくし、アルディスは門番の兵士へ声をかけた。

「もうすぐ通れるかい？」

「ああ、ちょっと待ってな。もうすぐ準備できるから」

　門番はアルディスの顔を見ても態度を変えることなく返事をする。少なくとも門番のところまで手配がまわっているわけではないらしい。そのままアルディスは手持ち無ぶ沙さ汰たに周囲の様子をながめながら、開門の準備が整うまで待った。

「ずいぶん朝早くにきたもんだな」

　おそらく準備が整ったのだろう。門番が話しかけてくる。

「本当は昨日の夜までに王都に入りたかったんだけどな。ちょっと途と中ちゆうでグラスウルフに襲おそわれたんで、閉門の時間に間に合わなかったんだ」

「おいおい、そりゃ災難だったな。よく無事で……、って君は傭よう兵へいか探たん索さく者なのか？」

「俺が行商人に見えるかい？　一応傭兵だよ」

「さすがに……、行商人には見えないな」

　人の好よさそうな笑えみを見せて門番が言う。

「そうか。若いのに優ゆう秀しゆうな傭兵なんだな、君は。でもひとりで野営するのは危険だろう？　閉門の時間を遅おくらせるわけにはいかないが、門の前で野営するくらいは俺たちも目をつむっている。夜間の見張りもいるしかがり火もついているから、何もないところで野営するよりは安全だろう。今度からは多少無理してもここまで来ることをおすすめするぞ」

　思ったより友好的な門番の態度にアルディスの警けい戒かい心しんも多少緩ゆるんだ。市街地へ入る際に徴ちよう収しゆうされる『通門税』という名の税金を支し払はらい、アルディスは正規の手続きをすませる。

　その間にもアルディスの横を王都から出発する隊商や傭兵たちが次々と通りすぎていく。朝早くから出発する人の多さはさすが王都と言うべきだった。

「よし、いいぞ。王都に入るのは初めてか？　だったら注意事じ項こうをいくつか伝えなきゃならんが」

「いや、以前来たことがあるから知っているよ」

「そうか。だったら俺から言うことはない」

　門番に礼を言い、早朝の空気に包まれた王都へと足を踏ふみ入れる。

（まずは退路の確かく認にんと今夜の宿を確保、だな）

　アルディスは周囲に目を配りながら裏通りへとその姿を消した。
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　人と金の集まるところには自然と仕事終わりの人々が楽しむために歓かん楽らく街ができる。王都グランの人口は約三十万。それだけの人間が酒を酌くみ交かわし舌した鼓つづみを打つとなれば、歓楽街の規模も相当なものだ。

　王都の新市街北にある歓楽街は、大通りから外れた場所にありながら大小様々百軒けん以上の酒場でにぎわっている。そのほとんどは兼けん業ぎようであり、表通りに近い場所では宿屋や食堂を兼かねているところが多い。裏通りに近づくほど性せい風ふう俗ぞくや賭と博ばく場を裏の生業なりわいとしている酒場が増えていくのも王都で暮らす者には周知の事実であった。

　裏通りの酒場は夜しか開いていないが、表通りに近い酒場には日中から開いている店もある。食堂を兼ねている場合は昼食時から店を開けていることが多いし、宿屋を兼ねている酒場などはほとんど一日中開いているようなものだ。

　そんな酒場の一軒で真っ昼間からくだを巻いているような人間は大たい抵ていがろくでなしだろう。

　仕事をさぼって酒を飲む、一見まじめそうなろくでなし。

　ちょっと懐ふところが温かくなったからと散財している傭兵という名のろくでなし。

　昨日の晩から酒さけ浸びたりで、年中無休の二日酔いにしか見えないろくでなし。

　そんなろくでなしたちであふれる酒場の中を醒さめた目で見回している優やさ男おとこもまたろくでなしのひとりだった。ただその優男が他ほかのろくでなしと違ちがうのは、酒場の中でこうして待つことが彼にとって仕事の一いつ環かんであるからだ。

「おう、チェザーレ。この前はいい情報をありがとよ」

　その時、二階から下りてきた人物が、カウンター席に座って果実水をチョロチョロと舐なめていた優男へ話しかける。

　チェザーレと呼ばれた優男はグラスに口が触れるか触れないかという距きよ離りで動きを止めたまま、振り向きもしないで言葉を返した。

「言ったでしょう？　あれで銀貨三枚なら安い情報料だって」

「ああ、今回はいい情報だったぜ。今回はな」

　声の主は『今回は』という点をことさら強調して言う。以前チェザーレが売った情報に、「無む駄だ金がねを払はらわされた」ことを引き合いに出しているのだ。

　チェザーレに言わせればそれはお門かど違ちがいもいいところの話だった。情報というのは鮮せん度どが命だ。肉や野菜はおろか港にあがる小魚よりも足が早い。数時間前に価値のあった情報が、あっという間に無価値となるなんてこともザラだ。

　チェザーレが彼に提供した時点では確かに情報料分の価値があった。それを活いかせなかったのは彼の行動が遅おそかったからだ。チェザーレに食ってかかるのは筋が違う。

　とはいえそれをただの傭兵に理解しろというのは無理な話だろう。彼らは結果が全すべて。情報を得た結果、儲もうかればそれは良い情報、儲からなければ悪い情報というわけだ。

　本音を言えば相手にするのも馬ば鹿か馬ば鹿かしいが、傭兵は情報の貴重な提供者であると共に大事な買い手でもある。あからさまな態度を取るわけにもいかなかった。

「またいい情報があれば頼むぜ」

　傭兵の男はそう言い残して外へ出て行った。

　対してチェザーレの方は声をかけることもなく静かにグラスを傾かたむける。金を払う客以外に振りまく愛あい想そは持っていないのだ。

　日が昇のぼりきったこの時間、昼食時になるまで店に入ってくる人間はほとんどいない。ましてカウンター席に座るチェザーレへ話しかける人間など限られている。いるとすれば、先ほどのように『以前客だった者』か、あるいは『これから客になる者』のいずれかだろう。

　昼間のチェザーレに用事があるのは情報を買いたい人間である。チェザーレ自身、この時間帯は情報を売ることに専念していた。情報を仕入れるのは夜が拡ひろがってからだ。酒場で口が軽くなった傭兵や行商人相手に世間話をし、巧こう妙みように情報を引き出していく。そうして得た情報を自分なりに統合し、分ぶん析せきし、必要とする相手へ値を付けて売るのだ。
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　チェザーレは情報屋と呼ばれる人種のひとりだった。だが、誰だれ彼かれかまわず情報を売るわけではない。

　情報と一言に言っても、その内容によっては自分の身を危あやうくすることがある。だから表立って行動はせず、人を介かいして客を取るのだ。そのための根はあちこちに張ってある。この酒場を経営しているマスターもそのひとりだった。

　情報を求めて酒場に来る人間は多い。情報屋を頼たよるほどのものでもない場合、それらはチップという形でマスターの臨時収入に変わる。チップ程度では手に入らない情報を求める人間が現れたとき、チェザーレのような情報屋の出番が来るのだ。

「チェザーレ、お客さんだ」

　カウンターの中にいるマスターから声が掛かかった。チェザーレが億おつ劫くうそうに首を動かす。

　マスターの正面にカウンターを挟んで、傭兵らしき格好の少年が立っていた。年の頃ころは十四、五くらい。額にはスミレ色の布を巻き、藤ふじ色いろの奇き妙みようなローブに身を包んでいる。黒目黒くろ髪かみ、おそらく成人したばかりであろう幼さの残る顔立ちだが、その立ち姿は熟練の傭兵を思わせる貫かん禄ろくを備えていた。

「あんたが情報屋か？」

「そうですよ」

　肯こう定ていを受け、少年がチェザーレから席をひとつ離して座る。注文してもいないのにマスターが果実酒を少年の前に置くと、少年は懐から銅貨を三枚取り出してカウンターの上に載のせた。

　へえ、見た目通りの駆かけ出しというわけでもなさそうだ、とチェザーレは判断した。

　マスターは満足そうな顔で銅貨を懐に入れるとチェザーレたちから距離を取る。これで情報屋への仲ちゆう介かいが正しく行われたことになる。

　それを確認してチェザーレが口を開く。

「私が情報屋のチェザーレです」

「……」

　何かを期待するかのように言葉を句切ったチェザーレに対して、少年は無言を貫つらぬく。

「……おやおや。人に名乗ってもらったら、名乗り返すのが礼れい儀ぎだと教わりませんでしたか？」

「俺の名が知りたい、と？」

「お互たがいに名乗り合ってこそ、信しん頼らい関係というのは築かれるものでしょう？」

「知りたいなら教えてやっても良いいが……、あんたはそれにいくら払う？」

　チェザーレの目がスッと細められる。自分の名前に値段をつけようとする傭兵は久しぶりだった。

「それで、どんな情報をご希望でしょうか？」

　感心をおくびに出さず、情報屋は何事もなかったかのように商売の話をはじめる。

「トリア近くの街かい道どうに出しゆつ没ぼつするという女の話だ」

「ああ、あれですか……。銀貨二枚と言いたいところですが、銅貨五枚でいいですよ」

　少年が知りたがっている情報は、ここのところトリアに出現していた不思議な女傭兵の話らしい。

「ずいぶん安くなるんだな」

「そりゃ、以前は銀貨二枚の価値がありましたから。でも今はそこまでの価値がない、それだけの話ですよ」

　おそらく少年は女傭兵に挑いどむつもりなのだとチェザーレは判断した。だがチェザーレの入手した情報では、街道に現れていたという女傭兵もすでに姿を見せなくなっているはずだった。女傭兵がトリア侯こうの館やかたに招かれて以降、街道で彼女を見かけたという情報はない。

「分かった、買おう」

　少年がカウンターの上へ置いた銅貨を懐にしまい、チェザーレは女傭兵に関しての情報を口にする。女傭兵が出現する場所と時間帯、いつ頃から姿を現したか。その容姿や戦い方、そして街道での負け知らずという戦績、これまでに挑んだ人間の情報。女の目的が誰だれにもわからないこと。女の正体を推測した数々の噂うわさ。

　ひと月ほど前までは大勢の傭兵相手に売った情報だった。だが、どれもこれも女が姿を見せなくなってしまった以上、すでに死んだ情報であることに変わりはない。今では銀貨一枚の価値もないとチェザーレは考えている。

「結局一ヶ月ほど前からパッタリと姿を見せなくなったそうです」

　話し終えたところでチェザーレは少年の表情に違い和わ感かんを持った。てっきり無駄な情報料を払ったことに落らく胆たんするかと思ったが、平然とした顔をしている。むしろ関心がなさそうにすら見えた。

　だがしかし、まさか自分から金を払っておきながら聞いた情報に関心がないなどと普ふ通つうは考えにくい。

「その後、女の足取りはつかめないのか？」

　少年は更さらなる情報を求めてきた。

「ここから先は追加料金です」

「いくらだ？」

「そうですね……、銀貨五枚です」

　どうやら少年の女傭兵に対する執しゆう着ちやくは他の傭兵とは異なるらしい。そう感じたチェザーレは追加の情報料を強気で提示する。

　金額を聞いても眉まゆひとつ動かさず、少年は懐から銀貨を取り出してカウンターの上に置く。

「半月ほど前、トリア西の草原にグラインダーが出現する騒さわぎがあったらしいです。……グラインダーはご存知ですか？」

「ああ、知っている」

「そうですか。そのグラインダーですが、領軍がすみやかに討とう伐ばつ隊を派は遣けんしたこともあってすぐに排はい除じよされたそうです。で、その討伐隊に女傭兵が参加していたらしいですよ。しかもかなり大きな功績をあげたとか」

　少年が視線だけで話をうながす。

「ここから先は私も入手したばかり、他ほかの情報屋もまだ知らない情報です」

　チェザーレが笑えみを浮うかべて声を潜ひそめる。

「どうやらその女傭兵。五日ほど前から姿をくらませたようですよ」

「……どこへ行ったか分からないのか？」

「それはまだ……。そもそも姿を消した原因からして噂程度しか流れてきていませんからね。お世辞にも確かな情報とは──」

　会話をしながらチェザーレは記き憶おくの中から必要な情報を引っ張り出して整理する。

　チェザーレが握にぎっている女の情報は多くない。知っているのはトリア領軍が砦とりででの訓練中に事故を起こし多数の死傷者が出たこと、その事故に女が関かん与よしているらしいという噂、事故以降に女が行方ゆくえ知れずとなりトリアでは姿を確かく認にんした者がいないこと、女と行動を共にしていた黒目黒髪の少年が同時に姿を消し──。

　そこまで思い至ってわずかに息をのむ。

　チェザーレは内心の動どう揺ようを表に出さないよう目を閉じた。目の前にいる黒目黒髪の少年から隠かくすように。

「どうかしたのか？」

　言葉を途と切ぎれさせたチェザーレに少年が問いかける。

「……いえ、少し情報の確認をしてからお伝えしたいと思いますので、一日だけ時間をいただけるでしょうか？」

「そこまでしてもらわなくてもいいんだが」

「そういうわけにはいきません。銀貨五枚分の働きはきちんとさせてもらいますよ。明日の朝までには確認が終わると思いますので」

「わかった。明日昼前にはここで待っておく」

　そう言って少年は階段を上がって行き、数分後に再び姿を現すとマスターに向かって言う。

「夜まで出てくる」

「あいよ。晩飯は宵よいの鐘かねが鳴ってからだぞ。日付が変わるまではいいが、それを過ぎたら別料金だからな」

「わかった」

　軽く片手を掲かかげて少年は酒場を出て行った。

「あのお客さん、上の部屋に泊とまってるんですか？」

　この酒場の二階が宿屋になっていることは誰もが知っていることだ。

「ああ、それがどうかしたか？」

「なんていう名前なんですか？」

　当然宿帳には少年の名前が載のっている。本来であればそれを無関係な人間に洩もらすのは宿を営む人間として信義にもとる行こう為いである。だがこのマスターの本ほん性しようが金に意い地じ汚きたない人間であることをチェザーレは知っていた。

「……銀貨一枚」

　短い沈ちん黙もくを挟はさんで酒場のマスターが要求額を伝える。

「高過ぎませんかね？」

「情報屋がわざわざ欲しがるほどの名前だ。それだけの価値があるんだろう？」

「やれやれ、素人しろうとが欲をかくのは良くないですよ。銅貨六枚」

「誰のおかげで今日も客を捕つかまえられたんだ？　銅貨八枚」

「それを言われると弱いですからね。銅貨七枚で手を打ちませんか？」

「いいだろう」

　チェザーレから銅貨を受け取るとマスターはそそくさと懐ふところにそれを突つっ込んだ。

「で？　彼かの御ご仁じんはいかなるお名前で？」

「待ってろ……」

　マスターが宿帳を引っ張り出し今朝記入したページを開く。少々老眼の入ってきた目をこすった後、黒髪少年がチェックインしたときの名前を指さして口にした。

「えーと……。名前は……テオリス、だそうだ」




[image: ]




　王都到とう着ちやく後、アルディスは手て頃ごろな宿を取って営業中の酒場をはしごしていた。当然酒を飲むためではなく情報を集めるためだ。

　酒場のマスターや幾いく人にんかの情報屋に情報料を渡わたし、トリアでの騒そう動どうがどう伝わっているか探さぐっていく。もちろんストレートに訊たずねるわけにもいかない。だからネーレが街道で道行く傭兵と手合わせをしていた頃の情報をもとに、『噂の女傭兵に挑もうとする若い傭兵』を装った。

　それでわかったことがいくつかある。

　まずネーレがグラインダー討伐メンバーに居たことはこちらにも伝わっている。だがアルディスとネーレがトリア領軍と戦ったという話はまだ届いていないらしい。どうやらトリア侯や領軍は砦での戦いを対外的には訓練中の事故という形で収めているようだった。

　さすがにあれだけの領軍で迎むかえ撃うったにもかかわらず、たったふたりの傭兵に蹂じゆう躙りんされ人ひと質じちまで奪だつ還かんされた上に逃にげられたなどとは外部に公表できないだろう。領軍の恥はじを喧けん伝でんするようなものだからだ。

　もちろん表向きはそうであっても、トリア侯と領軍が内心アルディスたちを憎ぞう悪おしている可能性は否定できない。いや、まず間ま違ちがいなく恨うらまれていることだろう。

　しかしトリア侯と領軍が表立ってアルディスたちを手配していないというのは大きい。少なくとも犯罪者として国から追われる心配はなくなったのだから。

　この分であれば心配はいらないか、と考えはじめていた矢先にチェザーレという優やさ男おとこ風の情報屋から聞き捨てならない情報を買ったのだ。

　その情報屋はアルディスが部屋を取った宿の一階にある酒場で果実水をチビチビと飲んでいた。

　アルディスが宿に入ったとき、酒場のマスターに情報屋の紹しよう介かいを頼たのんだところ「この時間はいねえが、昼前にはくるだろうよ」と話に上がった情報屋がチェザーレだった。近くの酒場をひと通り回り、マスターの言う通り昼前に戻もどったところでようやく酒場に顔を出していた彼を紹介されたのだ。

　チェザーレという男は情報屋なんて仕事をしているわりに言こと葉ば遣づかいが丁てい寧ねいで物もの腰ごしも柔やわらかい。容姿も端たん麗れいで見方によっては気品すら感じる。濡ぬれたように艶つやのある髪かみは薄うす茶ちや色いろ。瞳ひとみはやや濃こい褐かつ色しよくだった。小こ綺ぎ麗れいな格好をすれば街行く年頃の娘むすめが放ほうっておかないだろうし、めかし込めば貴族の子し弟ていと言っても通りそうな雰ふん囲い気きを持っている。

　そのチェザーレから得た情報はそれまでの情報屋から得たものよりずっと正確でしかも新しかった。

　ネーレがトリアから姿を消したことまで知っていたのはチェザーレだけだ。加えて行方をくらました原因についても心当たりがあるような話しぶりだった。さらにまだ手持ちの情報があるらしく、確認の時間が欲しいということなので明日の昼前にもう一度会う約束をした。

　もちろんチェザーレの情報だけを鵜う吞のみにするわけにはいかない。チェザーレと別れた後もアルディスは複数の情報屋に会い、引き続きアルディスやネーレの噂がどこまで王都に届いているのか確認して回る。

　そうして日がすっかり落ち満天の『淡空』が広がる中、アルディスは裏通りにほど近い路地をひとり歩いていた。

　裏通りには裏通りの世界があり、表の世界とは違った情報が行き交かうことがある。念のためと裏の情報屋にも会おうとやって来たアルディスを囲む人間の集団が不意に現れた。ちょうどひと気のない路地を狙ねらって出てきたようだ。

「何の用だ？」

　あからさまな敵意を向けてくる相手にアルディスは不ふ機き嫌げんそうな口調で問いただす。

　路地の前後を十人以上に囲まれ左右には狭せまい抜ぬけ道すらない。最初から包囲するつもりでこのタイミングを見計らっていたのだろう。

　前方のリーダーらしき男が口を開いた。

「心配しなくても殺しゃしねえよ。ただ暴れると、しなくていい怪け我がをすることになるぜ」

「財さい布ふが目的か？」

「あん……？　そうだな、ついでにもらっとくか」

　どうも強ごう盗とう目的ではないらしい。トリア領軍からの追っ手という考えも頭を一いつ瞬しゆんよぎったが、すぐさまそれを打ち消す。砦の戦いであれだけの人数で一方的な敗北をした後にこんなゴロツキを使ってアルディスが捕ほ縛ばくできると考えるほど、領軍が考えの足りない人間ばかりとは思えない。

「どっちにしても、叩たたきつぶすだけだがな」

「その余よ裕ゆうがいつまでもつかな？　──野や郎ろうども、やっちまえ！」

　リーダーの号令でゴロツキたちが一いつ斉せいに襲おそいかかってくる。

「場所を考えて襲って来いよ」

　狭い路地では一斉に襲いかかったところで、互たがいが互いに邪じや魔まとなって思うように動けない。わざわざ狭いところで数の優位を自ら捨てるなど愚おろかとしか言いようがなかった。

　もちろん、たとえここが障害物の一いつ切さいない広場であってもアルディスがこんなゴロツキに負ける可能性などほとんどゼロに近い。アルディスは呆あきれたようにつぶやくと、剣けんを抜きもせず最初に殴なぐりかかってきた男に蹴けりを見み舞まい、左側の壁かべを背にして背後からの攻こう撃げきを断たつ。

　スペースの問題から同時に襲いかかってくるのはせいぜい三人。しかも体さばきは完全に素人だ。

　素す手でのまま迎え撃ち、立て続けに二人をノックアウトする。アルディスにとっては剣を抜かずとも簡単に対応できる相手だった。

「ちっ！　仕方ねえ！　手足の一本二本くれえは覚かく悟ごしな！」

　リーダーが腰こしから短刀を抜いて構えると、それを合図にして他のゴロツキたちもナイフや短剣を抜きはじめる。

　アルディスが無む詠えい唱しようで風の魔ま法ほうを使う。何の前まえ触ぶれもなく生まれた風圧の刃やいばがゴロツキたちの持っていた刃は物ものを次々と折っていく。

「え？」

「あれ？」

「なんで？」

　あっという間に失った武器を見て何が起こっているのか理解できていないゴロツキたちをアルディスは次々と素手で沈しずめていった。ある者はのどに突きを、ある者はみぞおちに掌しよう底ていを、ある者はアゴに拳を、ある者は股こ間かんに蹴りを食くらってもだえながら倒たおれる。

　半数以上がやられたゴロツキたちは戦意を失いリーダーを含ふくめて散り散りに逃げていった。

　アルディスは倒れているゴロツキのひとりを無理やり引き起こすと涼すずしい顔で詰きつ問もんする。

「さて、誰だれに頼まれた？」

「し、知らねえ！　ホントだよ！　俺たちゃ兄貴に言われたままあんたを襲っただけなんだ！」

「俺を捕とらえるつもりだったのか？」

「あ、ああ！　殺したりするつもりはホントになかったんだ！　兄貴からもできるだけ怪我させずに捕まえろって言われてた！」

　これ以上はムダと判断したアルディスが怯おびえるゴロツキを放り出す。衛士のものと思われる声が近づいて来たからだ。こんなつまらないトラブルが原因で無む駄だに詮せん索さくをされてはたまらない。

　その場を立ち去りながらアルディスは考える。今この王都で自分を生け捕どりにしたい人間はいるだろうか。そうすることで誰にメリットがあるだろうか、と。

　やはり最も可能性が高いのはトリアの領軍だろう。領軍にはアルディスを生け捕りにする理由も恨みもあるはずだ。だが領軍が裏で糸を引いているならあんなゴロツキではなくもっとまともな使い手をよこすだろう。アルディスの強さが生き残った兵士たちから伝わっていないはずはない。

　教会や貴族が手を回してきた可能性もゼロではないが、いずれにしてもアルディスが王都へ来ていることに気が付いているとは思えない。

　アルディスが王都にいることを知っているのはアルディスとネーレ、それにフィリアとリアナの双ふた子ごだけだ。今のところ王都で顔見知りには会っていないしアルディスは一いつ般ぱんに顔が知れ渡っているほどの有名人でもない。

　モヤモヤとした気持ちを抱かかえ、結論が出ないままアルディスは宿へと戻る。

　それが解消したのは翌日になってからのことだった。
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　翌日、アルディスは前日同様に午前中を情報収集にあてる。

　だが別段新しい情報は入ってこない。やはりチェザーレ以外から入手できる情報と言えばネーレがグラインダー討とう伐ばつに参加したという程度の話で、砦とりででの戦いやその後の行方ゆくえ知れずについては伝わっていないようだ。

　あとはチェザーレの報告次し第だい、とアルディスは昼前に宿へ戻った。

　前日と同じくカウンターで果実水をチョロチョロと飲んでいるチェザーレへアルディスが後ろから声をかける。

「待たせたか？」

　やや長い間をあけてチェザーレが振ふり返る。

　彼はまじまじとアルディスの顔を見ると、「まあ座ってください」と席をすすめた。

「で？　どうだった？」

　報告を促うながすアルディスに、チェザーレは果実水をひと口飲み込んでから答える。

「女傭よう兵へいが姿を消したのは、どうやらトリア領軍を敵に回したというのが原因のようですね。同時期にトリア領軍が砦での訓練中に事故を起こし、多数の死傷者を出しているのですが……。どうやらこの件、表向きには事故という形で報告されているものの、実際には戦せん闘とうが行われたという話です。死者の中には名家出身の小隊長や貴重な魔ま術じゆつ師しも居たそうで、トリア領軍にとっては相当の痛手でしょう」

　やはり他ほかの情報屋に比べチェザーレの持っている情報は質が高かった。他の情報屋は砦で事故が起こったということしか知らないのだから。

「その戦闘に件くだんの女傭兵が領軍の敵として関かかわっていたようです。領軍と戦った部隊がどのような素す性じようなのかはわかっていませんが、かなりの規模だったのでしょう。結果的に領軍側は深刻な被ひ害がいを受けています。領軍に敵対した女傭兵がトリアから姿を消すのは当然のことでしょう。ただ女傭兵の行方は不明です。戦闘から六日も経たっていますからね。別の町で身を潜ひそめているか、国外へ逃げたか……」

「その情報、確かなのか？」

「昨日一日で確かく認にんした情報ですから裏取りまでは間に合いませんでした。信しん頼らい性は七割といったところでしょう。ですが、おそらくまだどこの情報屋もつかんでいないネタのはずです。たぶん国の情報機関くらいですよ、知っているのは」

「そうか」

　確かに情報の全すべてが正しいわけではない。チェザーレは領軍の敵を『部隊』と表現していたが、実際に戦ったのはアルディスとネーレのふたりだけである。

　戦いからすでに六日も経っているのだ。トリア側が情報を意図的に隠いん蔽ぺいしていないのならとっくにアルディスたちの話も伝わっていることだろう。そのことを踏ふまえると、領軍が砦の一件を表おもて沙ざ汰たにするつもりがないのは間ま違ちがいなさそうだった。少なくとも国全体を敵に回さずにすんだことでアルディスは安あん堵どする。

　にもかかわらずアルディスは何か引っかかるものを感じていた。そこまで情報を得ているはずのチェザーレがどうしてアルディスの情報に言げん及きゆうしないのだろうか、と。

　グラインダー討伐以前からアルディスはネーレと常にペアを組んで狩かりをしている。常にネーレがついてくるため、街の中でもふたりが一いつ緒しよにいるところは目もく撃げきされていたはずだ。

　しかも砦の戦いではネーレよりもアルディスの方が目立っていたはずだ。魔ま剣けん持ちの小隊長を倒したのもアルディスだし、ネーレが姿を消すと同時にアルディス自身もトリアから消えている。ここまで関かん与よしているにもかかわらず、チェザーレの口からアルディスの話が全く出てこないのは妙みようだった。

　考えがそこに至ったとき、アルディスはハッとする。昨日ゴロツキに襲しゆう撃げきされた後で感じていたモヤモヤを思い出したのだ。

　アルディスが王都にいることをネーレと双子以外に知っている人間──。ふとした思いつきが確信に変わった。目の前にいる優やさ男おとこは俺がアルディスという男だと気づいているのではないか、と。

　ならば、とアルディスは罠わなを張ってみることにした──。

「仕方ないか。一日でそれだけ調べてもらったんなら十分だ。待たせている仲間がいるから、今日の午後には王都を出なきゃならんしな」

　──獲え物ものが罠に掛かかることを願って。
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　日用品を買い足しに行くと言って酒場を出た黒くろ髪かみの少年を見送った後、チェザーレはすさまじい速さで打ち鳴らされる自分の鼓こ動どうを抑おさえようと深く呼吸を重ねる。

　昨日少年と別れてすぐにツテを使って調べたところ、いくつかの新しい情報が手に入った。

　その結果、当初無関係と考えていた領軍の事故と女傭兵が結びついた。領軍が事故として公表していた被害が実は戦闘による被害であること、女傭兵が領軍の敵側にいたこと、そして女傭兵と共に行動していた傭兵仲間の名前がアルディスということも判明した。

　しかもこのアルディスという少年傭兵、女傭兵が暮らす家の持ち主でもあり、領軍との戦いでも女傭兵と共に砦へ姿を現した上、戦闘終しゆう了りよう後に女傭兵同様トリアから姿をくらましているらしい。普ふ通つうに考えれば、今現在も女傭兵と行動を共にしていると考えるべきだろう。

　先ほどまで目の前にいた少年。黒髪黒目で額にはスミレ色の細布を巻き、身にまとっているのがやや丈たけの短い藤ふじ色いろのローブ。何から何まで話に聞いていたアルディスという傭兵の特とく徴ちように一いつ致ちした。

　宿帳には『テオリス』という名前が載のっているらしい。だが、手配されているかもしれないという彼らの状じよう況きようを考えればおそらく偽ぎ名めいだろう。

　チェザーレの睨にらんだ通り少年がアルディスという傭兵であるなら、ほぼ間違いなく女傭兵の居場所を知っているはずだ。

　その考えに至ったとき、チェザーレは欲をかいた。

　トリアでは砦での戦闘もその相手も隠蔽するつもりらしい。だがそれは領軍にとって不都合な事実を隠かくしたいからである。おそらくトリアは領軍へ深刻な被害を与あたえた傭兵たちを何とかして処しよ罰ばつしたいと思っているはず。

　領軍もかなりの被害を受けたようだが、相手の方もただでは済まなかったのだろう。トリア領軍の影えい響きよう下を離はなれて逃にげる途と上じようだと思われた。

　傭兵たちの居場所を突つき止めることができればトリア侯こうへ情報として売ることができる。王都では何の価値もないかもしれないが、トリア侯にとっては無視できない情報のはずだ。ひとりを捕らえればそこから芋いもづる式に仲間の居場所を聞き出すことができるかもしれない。そうすれば報ほう酬しゆうは銅貨や銀貨どころか金貨十枚にも二十枚にもなるだろう。

　あの少年を押さえてしまえば一気に大金が手に入る。

　チェザーレはすぐに行動した。

　下町のゴロツキをまとめている男と接せつ触しよくし少年の容姿と服装を伝えると、さらって監かん禁きんするよう依い頼らいする。日々の生活を銅貨二枚でまかなっている下町のゴロツキなんぞ金貨の一枚でもチラつかせればホイホイと話にのってくる。できるだけ大人数で襲おそうこと、狭せまい場所で囲むこと、一気に距きよ離りを詰つめること、合わせて無意味に傷つけないことを言い含めておいた。

　いくらあの少年が傭兵であろうと、かつ魔術師であろうと、たとえ戦いの経験があったとしても多勢に無勢だ。しかも魔術師は接近されるとその強さを発揮できない。詠唱する暇ひまもなく殴なぐられればそれでおしまいだからだ。仲間の居場所を聞きだしたらトリア侯から報酬をもらうまでどこかに閉じこめておけばいい。

　チェザーレがやがて手に入るであろう大金に思いを馳はせ、夢見心地ごこちで果実水に口をつけていたとき、背後から聞こえるはずのない「待たせたか？」という声が聞こえてきた。

　あの時の動どう揺ようを少年に悟さとられはしなかっただろうか。

　肩かたが跳はねたりしなかっただろうか。

　驚おどろきのあまりとっさに返事ができなかったことを不ふ審しんに思われなかっただろうか。

　まさか宿に帰ってくるとは思わなかったのだ。しかも何事もなかったかのように無傷で。

　かろうじてチェザーレは平静を装い、約束の追加情報を少年に提供した。声はうわずっていないか、話し方は早すぎないか、と話している間もずっと気が気でなかった。

　少年が二階の部屋に戻もどったことでようやく重圧から解放されたチェザーレは、手元の果実水を一気に飲み干して考えをめぐらす。

　ゴロツキでは相手にならなかったということだろうか。少年の力量を見誤ったことを反省しつつもそっとほくそ笑えむ。

　ゴロツキをそそのかしたのがチェザーレだということはまだ少年に気づかれていないようだ。ならばまだチャンスはあった。ゴロツキがダメなら傭兵を動かせばいいだろう。報酬はゴロツキよりも多めに渡わたす必要があるだろうが実力は比べものにならない。

　チェザーレは仕事柄がら、傭兵の知り合いが多い。強くても頭の少々弱いヤツがうってつけだ。ちょうどいいことに「またいい情報があれば頼たのむぜ」と言っていたヤツがいた。

　今日の午後には王都から離れる、と少年が言っていたのをチェザーレは思い出す。時間はあまり残っていなかった。
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　酒場を出たアルディスは午前中を使い日用品の店を見て回った。最低限の物はトリアを出るときに持ち出しているものの、しょせんはその量も限られている。今のところは全てが『とりあえず』のため大量の品を買って帰るつもりはないが、食器類やタオルなどを適当に見み繕つくろう必要があるだろう。

　何よりも重要なのが食しよく糧りようだ。森の中で狩りをすれば肉は手に入る。しかし肉ばかりでは本調子が保てないことをアルディスも経験則から知っていた。そのため一定量の果実や野菜を摂せつ取しゆすることにしているのだが、森の中では手に入る食材の種類も限られる。

　また、食材の次に重要なのは塩などの調味料だ。アルディスに限って言えば食事の味などそれほど重視していない。食べて死なないのなら問題ないし、吐はき気で腹の中にある物を全てもどしたりしない限り文句を言うつもりもないのだ。だが双子やネーレは違うだろう。食事がおいしくなるに越こしたことはない。

　それからひと通り店をまわり、買って帰る物の目星をつけたところでアルディスは宿へと戻る。時刻はすでに昼を回っていた。

　昼食の忙いそがしい時間帯が終わり、閑かん散さんとした酒場にはチェザーレの姿も見えない。

（釣つり針に引っかかったかな？）

　それを確認したアルディスは荷物をまとめて宿を出た。

　酒場のマスターから「これからどこへ行くんだ？」と訊たずねられたアルディスは帝てい国こく方面へ行くと簡潔に答えた後、荷物を背負い南門へとゆっくり歩いて行った。あちらこちらの露ろ店てんをのぞきながら見せつけるようにのんびりと街を歩き、南門から王都の外へ出る。

　そのまま南東に向けて歩くアルディスが呼び止められたのは門番の姿が見えなくなってすぐのことだった。

「ちょい待ちな。そこの兄ちゃん」

（来たか）

　あわてるそぶりも見せず悠ゆう々ゆうと振ふり返れば、そこには傭兵らしき五人の姿があった。

　真ん中に立つのは声をかけてきたと思われる斧ふ士し。その両りよう脇わきを固めるふたりも手に斧を持っている。三人ともまるで戦いくさにでも出かけるかのような重装備だ。その後ろに控ひかえるふたりはローブ姿の男。見た目は魔術師風だが当然戦ってみなければわからない。アルディスやネーレも外見は魔術師にしか見えないのだから。

「俺か？　人違いじゃないのか？」

「いいや、兄ちゃんで合ってるよ。まあ、なんだ。悪いことは言わねえから大人しく捕つかまってくれるか？」

「少なくとも俺は捕まえられる理由に覚えがないんだが」

「兄ちゃんになくても捕まえたいヤツがいるってんだからしょうがねえだろ？」

　男が依頼主の存在をほのめかす。問題は誰だれに頼まれたのかということだが、聞いたところで素す直なおに答えてくれるわけもない。付け加えるなら問答したところで戦いが避さけられないのも最初から明らかな話である。

（だったら──）

　アルディスは返事代わりに詠えい唱しよう付きで魔法を使う。

「言の葉は汝なんじが現うつし身みを断たちてまほろばへと誘いざなう────」

（生け捕どりにして聞き出せばいいか）

「眠モルテり・ウオのルネ・霧シープ！」

「なっ！　速いっ!?」

　突とつ然ぜんのことに身構える暇すらなかった傭よう兵へいたちをうっすらと輝かがやく銀色の霧が包んだ。

　魔法が使える相手に距離をあけて敵対するなど、うかつな話である。

　もちろん彼らも素人しろうとではない。仲間に魔術師らしき姿があることからもアルディスが魔法を使っても対処できる距離を保っていたつもりなのだろう。だが傭兵たちが想定するよりもずっとアルディスの詠唱は速い。

　通常の魔術師にとって詠唱は避けられない手順であるが、無詠唱で魔法を使えるアルディスにとっては詠唱などただの飾かざり──無詠唱をごまかすためのフェイク──でしかないからだ。

　あわてた傭兵たちがアルディスに襲いかかろうとしてもすでに遅おそかった。アルディスの魔力をのせた眠りの魔法が傭兵たち全員の意識を瞬しゆん時じに刈かり取る。

　かつてトリアでパーティを組んだ仲間をして『規格外』と言わしめたアルディスの魔力をもってすれば、そこいらの傭兵には抵てい抗こうする術すべなどない。

　眠りの魔法を放ち終えると、バタバタと崩くずれ落ちていく傭兵たちに目もくれず、アルディスは手持ちの荷物からやたら丈じよう夫ぶなロープを人数分取り出しはじめた。

「昨日みたいに逃がすと二度手間だしな」

　五人全員をロープで縛しばり、猿さるぐつわをかませた上でリーダー格の男だけを近くの茂しげみに引きずり込む。

　アルディスは男の猿ぐつわを外すと頰ほおを叩たたいて無理やり起こした。目を覚ました男は一瞬呆ほうけていたが、すぐに自分が縛られていることに気づいてわめきはじめる。

「何だ!?　何が……ここはどこだ!?　おい！　何をした!?」

　正面に立ったままアルディスは冷たい笑いを浮うかべる。

「何をしたって……、魔法で眠らせて終わらせたんだが。覚えてないのか？」

　男はあわてて周囲を見回すと焦あせったように言う。

「みんなは……、他ほかの仲間はどうした!?」

「先にとどめを刺さしたけど？」

　涼すずしい顔でアルディスは言い捨てた。もちろん噓うそである。

　アルディスは命を狙ねらってきた相手に容よう赦しやなどしない。だがこの男たちにはもともと殺気がなかった。いくら降りかかった火の粉は全力で払はらうアルディスとはいえ、相手に応じた対処をする程度の分別はある。

「俺も……殺す気か？」

　ようやく状況を理解したらしい男の顔が青ざめた。アルディスの心が読めない以上、男には自分の命が危険にさらされているとしか感じられないだろう。

「この期ごに及およんで助けてもらえるとでも？」

　アルディスがあきれたように言う。

「くっ！」

「しっかしあんたら弱かったな。もしかして傭兵になったばかりの駆かけ出しか？」

　悔くやしさに言葉を詰まらせる男へアルディスが挑ちよう発はつするように言い放つ。

「てめえ！　言わせておけば！」

　どうやら男は考えるより先に言葉が出てしまうタイプの人間らしい。

　これなら上手うまくいくかもしれない、とアルディスは心の中でほくそ笑んだ。

「威い勢せいだけは一人前だな。自分がいくらで売られたかも知らないくせに」

「なっ……!?　売られただと!?　どういうことだ!?」

　アルディスはこれ見よがしに鼻で笑って言った。

「まだ気づかないのか？　おめでたい頭だな。俺はただ頼まれただけなんだよ。あんたらに偽にせの情報をつかませて俺を襲わせるから、逆に返り討うちにしてくれって」

「偽の……、情報？」

　嘲あざけるような表情でアルディスは男に追い打ちをかける。

「そう。あんたらは偽の情報にホイホイおびき出されて来たってわけだ。俺をだまし討ちにするつもりが、罠わなにかけられたのはあんたらの方さ。ずいぶん恨うらまれてるんだな、あんたら」

「俺たちを……!?　誰が!?」

　ここまで来ればあと一歩だ。

「まだわかんないのかよ。あんたらに俺を襲うよう言ったのが誰だったか思い出してみろよ。簡単な話じゃねえか」

「…………そうか！　チェザーレの野や郎ろう！」

　かかった。

「ようやくわかったのか、鈍にぶいヤツだな」

　口ではそう言いながら、予想通りの名前が出てきたことに内心ニヤつくアルディス。

「くそおっ！　あの野郎め！」

　憤ふん怒ぬの形相で男がチェザーレをののしる。ひとしきり男の罵ば声せいを聞き流した後でアルディスは人の悪い笑顔を浮かべて言った。

「まあ、そう怒おこるなよ。チェザーレには俺がちゃんと言っておくからさ」

「何言ってやがる！　野郎は俺が……、くっ！　これじゃ死んでも死に切れねえ！」

　口惜くやしさを体全体ににじませて男が叫さけぶ。

　そこへアルディスが種明かしをした。

「まあまあ、そうカッカしなくてもいいじゃないか。さっき言ったのは全部噓だからさ」

「…………は？」

　何を言われたのかわからず、男がきょとんとした表情でアルディスを見上げた。

「噓って……、チェザーレの野郎が俺を売ったってのがか？」

「そうそう。俺がチェザーレから依い頼らいを受けてたってのも、チェザーレが偽の情報をあんたに教えたってのも、チェザーレがあんたを売ったってのも全部噓。あんたの仲間もまだ向こうで生きてるよ」

「……」

　口を半開きにして、鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食ったような顔で男は絶句する。

「ま、チェザーレには俺の方からお灸きゆうを据すえておくさ。俺はこれから王都に戻もどるけど、あんたらはもう少しここでのんびりしてな。あ、そうそう。これは迷めい惑わく料代わりにもらっとくからな」

　そう言い残すとアルディスは男のかぶっていた兜かぶとを剝はぎ取る。

　自分の荷物を背負い直し、男とその仲間を残したまま王都に向かって歩きはじめた。

「え、おい……。ちょ……、待てよ！」

　ロープに縛られたままの男がアルディスを呼び止める。その声だけが周囲にむなしく響ひびきわたった。
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　アルディスは南門から再び通門税を支し払はらって王都へ足を踏ふみ入れる。そのまま歓かん楽らく街に向かい、数時間前に引き払った宿へと入っていく。

　酒場はこれからのにぎわいに備えて準備をする店員がいそいそと働いている以外、わずかな客が座っているだけだ。そんな客のひとりに、カウンターで果実水のグラスを片手に座るチェザーレがいた。

　足音を抑おさえもせずカウンターまで歩いて行く。

　気配を感じたチェザーレが振り向き、そしてアルディスの顔を見るなり固まった。

　アルディスは顔面蒼そう白はくのチェザーレへ傭兵の男がかぶっていた兜を放ほうり投げると、不気味な笑え顔がおを見せて口を開く。

「あんたの知り合いがかぶっていたヤツだ。忘れ物みたいだから、あんたから返しておいてくれるか？」

「あ、あ……、な、んでここに？　王都を、発たった、はずじゃ……？」

　狼ろう狽ばいもあらわにチェザーレが声をしぼりだす。

「そのつもりだったんだが、王都を出て早々に質たちの悪い野の良ら犬が絡からんできてな。追い払ったのはいいんだけど、その兜を忘れていったらしくてさ」

　アルディスが、襲おそいかかって来た傭兵を野良犬と言い換かえて説明する。野良犬が兜をかぶるわけもないが、そんな言葉のちぐはぐさにも今のチェザーレは気づく余よ裕ゆうがない。

「そ、そうですか……。そ、れは……災難でしたね」

「まあ、面めん倒どうなだけで大したことじゃないさ。昨日も裏通りでゴロツキに襲われたけど、どうってことないし。何度襲われようが、その都度返り討ちにするだけだからな」

「さ、さすがの実力で──」

　突然のショックからようやく立ち直ったのか、チェザーレが何とかこの場を切り抜ぬけようと話をしはじめた瞬間。アルディスがスッと距きよ離りを詰つめ、感情の欠落した声でチェザーレの耳元にささやく。

「でも笑って許せるのは二度目までだ。三度目はないと思え」

　次は許さないという警告。

「あ……、っ……、は、はい……」

　チェザーレは声をうわずらせながら、かろうじて返事をした。ヘビに睨にらまれたカエルのように恐きよう怖ふで体を硬こう直ちよくさせたチェザーレの肩かたをポンと叩くと、そのままアルディスは酒場を後にする。

　少々トラブルはあったものの、当初の目的をとげることはできた。

　アルディスは大通りで空を見上げる。日はかなり傾かたむいてきているが夕暮れまではまだ時間がある。食しよく糧りようを買う時間と移動時間を考えても夜が拡ひろがるまでには帰ることができるだろう。双ふた子ごへの土産みやげは何にしようか、と平和なことを考えながらアルディスは商店が建ち並ぶ通りへと足を向けた。
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　買い物を終えてその日のうちに森へと帰ったアルディスは、夕食の場で話を切り出した。

「二日間王都で情報を集めた限り、領軍との戦いは表向きなかったことになっているらしい」

「なかったこととは？」

　ネーレが説明を求める。

「どうやら事故という形で片付けられたようだ。当然俺たちのことも王都には伝わっていないし、砦とりででの戦せん闘とうについて知っている者もほとんどいなかった。少なくとも表立って手配されている様子もない」

　いずれは事実が伝わるかもしれないが、噂うわさ程度であれば直接的な不利益とはならないだろう。

「ふむ、それならば我もこそこそと隠かくれる必要はなさそうだな」

　満足そうに頷うなずくネーレ。

「ということで、だ。一応王都では堂々と表を歩けるわけだが……。王都の中で宿をとるのも家を買うのもあまり気が進まない」

「その理由は？」

「いくら隠そうとしたところで、トリアでそうだったようにフィリアとリアナの存在はいずれバレてしまうだろう。だったらいっそのこと、この人目のない森を住居としてしまった方が危険は少ない」

　もちろん街の中で暮らすことに比べれば野生の獣けものが闊かつ歩ぽしているという意味で別の危険は増大するのだが、それについてはアルディスやネーレがいる限り大した問題にならない。むしろ対処が困難な住民からの悪意よりもよほど解決が容易だった。

「それにこの子たちも家の中でずっと閉じこもっているより、多少なりとも野外に出られる環かん境きようの方がいいだろう」

　アルディスとネーレの視線が双子に注がれる。久しぶりに食べる大ぶりのパンを両手で抱かかえてハムハムとついばむその姿はアルディスの心を知らず知らずのうちにほぐしてくれた。

「我が主あるじがそうと決めたのであれば我は従うだけだ」

　当然のようにネーレが言い切った。

　話は今後の方針に移る。

「しばらくはあまり目立たないように王都で仕事を受けて活動するつもりだ。買いそろえる物も多いし、トリアの件も並行して情報収集を続ける」

　事情が事情だけにトリアの家から持ち出せた物はそう多くない。今のままでは双子の着き替がえもないのだ。当面は必要な物を買いそろえるために王都まで往復する日々が続くだろう。

「我はどうすれば良い？」

　ここに双子を置いて行く以上、獣からふたりを守るためにアルディスかネーレのいずれかが残らなくてはならない。

「悪いが留る守す番ばんだ」

「承知した、我が主」

　ネーレは不満も見せず恭うやうやしく頭を下げる。

　街の外に家を構えて双子の存在を人目から隠す。こんな選せん択たくができるのも留守の間に双子を任せられるネーレという存在が居ればこそ。アルディスひとりであれば危険を承知の上で双子を連れ回すか、以前のように街中で家を借りるしかない。

　ネーレのおかげでアルディスは行動の自由を得ることができているのだ。口にこそ出さないがアルディスはそれを感謝していた。

「留守は任せたぞ」

　感謝の言葉に代わって、彼の口から出たのは信しん頼らいを表す言葉。それを聞いたネーレが満足そうに笑みを返した。
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　一日体を休めたアルディスは再び王都へ足を踏み入れると、さっそく最初の目的地へ歩いて行く。それは情報屋チェザーレが居座っている宿屋兼けん酒場だ。

　厨ちゆう房ぼうで昼の仕込みをする音だけが響きわたる。店内にいる客はチェザーレひとり。もっとも、情報屋として客を待つチェザーレを酒場の客と呼んでいいのかはわからないが。

「よお」

　軽い調子でアルディスが呼びかけると、振ふり向いたチェザーレはあからさまに顔をゆがめる。やや濃こい褐かつ色しよくの瞳ひとみには怯おびえの色がにじんでいた。彼にとってアルディスは出来れば会いたくない相手なのだろう。

「なんですか？」

「客に向かってなんだとはご挨あい拶さつだな。買い手を待ってる情報屋に用事といったら決まってるだろう？　ちょっとは喜んだらどうだ？」

「喜べるわけがないでしょう。あの後大変だったんですよ？　私が貴方あなたとグルで罠わなにはめたとか言われて、ひどい目にあったんですから」

　どうやらチェザーレはアルディスが返り討うちにした傭よう兵へいから報復を受けていたらしい。

「なんだそりゃ？　ちゃんと最後に噓うそだって言ったはずだけどなあ……。オツム弱そうだったからな、あの傭兵。あれじゃあ、いつまで経たってもうだつが上がらないのは当然か」

「……一応あれでも、王都ではベテランと呼ばれている傭兵なんですけどね」

　直情的で頭が弱いところはあるが実力は確かだ、とチェザーレは言った。

「ふうん、あれでねえ……」

　アルディスは二日前にあしらった傭兵たちを思い出す。

　だが改めて振り返っても、残っている印象は『相手の力量を量ることも出来ない三流の傭兵』といったところだ。

　もちろんアルディスがトリアで知り合った大部分の新米傭兵たちやトリア領軍の新兵たちと比べれば多少はマシだったかもしれない。だがアルディスの中では、トリアでも指折りの傭兵であるパーティ『白夜の明星』が強さの基準となっているため、あのレベルでは強い弱いを論じる対象にはならないのだ。

「ま、それはいいから、さっさと仕事の話に移ろうか」

「私にとってはちっとも良くないんですが……。仕事の話って、情報屋としての私に用事があるってことですか？」

　チェザーレは不ふ審しんげな視線をアルディスに送る。

「そう言っただろう？　それ以外に何があるんだよ」

「いえ、てっきり貴方は私のことを恨うらんでいるかと思っていましたので」

「恨んでいる？　……ああ、そうか。そうだな……、確かにこの前みたいなことをされれば愉ゆ快かいじゃないな。この前も言ったように、次はないからな」

　軽い調子で言うアルディスと対照的に、チェザーレの頰ほおは引きつっていた。

「だ、だったら……」

「だが俺は情報屋としてのあんたを買ってるんだ。他ほかの情報屋が知らなかった情報を持っていたし、情報の内容自体もかなり正確だった。だからあんたの仕事は信用してる」

　アルディスが評価しているのはチェザーレの仕事と、それによってもたらされる情報だけだ。彼の人格や生き方を評価しているわけではない。

「それで？　あれから女傭兵の新しい情報は入ってきてるか？」

「………………銀貨二枚」

　精神的に屈くつ服ぷくしたチェザーレは、長い沈ちん黙もくをはさんでしぶしぶと情報料を提示した。

　アルディスが懐ふところから銀貨を二枚取りだしてカウンターの上に置く。

「例の──砦での一件が少しずつ王都でも情報屋の耳に入りはじめています。今のところは事故というのが表向きの話で、実際には戦闘が行われたらしいという程度の噂ですが、いずれ領軍と戦った相手の情報も伝わってくるでしょう。もっとも、入ってきた情報をそのまま信じられない情報屋もいるでしょうけどね。まさか領軍相手に正面からケンカを売ったのがたったふたりの傭兵だなんて、まともな人間なら信じないでしょう」

　あれからさらに情報の精度が上がったようだ。この短時間でそこまでたどり着くとはなかなか侮あなどれない優やさ男おとこであった。

「トリア侯こうや領軍に何か動きはあるか？」

「今のところ表立ってはありません。ですがトリア侯や領軍にしてもこのまま引き下がっては面子めんつが保てないはずです。遠からずトリア侯の息がかかった者もやってくるのではないでしょうか。それに王都でも情報を得て領軍と戦った相手を追う人間が出はじめていますよ」

「部外者が首をつっこんできているのか？」

　不快そうに顔をしかめたアルディスへチェザーレが追い打ちをかけてくる。

「今のところはまだ領軍と戦った相手を『どこぞの傭兵団か、はたまた大規模な野盗団か』と考えているみたいですけどね。普ふ通つうはそう考えるのが当然でしょう。その所在や逃とう亡ぼう先を情報として提供すれば報ほう酬しゆうが期待できますし、捕ほ縛ばくして領軍へ引き渡わたせればその額はさらに跳はね上がることが予想されます。一いつ攫かく千せん金きんを夢見る者にとってはいい儲もうけ話でしょうから」

「あんたのようにか？」

　アルディスが投げつける意地の悪い問いかけをチェザーレはすました顔でかわす。

「さあ、何のことでしょうか？　私は貴方に情報を提供する。その対価として情報料を受け取る。それだけでしょう？　例えば領軍の待ち受ける砦へ真っ向から挑いどんで壊かい滅めつさせたのが、年若い女傭兵と黒目黒髪でスミレ色の細布を額に巻いた傭兵だった、とか」

　目の前にいる少年の容姿と同じ特とく徴ちようを挙げて、チェザーレが目を細めて言った。

「ふっ。それでいい」

　望み通りの答えを返したチェザーレは、さらに追加の情報をもたらす。

「ちなみに双ふた子ごについてはあまり執しゆう着ちやくがないようですよ。トリア侯や領軍の標的はあくまで傭兵ふたりだけのようです」

　その内容に今度はアルディスが目を細める番だった。やはりこの男は有能だ。アルディスは改めて認にん識しきした。この二日間だけで前回は持っていなかったであろう双子の情報まで入手している。

「わかった。情報はそれで全すべてか？」

「ご不満でしたか？　銀貨二枚分の価値はあったと思いますが？」

「不満はない。じゃあ、次の話に移ろう」

　予想外の言葉にチェザーレが疑問を浮うかべる。

「次の話？　なんでしょう？」

「トリアで領軍と事を構えた傭兵たちは三日ほど前、王都に姿を現した。その後、帝てい国こくへと流れて行った」

「なんですか、それ？」

「情報提供だ」

　チェザーレが訝いぶかしげな表情を見せた。目の前にいる少年がただで情報をくれるほど甘い相手ではないと知っているからだ。

「それを私が信じるとでも思っているんですか？」

「信じる信じないはあんたの勝手だ。俺はただ情報を提供しただけだからな」

　無責任なことを口にしながらアルディスは懐から一枚の金貨を取り出すと、チェザーレの前に置く。

「なんですか、これ？」

「今の情報を広めてくれるあんたへの手間賃だ」

「偽にせの情報を流せということですか？　それじゃあまるで──」

「『飼い猫ねこ』じゃないか、って？」

　チェザーレの言葉を先取りしてアルディスが口にした。

「ええ」

「飼い猫のどこが気にくわない？」

　チェザーレの反応などどこ吹ふく風で言い放つ。

「これでも長年野の良らでやって来た自負というものがあるんです」

『飼い猫』というのは支配者や権力者の手足となって裏の世界で暗あん躍やくする人間たちの符ふ丁ちようだ。密みつ偵てい、暗殺者、間者、そしてチェザーレのような情報屋がそれに含ふくまれる。チェザーレの口にした『野良』というのは『飼い猫』と対照的で、誰だれにも雇やとわれずフリーで活動する人間を表す。

　一方で『飼い犬』という言葉もある。これは符丁でも何でもなく、支配者や権力者のために表の世界で働く人間たちを表す俗ぞく称しよう──蔑べつ称しようと言った方が正確かもしれない。騎き士しや兵士、政務官や外交官などの文官や役人もこれに含まれるが、面と向かって相手に言うのは侮ぶ蔑べつ行こう為い以外の何ものでもないため、通常は陰かげ口ぐちをたたくときにしか使われない。

「野良はいざというとき誰も助けてはくれない。いつのたれ死ぬかもわからない。ましてイタズラするような野良はすぐに殺処分だ」

　最後のセリフを強調してアルディスが不敵に笑う。アルディス相手にちょっかいを出してしっぺ返しを受けたチェザーレとしては心中穏おだやかではないだろう。

「じゃ、じゃあ貴方がいざというときに助けてくれると言うのですか？」

「なぜ俺があんたを助けなきゃならない？」

「だって、飼い猫になれって……」

「俺は一言も『飼い猫になれ』なんて言ってない。『飼い猫のどこが気にくわない？』と言っただけだ」

　黒髪の少年はしれっと言う。

「俺はあんたに金を払はらう。あんたはその金に見合った仕事をすればいい。これは商取引だ。俺に敵対さえしなければ、今後も仲良くやっていきたいと思ってるんだがね」

　アルディスはチェザーレの為人ひととなりを買っているわけではなく、その情報収集能力だけを評価しているのだ。彼が内心で何を考え、何を感じようと、対価に見合うだけの情報を提供してくれればそれで良かった。

「じゃあ、そういうことで。よろしくな」

　泣きそうな顔のチェザーレへ一方的に告げると、アルディスは酒場を後にした。
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　コーサスの森奥深く。灰色の建物がポツリと鎮ちん座ざする一角。

　生きたものの気配が感じられないその場所に満ちるのは透すき通った鉱物のような無数の膨ふくらみ。それはまるでこの一帯を支配する物言わぬ住民を思わせた。

　太い樹木の幹へ寄生するように付着した膨らみの大きさは直径約八十センチメートル。日を追うごとに大きくなっているのはそのひとつに限らない。岩に、土に、枝に、そこかしこに存在する膨らみ全すべてが夜ごとに大きさを増していた。

　身じろぎひとつせず、しかし確実に成長する膨らみは強い魔ま力りよくを帯びている。植物の根が地中の水分を吸い取るように、灰色の建物内部から漏もれ出る魔力を取り込んでその身体からだを成長させていく。

　その透とう明めいな膨らみは、木々の枝葉をくぐり抜ぬけたかすかな月明かりに照らされて光を反射している。

　不意に光の方向が変わった。

　月の光に刺し激げきされたのか、微び動どうだにしないと思われた膨らみがわずかに身じろぎしていた。

　最初はほんのわずかに揺ゆれただけだった。じっと見つめていた者がいたとしても、目の錯さつ覚かくだろうと思い込んでしまうほどの小さな変化。

　音もなく膨らみが小刻みな動きを見せはじめる。その変化は次し第だいに周囲の膨らみへと伝でん搬ぱんしていった。たったひとつの膨らみからはじまった変化はやがて隣となりの膨らみへと伝わり、さらにその隣へと伝わっていく。

　奇き妙みようで不気味な光景だった。

　どれほどの時間が経たっただろうか。今度は大きな変化が訪おとずれる。

　身み震ぶるいを思わせる膨らみの動きがピタリと止やんだ次の瞬しゆん間かん。それまでつぶれたパン生き地じのようだった形状の一部が急激な変態を見せた。

　不自然に盛り上がった透明な膨らみが、いくつかの節を持った棒状に形を変えて行く。勢いよく突つき出されるように伸のびたそれは、先せん端たんがさらに細かく分化して徐じよ々じよに形状を整えはじめる。飴あめ細工のように伸び、縮み、だんだんと意味を成す形に変化していった結果生み出されたのは、どこからどう見ても人間の腕うでであった。

　同様に他の膨らみからも人間の腕が生まれる。透き通った水すい晶しようのような腕が一本また一本と膨らみの中から姿を現していた。

　しかしそれが生きた人間でないことは明らかだろう。顔もなく足もなく、ただ一本の腕だけ。それも周囲の風景が透けて見える透明な腕。腕が生えるこの瞬間を見てさえいなければ、人の手によって作り出されたただの物体としか思えないはずだ。

　無数に散らばる得体の知れない膨らみとそこから生み出された腕のような物体。どう考えても異常な光景だったが、幸いなことにそれを目もく撃げきしている人間はひとりもいない。

　音も立てずに森の奥深くでひっそりと生まれつつある異様な何か。

　それが果たして何なのか。答えられる者はこの場にいない。
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　アルディスが王都を新たな拠きよ点てんにして活動しはじめてから数日。

　何度か狩かりには出かけたものの、トリアのように仕事を紹しよう介かいしてくれるツテがあるわけでもない。森の家に日用品を運び込んだりと、アルディスは傭よう兵へいらしからぬことばかり続けていた。

　そんなある日。情報屋チェザーレが銅貨三枚である情報を提供してきた。

「どうやら領軍と戦った人間がどういう人物なのか、情報屋の間でも広がりはじめたようですね。一部の傭兵が貴方あなたを狙ねらっていますよ」

　チェザーレの得た情報によると、トリア領軍と敵対した傭兵のひとりとしてアルディスの情報が広まっているらしい。同時にネーレの情報も広まっているのだが、彼女は森から出ていないため町で姿を見られることもない。その分傭兵たちの目がアルディスに向くというわけだ。

「せっかく流した噂うわさもあまり効果がなかったようですね」

　チェザーレの言う通りだった。『領軍に敵対した傭兵たちは帝国に流れて行った』と流した偽情報も無む駄だに終わったようだ。

「正式な捕縛命令や賞金が出ているわけでもないだろうに」

　呆あきれたようにアルディスがひとりごちる。

「第一、俺たちの情報が伝わるのとあわせて領軍の被ひ害がい状じよう況きようも伝わってきてるんだろ？　それを知っていて俺に手を出そうという考えが理解できん」

　砦とりででの戦せん闘とうでアルディスとネーレは領軍相手に圧あつ倒とう的な力の差を見せつけた。領軍がどれだけの兵士を配置していたのかは知らないが、ざっと見たところ二百人は居ただろう。しかも魔術師まで動員していた。

　それだけの戦力をたったふたりで壊滅させたアルディスたちへちょっかいを出そうなどと、まともな判断力を持っていれば無む謀ぼうであることは理解できるはずだ。

「世の中には自分に都合良く情報を解かい釈しやくする馬ば鹿か、というのが一定数いるものです」

　チェザーレの口から思いのほか辛しん辣らつな言葉が飛び出てくる。職業柄がら、情報の重要性を理解できない人間に対する鬱うつ憤ぷんが積み重なっているのだろう。

「一応、領軍を壊滅させたのがたったふたりの傭兵だという情報も伝わってきてはいるんですけどね。あまりにも眉まゆ唾つばだということで、情報屋の中にも誤報として切り捨てている者は多いようです」

「あんたもその中のひとりか？」

「どうでしょうね？　私はまあ、貴方の強さも十分理解しているつもりですよ」

　チェザーレは明言を避さけた。

　彼の言うベテラン傭兵たちを以前返り討うちにしたことで、アルディスが見た目以上に力を持っていることは理解しているのだろう。だがさすがに『領軍を相手取ってたったふたりで勝った』という情報を鵜う吞のみにするほどアルディスのことを知っているわけではない。

　トリアで活動していた頃ころのアルディスはあまり悪目立ちしないよう剣けん魔ま術じゆつや無む詠えい唱しよう魔法を控ひかえてきたし、自分から積極的に名を売ったりしなかった。そのため王都にはアルディス自身の強さが伝わっていないのだろう。アルディスへちょっかいを出そうという身の程ほど知らずがいるのも、チェザーレが情報に懐かい疑ぎ的な目を向けているのもそれが原因だ。

「一応気をつけておいた方がいいですよ。……まあ、貴方ならそう簡単にやられることはないでしょうけど」

　チェザーレがアルディスの視線から逃にげるように話の流れを変える。

「わかった。気をつけよう。礼を言っておく」

「……代金はもらっているんですから、お礼は不要ですよ」

　複雑そうな表情でチェザーレが言った。

「しかしまあ……。襲おそわれるのはともかくとして、ひとつひとつ撃退するのも面めん倒どうくさいよな」

「襲われるのは気にしないんですね……」

　たとえ数を頼たよりに襲いかかられても、そこら辺の傭兵にアルディスは負けるつもりなどない。だが余分な手間がかかるという意味では面倒であることに変わりはなかった。

「でしたら、前もって傭兵たちが手を出す気もなくなるような強さを見せつければいいんじゃないですか？　名の知れた魔物を討とう伐ばつするとか」

「魔物の討伐ねぇ」

　これまでアルディスは名を上げることに無む頓とん着ちやくであった。それは面倒なことに巻き込まれたくない一心からであったが、今現在のアルディスはすでに面倒事を抱かかえる身である。今さら平へい凡ぼんを装ったところで意味はない。

　であればむしろ圧倒的な力を見せつけて、アルディスに手を出そうという気を起こさせない方がいいかもしれない。アルディスが傭兵たちの中で一目置かれる存在になれば、双ふた子ごのことがバレたときにもふたりを守る抑よく止し力になるかもしれないからだ。

「チェザーレ。王都周辺で名の知れた魔物っていうと、どういったのがいるんだ？」

「銅貨一枚です」

　情報屋が代金を提示する。

「ずいぶん安いな」

「そりゃ一いつ般ぱん市民でも知っているような情報ですからね。私に聞かなくてもその辺で訊たずねて回ればわかることです」

「だったらタダで教えてくれよ」

「それは情報屋としてのプライドが許しませんから」

　変なところで職業意識の高い男だった。

「わかったよ、銅貨一枚だな」

　苦く笑しようしながらアルディスは懐ふところから銅貨を取り出してカウンターに置いた。

「王都周辺で有名な名付きの魔物。しかも討伐するだけで名を上げられるほどの相手は三体います。まずは王都の北、カノービス山脈のふもとに縄なわ張ばりを持つ『鈴すず寄より』。これは『トロン』の突とつ然ぜん変へん異い種で、顔に二筋の痣あざを持つ魔物です。これまで数多あまたの挑ちよう戦せん者を葬ほうむって来たバケモノで、貴方がトリアで戦ったグラインダーに勝まさるとも劣おとらない強さですよ」

「グラインダー程度ならとっくに討伐されていそうなものだが」

「……その基準がおかしいような気もしますけど」

　アルディスの実力を十分に理解していないチェザーレは、否定も肯こう定ていもせず微び妙みような反応である。

「現実として鈴寄りが長年にわたり王国の首脳部を悩なやませている、やっかいな存在というのは確かなことです」

　気を取り直して続きを口にするチェザーレへ、アルディスが疑問を投げかける。

「山脈のふもとにいるんだろう？　近づかなければいいだけの話だろうに。どうして悩みの種になるんだ？」

「鈴寄りの縄張りには重じゆう鉄てつの鉱脈があると言われていますが、ヤツのおかげでその調査すらできずにいるんですよ。王都周辺で重鉄の採さい掘くつができれば経済的にも軍事的にも大きな利点がありますから、国としては何とかして討伐してしまいたいというのが本音でしょう」

　それを聞いてアルディスは納なつ得とくする。

　現在のところナグラス王国で重鉄の採掘ができるのは帝てい国こくとの国境付近にある丘きゆう陵りよう地帯だけだ。帝国との関係が良好とはいえない以上、開戦時に戦場となる可能性が高い国境付近以外で重鉄の産出ができるようになるのは大きい。

「次に、王都からそう遠くない小島に巣を持つ『四よん枚まい羽ば根ね』。ふたつの首、四本の足、そして四枚の翼つばさをもつ巨きよ大だいな鳥の魔物です。周辺の海域で船を襲うため、貿易船の航路が大回りになってしまうんだそうです。あれが居なくなれば近きん隣りんの海域を漁場として開放できる、というのも大きいでしょう」

「軍で討伐しようという話は出てないのか？」

「鈴寄りにしろ四枚羽根にしろ、以前は軍を派は遣けんして討伐しようという動きもあったようですね。ただ、今は帝国との緊きん張ちよう状態が続いていますから不用意に軍を弱体化させたくないんでしょう。大規模な討伐隊はここ二十年ほど編制されていないようですよ」

　確かに隣国との関係が悪化している状況で軍が大きな被害を受けるのは避けたいだろう。グラインダーに匹ひつ敵てきする強さということであれば有う象ぞう無む象ぞうの兵士が集まったところで死人が増えるだけ。精せい鋭えいを送り込んで一気に押し込めば勝てるかもしれないが、それでも被害は甚じん大だいなものになりそうだ。王都防衛のためというならいざ知らず、こちらから手を出さなければ危険がない相手とそこまでの損害を覚かく悟ごして戦うのは賢かしこい選せん択たくと言えない。

「その代わり懸けん賞しよう金はかかっていますよ。腕うで自じ慢まんや名めい誉よ欲の強い傭兵が討伐してくれれば儲もうけもの、くらいに考えているんでしょう」

　それ自体は別に不思議なことではない。莫ばく大だいな懸賞金がかけられているとはいえ、軍を動員して討伐隊を派遣するよりははるかに安上がりのはずだ。

「どちらか一体でも討伐することができれば、今後貴方に手を出そうなんて考える傭兵はいなくなるでしょうね」

「残りの一体は？」

「はい？」

「さっきあんたは『王都周辺で有名な〝名付き〟の魔物は三体いる』と言っただろう？　まだ一体残ってるはずだ」

「あー、まあそうなんですけどね……。最後のは何というか、わかっていないことが多すぎまして……」

　歯切れの悪い言葉を並べ立てた後、チェザーレは三体目の魔物について話し始める。

「最後の一体はコーサスの森に巣くうと噂される魔物です。『赤あか食ぐい』と呼ばれています」

「噂される？」

「ええ、実のところ『赤食い』については詳くわしいことがわかっていないんです」

「詳しいことがわからないのに有名なのか？」

「遭そう遇ぐうして生き延のびた者がひとりもいませんからね。『赤食い』という名前も、命からがら逃げてきた傭兵が死に際ぎわにうわごとでつぶやいた言葉からつけられたものです。『赤』『食われる』という言葉を残して死んだそうですよ。ですからその姿も生態もまったくもって不明なんです。ただ、相当強力な魔物であると考えられています」

「よくわからないのに、どうして強いなんて話になる？」

「コーサスの森では満月の夜に必ず魔物の大移動があります。以前はその原因がさっぱりわからなかったわけですが、『赤食い』の存在が知られたことである仮説が立てられました」

「仮説？」

「魔物の大移動に遭遇した傭兵や探たん索さく者は『魔物がこちらを見向きもせずに駆かけ抜ぬけていった』『まるで何かに怯おびえているようだった』と口をそろえて言うんです。また、赤食いから逃げてきた傭兵も遭遇したのは満月の夜だったようです」

　そこで両者に何らかのつながりがあるのでは、と考える学者がいたらしい。『魔物は赤食いから逃げていたのではないか？』と。

「もちろん何の根こん拠きよもない仮説です。『赤食い』が満月の夜に限って現れると決まったわけでもありませんし、魔物が一目散に逃げ出すほど『赤食い』が強いかどうか実際には誰だれもその目で見たわけではないのですから。ただ少なくともコーサスの森へ満月の夜に入っていった人間の多くが帰って来ないのは事実です。魔物たちが人間に目もくれず駆けていくというなら、森へ入った人間を刈かり取っていたのは一体何者なのか？　そこで『赤食い』という存在に注目が集まったというわけです」

「何もかも推測じゃないか」

「だから言ったでしょう。わからないことが多すぎるって」

　ややふてくされたような感情を目に浮うかべてチェザーレが開き直る。不確かな推測が大部分を占しめる情報。そんなものを提供せざるを得ないというのは情報屋のプライドを傷つけるのだろう。

「まあ、とにかくこれら三体はまとめて『三さん大だい強ごう魔ま』と呼ばれています」

「いるかどうかもわからないのが一体交じってるけどな」

　茶化すようなアルディスの言葉。

「三というのは座りがいいんですよ。『二大強魔』よりも『三大強魔』の方がそれっぽいじゃないですか」

　チェザーレが口にしたのはあまりにもくだらない理由だった。

「まあいい。『赤食い』とやらはともかく他ほかの二体を狩かれば王都で名を売れる、というわけだな？」

「それは間ま違ちがいないです。加えてそんな強つわ者ものにちょっかいを出そうなんて、まともな傭よう兵へいなら考えなくなるはずです」

「なるほど。よくわかった」

　その後、アルディスは追加料金を払はらって詳しい情報を聞き出すと酒場を後にした。
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　ナグラス王国の王都グランから北へ向かえば二日ほどで人間の領域は終わりを告げる。森に入り、やがて人の手が及およばぬ丘陵地帯へとたどり着く頃には人の気配も感じられなくなるだろう。

　カノービス山脈のふもとに位置する丘陵地帯は人間の入植先として見た時、決して魅み力りよく的とは言えない場所だった。起き伏ふくに富んだ地形は人の行き来を困難にするし、農地を広げるにも余計な労力を必要とするからだ。

　だが遺い跡せきあさりを生業なりわいとする探索者によって重鉄の原石が発見され、非常に広い範はん囲いで重鉄鉱脈の存在が見込まれるとなれば話は別だった。鉱石を取り扱あつかう商人たちや新たな利権の匂においに敏びん感かんな貴族たちから熱のこもった視線を向けられるようになる。まして軍事用よう途とで非常に優ゆう秀しゆうな重鉄資源の安定確保を願う国にとっては是ぜ非ひとも確保しておきたいところだった。

　しかし重鉄鉱脈の存在が濃のう厚こうにもかかわらず開発が進んでいないのには理由がある。それがこの地域を縄張りとして君臨する魔物『鈴寄り』の存在であった。

　丘陵や山さん岳がく地帯に出しゆつ没ぼつするトロンという名の魔物がいる。たてがみを持つ獅し子しに似ている頭部と、指と指の間に水かきがついた水鳥のように細い四し肢しを持つ。まるで獅子の足を途中で切り落とし、そこに水鳥の足を接つぎ足したような不自然な姿の魔物──それがトロン。そのトロンとほとんど同じ姿形でありながらその全身を覆おおう毛の色が白く、そして何より比ひ較かく対象とするのも馬ば鹿からしいほど危険で異質な存在。トロンの突然変異と考えられる特とく殊しゆな個体。それが『鈴寄り』である。

　トロンは魔物の中でも比較的弱い部類だと言われている。中ちゆう途と半はん端ぱな力量の傭兵ではかなうべくもないが、熟練の傭兵が四、五人いればトロン一体を討伐できるだろう。だが『鈴寄り』の強さはトロンとは比べものにならない。

　かつて腕うで利ききの傭兵たちが幾いく度どとなくその討伐に挑いどみ、その都度返り討うちにあってきた。英えい雄ゆうと呼ばれた名のある戦士たちが命を落とし、次々と傭兵の命を吸い込んでいく丘陵が傭兵たちの墓所と呼ばれた時代もある。王都の軍隊がその威い信しんをかけて編制した討伐隊ですら壊かい滅めつに至り、以後鈴寄りを討とう伐ばつしようという気運は遠ざかった。

　時たま鈴寄りにかけられた多額の懸賞金目当てで愚おろかな傭兵が足を踏ふみ入れる以外に、人間の姿を見かけることは少ない。誰でも命は惜おしいのだ。

「だからこんなところからはさっさとおさらばしたいもんだ」

「そんなわかりきったこと、いちいち口にするな」

　鈴寄りの縄張りでもある丘陵地帯を歩く人ひと影かげがあった。その数は五人。見るからに傭兵といった装いの彼らは南へ向けて歩いている。

「二人ともうるさい」

　剣けん士しらしき男が誰にともなくつぶやき、それに苛いらついた身軽そうな男が反応すると、彼らの前を歩いていた魔ま術じゆつ師しが首だけで振ふり返り呆あきれたように口を挟はさんだ。

「黙だまって歩きなよ。騒さわいで鈴寄りを引き寄せるなんて、オイラ絶対ヤだぞ」

　魔術師の横を歩いていた小男が周囲を気にしながら眉まゆを八の字にする。

「心配しなくても、そうそう簡単に出くわしゃしねえよ。淡空までには鈴寄りの縄張りも抜けるだろうし」

　斧おのを背に担かついで先頭を歩く男が小男を安心させようと笑ってみせる。小男はその人なつっこい笑え顔がおを見て表情を和やわらげると頷うなずいた。

　彼ら五人は王都を拠きよ点てんにして活動する傭兵だ。最初にパーティを組んでからかれこれ六年の月日が経たつ。特別名の知れた実力者というわけではないが、『リベレイターズ』というパーティ名で他の傭兵から認にん識しきされる程度には実績を積んでいた。ようやくベテランの域へ手をかけたというところである。

　彼らは王都の薬くす師しから依い頼らいを受け、この地方にしか自生しない薬草を採取するため危険を冒おかしてやって来た。無事依頼対象の薬草を採取し、今はその帰路である。

　丘陵地帯に出現する肉にく食しよく獣じゆうや魔物相手でも数が多くなければ対処可能な戦せん闘とう力を彼らは有している。だがそんな彼らでも鈴寄りとの遭遇だけは何としても避さけたいところであった。

　実際に鈴寄りと戦ったことがあるわけではない。だがときおり高名なパーティが討伐に赴おもむき、そして誰ひとり帰って来ない現実を考えれば、鈴寄りが決して安易に触ふれてはならない存在であると理解できるだろう。

「よほど運が悪くなけりゃ、こんだけ広い範囲でたった一体の魔物に出くわすなんてあり得ねえよ。鈴すずだって持ってねえしな」

　鈴寄りは鈴の音に誘さそわれて姿を現すと言われている。通常のトロンにはそういった習性などないのだが、突とつ然ぜん変へん異い種と思われるその個体はなぜか鈴の音に反応するという。

　だから王都北の丘陵地帯へ足を踏み入れる時には、鈴はおろか高い金属音が発生する物を持ち込まないのが原則だ。逆に鈴寄りと遭遇したければ丘陵で鈴を鳴らして歩けばいい。もちろん討伐目的の傭兵以外にはそんなことをする愚か者はいないだろうが。

「そ、そうだよね。金属音が鳴らないようにこうやって気をつけてるわけだし。心配することはないよね」

　小男がポンポンと自分の腰こしに下げた小剣の鞘さやを叩たたく。

　彼の言う通り、パーティ全員が今回の依頼にあわせて装備を整えている。身につける防具や身の回り品は金属製の物を極力排はいし、武器の鞘にも革かわのカバーをして音が鳴らないようにする工く夫ふうが見られた。

「お、っと」

　目を腰に向けたのが悪かったのだろう。一いつ瞬しゆん逸それた視線が足もとのくぼみを見落とした小男は、バランスを崩くずして茂しげみへ体を突つっ込ませることになった。

「なーにやってんだよ」

「ちょ、ちょっと躓つまずいただけだろ」

　笑われた小男はバツが悪そうに身を起こした。

　その時である。チリーン、と涼すずやかな音が周囲に響ひびいた。

　瞬間、全員の体が強こわばる。

「え？」

　慌あわてて小男が立ち上がると、再び高い金属音が連続して鳴り響く。

「鈴？　どこに？」

　小男が音の在り処かを探さぐるように左右を窺うかがうと、その度たびに鈴の音が鳴った。

「おい、お前それ！」

　剣士が小男の背負い袋ぶくろを指さして叫さけぶ。その指が示す先にあったのは古ぼけた鈴。この丘陵では不ふ吉きつ極まる小さな金属の球が、どこからやってきたのか背負い袋の紐ひもに引っかかっていた。

「え？　いつの間に？」

　思いもよらぬ事態に目を丸くする小男。

「あれを見ろ」

　その答えを見つけた魔術師の男が視線で示す。仲間の男たちは魔術師の目が向いている先を見てようやく理解した。

「傭兵か……」

　小男が突っ込んだ茂みの奥、よく見ればそこには元傭兵とおぼしき一体の白骨死体があった。生前身にまとっていたであろう革かわ鎧よろいは朽くち果て、その傍かたわらには色のくすんだ剣が落ちている。おそらく鈴寄りの討伐にやってきて返り討ちにあった傭兵のなれの果てだろう。この傭兵が生きていた時──あるいは命を失った時ともいえるが──鈴寄りをおびき寄せるのに使った鈴が茂みに落ち、小男が茂みに入った時偶ぐう然ぜん背負い袋にそれが絡からまったというわけだ。

「ちっ。冗じよう談だんじゃねえぞ。さっさとその鈴置いてこの場を離はなれるぞ」

　鈴寄りの縄張りで鈴を鳴らす。それが自殺行こう為いに等しいことを彼らも知識として知っている。

「そうだな、急いでこの場を離──」

　同意した魔術師の言葉が途切れ、その目がこれでもかと見開かれた。何かを言おうとしてあえぐように口を小さく開閉する。

　仲間の傭兵たちはその視線を追った。そして見つけてしまう。

　──木々の間からこちらをのぞき込む一体の魔物を。

　その姿は傭兵たちの間でよく知られているトロンとなんら変わりはない。

　異なるのはその色だ。瞳ひとみを除いて全身真っ白。通常のトロンは体全体が薄うす茶ちや色いろに染まっているが目の前にいる個体は全身が白い。その顔には二筋の痣あざが額からアゴにかけて走っている。見るのは初めてだが傭兵たちは瞬時にその存在を理解した。王都で『三大強魔』と呼ばれる魔物の一体、鈴寄りである。

「あ、あ……」

　身軽そうな男の声にならない声だけが場に流れた。

　ネコ科の獣けものを思わせる顔は無表情に傭兵たちを観察している。突とつ然ぜん襲おそいかかってくる気配はなく、微び動どうだにしない。

「……どうする？」

「逃にげるしかないだろうが」

　小声で剣士が判断を仰あおぎ、斧を背負った男が苦しそうに答えた。

　戦うという選せん択たく肢しはない。相手がただの魔物であればともかく、目の前にいるのは長年にわたって熟練の傭兵たちを返り討ちにしてきた化け物だ。傭兵たちは自らを弱者だと思ったことはない。だが相手が誰だれであろうと勝てる、と自うぬ惚ぼれるほど愚かでもなかった。鈴寄りが彼らに倒たおせるような相手なら今いま頃ごろとっくに誰かが討伐してしまっているだろう。

「合図したら鈴を茂みに投げ込め。一気に逆方向へ走って逃げるぞ」

　仲間たちが頷いた気配を感じたところで斧を背負った男が叫んだ。

「今だ！」

　斧男の合図で小男が鈴の紐を引きちぎり茂みへ向けて放ほうり投げた。同時に全員が茂みとは逆方向へ駆かけ出す。

　鈴寄りが動く。

「うわあああ！」

　間を置かず小男が悲鳴を上げた。

「噓うそだろ！」

　剣士が忌いま忌ましそうに叫ぶ。その視線は小男の脇わき腹ばらに嚙かみつく鈴寄りへ釘くぎ付づけになっていた。鈴寄りは投げ捨てられた鈴を無視して小男を襲ったのだ。

「ちくしょう！」

　身軽そうな男が鈴寄りに向けてダガーを投とう擲てきした。鈴寄りは小男から離れてその攻こう撃げきをひらりとかわす。

　そこへ魔術師の唱える『岩石デツセル』が地中から放たれるが、鈴寄りはそれを水かきのついた前ぜん肢しでいとも簡単に払はらいのけた。

　側面から剣士が渾こん身しんの力を込めて一撃を見み舞まう。

　本来であれば戦うべきではないということを、言われずとも剣士はわかっている。だが負傷した小男はもはや自力で走ることなど出来ない。小男を見捨てられない以上、たとえ相手がどれだけ強くても戦いの中で生きる可能性を見み出いだすしかないのだ。

　振り下ろした剣士の攻撃が鈴寄りの白い体を捉とらえた。

「なんて固さだ！」

　しかしその体にはかすり傷さえ与あたえられない。まるで重鉄の塊かたまりに斬きりかかったようだった。

　鈴寄りが反撃の牙きばをむく。

　その見た目からは信じられないほどの俊しゆん敏びん性を見せ、距きよ離りを取ろうとした剣士に肉にく薄はくすると鋭するどい牙を向けた。

　剣士はとっさに左手へ固定された盾たてを構えるが、鈴寄りは気にもとめず嚙みついた。

「ぐあああ！」

　重鉄製の盾に牙が食い込み、鈴寄りは盾もろとも剣士の左ひだり腕うでをかみ砕くだく。

　動きの止まった鈴寄りの横から、先頭を歩いていた男が斧おのを振りかぶって突っ込んだ。

　鈴寄りは横目にそれを見つつ、前肢を片方だけ持ちあげて振り払う。

　重たい岩がぶつかるような音と共に斧男が吹ふき飛ばされた。

「打ちつける弾だん丸がんは高貴なる冬妖よう精せいの尖せん兵ぺい────氷ひよう塊かい！」

　魔術師の放った氷塊が頭上から鈴寄りを襲う。

　さすがに直上からの攻撃はかわさざるを得ないのか、鈴寄りは剣士の腕を放して後あと退ずさる。

「くっそ、やっぱ強つええな……」

　つぶされた左腕の痛みに顔をゆがめながら剣士が全員の思いを代弁した。

　ひとりは脇腹を嚙まれて倒れこんだまま。ひとりは盾ごと左腕をかみ砕かれてまともに戦える状態ではない。吹き飛ばされた斧男は軽傷だが、パーティとしての戦力はすでにガタ落ちだ。

　全ぜん滅めつという言葉が傭よう兵へいたちの脳のう裏りに浮うかぶ。

　鈴寄りが感情の浮かばない瞳を次のターゲットに向けた。

　その矛ほこ先さきは魔ま術じゆつ師しに向けられている。一番標的にして欲しくない傭兵たちのウィークポイントだ。武装した他ほかの四人と違ちがい身を守る防具も薄うすい上、近接戦闘の技能も持っていない。

　魔術師をかばうように身軽そうな男と斧男がジリジリと位置を移動する。

　有効な手立ても思い浮かばず、かといって逃げ出す余よ裕ゆうもなく、確実に傭兵たちは追い込まれていた。

　鈴寄りはうなり声も上げず、ただ静かに赤い瞳を傭兵たちに向けている。感情のない冷たい視線が無言のうちに傭兵たちへ死の宣告を突きつけていた。

　動かない鈴寄り、動けない傭兵たち。だが止まったかのような時間は唐とう突とつに終わりを告げた。

　鈴寄りの瞳がわずかに揺ゆれる。

　次の瞬間、どこからともなく風を切り裂さいて一本のショートソードが飛来した。

　小気味よい音を立てて鈴寄りと傭兵のちょうど中間地点にショートソードが突き刺ささって、その場にいた全すべての視線を集める。

　枯かれ葉交じりの地面に突き刺さった剣は、まるで越こえてはならない境界線を示しているようだった。

「鈴すずで呼び出す手間が省けたな」

　聞こえてきたのは思いのほか若い声だ。

　剣けん士しが声の主を探して視線を向けるとひとりの人物が目に映る。奇き妙みような形をした藤ふじ色いろのローブに身を包む魔術師がそこにいた。

　黒目黒くろ髪かみ。額に巻いたスミレ色の細布が特とく徴ちよう的だった。明らかに傭兵の装いだが、見るからに歳としは若く、まだ傭兵になって間もない駆け出しだろうと剣士は判断する。

「近づくな、こいつは鈴寄りだ！　逃げろ！」

　とっさに警告を発する。それは反射的に口から出た言葉だった。

　性しよう悪わるな傭兵であれば、これ幸いと突然現れた少年を囮おとりにして自分たちだけ逃げ出すかもしれない。だが彼はそんな選択肢を最初から排はい除じよしていた。

　自分たちがここで朽ちるのは仕方がない。運が悪かったのだ。だが、たまたま居合わせた子供を巻き込む必要はないだろう。剣士はそう自分に言い聞かせる。

　魔術師の少年は傭兵たちの危機を見て助力しようと考えたのだろうが、剣士にとってはその気持ちだけで十分だった。

「知っている」

　そんな剣士の気持ちも知らず、こともなげに答えた魔術師の少年は悠ゆう々ゆうと鈴寄りに向かって歩きはじめた。

「バ、バカやろう！　お前が勝てるような相手じゃない！　早く逃げろ！」

　鈴寄りも知らないような駆け出しが愚おろかにも死地へ自ら飛び込んでいる。剣士は少年の行動をそう捉えた。

　なぜこんな危険地帯を少年がひとりきりで歩いていたのか、なぜ少年の投げてきたのがショートソードのような魔術師に似つかわしくない武器だったのか。鈴寄りの脅きよう威いで頭がいっぱいの剣士は気付かない。

　鈴寄りが体を少年に向けてうなり声をあげる。

　先ほどまで傭兵たちを淡たん々たんと叩たたき伏ふせてきた魔ま物ものの、これまでとは明らかに異なる様相を目にして剣士は困惑した。

「な、んだ……？」

　思わずつぶやく剣士。

　歩み寄る少年と警けい戒かいもあらわに威い嚇かくする鈴寄りの距離が縮まる。少年の足が目に見えない境界を踏ふみ越えた時、鈴寄りが突とつ如じよ襲いかかった。

　少年の手が水平に振ふり抜ぬかれる。

　重い衝しよう撃げき音を残して鈴寄りの体が横にずれた。

「剣で？　魔術師が？」

　少年の手に握にぎられていたのは鞘さやから抜かれた一本のブロードソード。

　もちろん剣士の目にも少年が腰こしから剣を下げているのは見えていた。だが傭兵の場合、魔術師が護身用に帯剣することもある。だから少年が下げている剣もそうだろうと思い込んでいたのだ。まさか魔術師の少年が魔物の──しかもそこいらにいる魔物よりはるかに格上の──攻撃を剣でいなすなど、想像の埒らち外がいであった。

　着地した鈴寄りが間かん髪はつ容いれず振り向きざまの攻撃を仕し掛かける。

　少年の死角から前肢を横に振り抜こうとして──、その前肢が宙を舞まった。

「噓だろ！」

　剣士の横で身軽そうな男が叫さけぶ。

　それは当然だろう。剣士自身、今自分が見ている光景が信じられなかった。

　少年はまるで鈴寄りと示し合わせたように振り向きながら体を沈しずめ、水かきのついた前肢をかわすと、そのままブロードソードを一いつ閃せん。軽々と鈴寄りの前肢を一本斬り飛ばしたのだ。

　宙を舞っていた前肢がボトリと鈍にぶい音を立てて地面に落ちる。

　鈴寄りが少年から距離を取った。

　形勢の不利を感じたのだろうか、と傭兵たちは思ったが、それは的外れな考えだった。

「噓、だろ？」

　身軽そうな男が信じられないとばかりに呻うめく。

　血の滴したたる鈴寄りの傷が瞬またたく間に塞ふさがり、その断面から新しい無傷の前肢が生えたからだ。

「反則だ……あんなの」

　砕かれた腕の痛みも忘れ、剣士は鈴寄りという化け物の力をかみしめていた。

　何事もなかったかのように無感情な瞳ひとみで少年を見み据すえる鈴寄り。

　前肢一本斬り飛ばしたところで、鈴寄りにとっては大した傷ではない。傭兵たちはそう言われているように感じた。

　空気が張りつめる。

　剣士たちは鈴寄りの底知れぬ存在感に背筋を凍こおらせていた。

　魔術師の少年は平然として白い化け物に対たい峙じしているが、一方の剣士たちはただただ目を丸くして見守るのみ。

　さすがにベテランの域まであと一歩に到とう達たつした実力者である。少年の力量が並の物ではないことを全員が理解しはじめていた。

　固かた唾ずを吞のむ音が聞こえる。一いつ瞬しゆん遅おくれて、それが自分ののどから聞こえてきたことに剣士は背筋を凍らせる。まるで自分が風景の一部になったような気がした。

　静せい寂じやくを最初に切り裂いたのは鈴寄りの口から発せられた雄お叫たけび。

　最初に出会った時からは想像も出来ないほどのプレッシャーを撒まき散らしながら、鈴寄りが少年に飛びかかった。

　それを迎むかえ撃うとうと少年がブロードソードを振り上げたところで突然鈴寄りの姿がかき消える。

「消えた！」

　仲間の魔術師が言わずともわかることをわざわざ口にする。

　少年がとっさに後ろへ飛び退すさる。

　先ほどまで少年の立っていた地面が、重い岩を叩きつけられたように陥かん没ぼつした。

　次いで少年はあさっての方向へ身を傾かたむける。

　目に見えぬ一撃が、少年の腰に下げられた小道具入れを引っかけて切り裂く。

　姿を消した鈴寄りが少年を狙ねらっていることは明らかだった。

　だが少年は平静さを失うことなく、淡々とその見えない攻撃から身をかわし続けている。少年の動きと連動するように周囲へ響ひびく凶きよう暴ぼうな音。事情を知らない者が見れば少年がひとりで滑こつ稽けいな踊おどりをしているようにしか思えないだろう。

　しかし鈴寄りの存在を理解している傭兵たちは、それがとてつもなく高度な攻こう防ぼうだということを実感させられる。

「『三大強魔』と呼ばれるわけだぜ……」

　ただでさえ強大な力を持った魔物である上に、驚きよう異い的な回復力と姿を消すという戦い方。これまで数え切れない傭兵たちを屠ほふってきたのも当然の話だった。

　だがその化け物とたったひとりで対峙し、しかも防戦一方とはいえ渡り合っているあの少年も驚おどろくべき強さである。

　とはいえ相手は姿を消して襲おそいかかる、つかみどころのない魔物。少年とていつまでも攻こう撃げきをかわし続けることはできないだろう。

　そんな考えがまったくもって的外れであることを剣士はすぐに知ることとなる。

　少年は手に持ったブロードソードを胸に引き寄せて突つきの構えを見せた。

　引き絞しぼるように剣の柄つかを腰の横へ落とし、じっと一点を見つめて動かない。

　地を蹴ける音がした。

　少年は動いていない。鈴寄りの足音だ。

　次の瞬間、微び動どうだにしなかった少年が全身のバネを使ってブロードソードを前方に突き出す。

　グサリと鈍い音を立ててブロードソードが突き刺さった空間へ、にじみ出るように現れたのは鈍い白を全身にまとう鈴寄りの体。

　その大きく開いた口の中へ剣先が吸い込まれていた。

　間も置かず、鈴寄りの腹部と背部が割れる。

　剣士はその時初めて気が付いた。

　鈴寄りの体を切り裂さいた、宙に浮うかぶ二本のショートソードに。

「なんだ、あれ……？」

　あっけにとられる傭よう兵へいたちをよそに、少年がブロードソードを鈴寄りの口から引き抜く。

　支えを失った鈴寄りの体が音を立てて地に落ちた。

　再び驚異的な回復力を見せて傷が塞がっていくが、それを少年が許さない。

　少年がその手に持った剣を一ひと振ふりした時、鈴寄りの獅し子しを思わせる白い頭部が胴どう体たいから切り離はなされてゴロリと転がった。

「さすがに頭を落とせば復活はしないだろうが……」

　ひとりつぶやいた少年の側そばで二本の飛剣が鈴寄りの残った胴体を切り刻む。

　少年がようやく傭兵たちにその目を向けてきたのは、元の状態が想像出来ないほど分断された肉にく塊かいを炎ほのおの魔ま法ほうで焼き尽つくした後だった。
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　鈴寄りを圧あつ倒とう的な力で叩き伏せたその少年はアルディスと名乗った。聞けば王都からこの丘きゆう陵りようまで鈴寄り討とう伐ばつのためひとりでやって来たのだという。

　そもそもパーティを組んだ状態でも危険な場所である。
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　駆かけ出しの傭兵にしか見えない容姿、剣は装備していても魔ま術じゆつ師しにしか見えない軽装を見てその言葉を信じる者はほとんどいないだろう。

　鈴寄りを圧倒したその力と窮きゆう地ちを救ってもらった事実がなければ傭兵たちとて出来の悪いジョークだと一いつ笑しように付したはずだ。だが実際にその目でアルディスの強さを見た傭兵たちが彼の言葉を疑うことはない。

　いずれ礼は必ずと誓ちかった傭兵たちへ「機会があれば」と軽く手を振り、鈴寄りの首を手にアルディスは立ち去っていった。

　治ち療りようによりかろうじて一命を取り留めた小男を背負い、傭兵たちが王都へたどり着いたのはそれから二日後のこと。彼らよりも先んじて王都中に広まっていた『鈴寄り討伐される』というニュースとあわせ、再びアルディスの名を耳にすることとなった。
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　鈴寄りの討伐から二時間後。アルディスの姿は海のはるか上空にあった。

　傭兵たちと別れたアルディスは切り落とした鈴寄りの頭を一時的に隠かくすと、そのまま人目につかない空高くを飛んで王都南の海までやってきていた。もちろん四枚羽根を討伐するためである。

　日は高く、淡空に変わるまでまだ五時間程度の余よ裕ゆうがある。

　王都の近海では大小の商船がせわしなく行き交かっていた。上空から見下ろすと、幾いく筋すじもの軌き跡せきが海という布地を縫ぬい付けようとする糸にも見える。だが海域全すべてが船で埋うめ尽くされているわけではない。ある一点を中心にポッカリと空いた穴のように商船が寄りつかない場所がある。

　その一点とは緑あふれる小さな島だった。何の変へん哲てつもないごく普ふ通つうの島に見えるが、それがただの島ではないことを船乗りであれば誰だれでも知っている。

『四枚羽根』

　船乗りにとって絶対に触ふれてはならない存在。『三大強魔』のひとつに数えられる魔物だ。その島が四枚羽根の住み処かであることを知らない船乗りは皆かい無むである。島を中心とした四枚羽根の縄なわ張ばりに漕こぎ出すことは、すなわち船を失うことと同義だからだ。

　アルディスは島の直上まで移動すると綿毛が舞い降りるようにゆっくりと高度を下げていく。

　周囲に船らしき影かげは見当たらない。かなりの距きよ離りを置いて遠方を窺うかがえば行き交う商船がちらほらとあるものの、その姿は親指の爪つめよりも小さかった。当然あちらからアルディスのいる場所へ視線を向けたとしても芥け子し粒つぶが浮いている程度にしか見えないだろう。

　わずかな異物をはらんだまま、いつも通りの光景を見せていたであろう空間。そこへ突とつ如じよとして訪おとずれた変化は巨きよ大だいな鳥の姿をしていた。

「あれか」

　アルディスの黒い瞳に映るのは巨大な鳥の魔物だ。体を覆おおう羽う毛もうは限りなく黒に近い紫むらさき。鋭するどいくちばしを持った猛もう禽きんの頭部が二つ、同じ胴体から伸のびている。巨体を空に浮かべるだけの浮ふ力りよくを生み出すのは名前の由来ともなった二対つい四枚の翼つばさ。翼の数と合わせるかのように、かぎ爪を備えた大きな足も四本。『四枚羽根』と呼ばれ王都の船乗りから恐おそれられる三大強魔のひとつが二枚ずつ交こう互ごに翼で空気を下へ押しやりながら直下からアルディスへ近づきつつあった。

「聞いてたより大きいな」

　チェザーレから得た情報では翼長五メートルと聞いていたが、間近に見ると七、八メートルはありそうだ。無論、アルディスにとっては些さ細さいなことである。

　四枚羽根が奇き声せいをあげる。

　強力な魔物の常として縄張りへの歓かん迎げいされざる侵しん入にゆう者に対する反応が攻撃的なのは当然だろう。自分の姿を隠しもせずこれ見よがしに近づいたアルディスは島の上空で四枚羽根の襲しゆう撃げきを受けた。

　四枚羽根がまっすぐにアルディスへ向かって突とつ進しんしてくる。

「おっと」

　単純な攻撃だが、鋭いくちばしを先頭にしてぶつかってくる巨体はそれだけで凶きよう器きだ。アルディスは瞬時に高度を上げてそれをかわす。

　出会い頭がしらの初撃を避よけられた四枚羽根はそのまま距離をあけて大回りに旋せん回かいした。

　ここからが本番だとばかりにけたたましく鳴いた四枚羽根が羽ばたきつつその場に静止する。その羽ばたきと連動するように四枚の翼から魔力が放出されていた。アルディスと方法は異なるものの、同じように魔力を使ってホバリング状態を維い持じしているのかもしれない。

　互たがいに様子を窺っていたのはほんの短い時間だけ。そのにらみ合いも四枚羽根の一手で終わりを告げる。

　四枚羽根がひときわ甲かん高だかく鳴いた。同時に風を切って何かが近づいて来た。

「くっ」

　アルディスはあらかじめ展開してあった魔法障しよう壁へきもろともその何かにはじき飛ばされて宙を後退する。

「圧縮した空気か？」

　威い力りよくはあるが障壁を張っていれば耐たえられる。だが問題はその数がひとつやふたつではないということだった。

　いくら障壁で防げるとはいえ、まともに食くらえば後ろへと下がらざるを得ない。四枚羽根までの距離を詰つめられないままにアルディスは反撃を開始する。

　手のひらを向けると炎の矢を三十本ほど生成して四枚羽根にお見み舞まいした。

　だが距離が開きすぎていたのだろう。来襲する蒼あおい弾だん幕まくを見た四枚羽根はにわかに動きだし、空を泳いで悠ゆう々ゆうとそれを避ける。

「遠いな」

　アルディスは攻撃を続けながら冷静に状じよう況きようを判断した。

　四枚羽根は遠距離での戦い方を得意としているらしく、アルディスとの距離を縮めようという気配は感じられなかった。

　アルディスとて攻撃の届かぬ距離ではない。

　だが距離があれば攻撃をかわされやすくなる。

　それならと距離を詰めようとしても四枚羽根の放つ不可視の衝しよう撃げき波はがそれを許さなかった。

　炎や氷のように軌き道どうを確かく認にんできるものであればともかく、高速で襲いかかってくる見えない攻撃を全てかわすのはいくらアルディスでも難しい。

　どうしたものか、と攻せめの手を考えていたアルディスは身を駆けるぞわりとした感かん触しよくに襲われた。

　本能的に攻こう撃げきの手を止めて身を守る障壁を強化したアルディスは四枚羽根の周囲に歪いびつな光が生まれるのを目にする。

　次の瞬しゆん間かん、アルディスの展開した障壁を包み込むようにしてまばゆい光が視界を染めた。

「『電撃』というやつか！」

　障壁へのしかかる負ふ荷かを感じながらアルディスは攻撃の正体を推断する。

　かつてネーレが見せた光球や一いつ般ぱん的に光の魔法として知られる『輝かがやく光』と同じく、瞬時に標的へと到とう達たつするという『電撃』の存在はアルディスも聞いていた。

　だがネーレの放った光球との違ちがいはその誘ゆう導どう性である。光球や『輝く光』は術者の指定したポイントへ一直線に放たれるが電撃の場合は必ずしもそうではなかった。

　不可視の衝撃波を防ぎつつ、アルディスは四枚羽根と同じように移動しながら対たい峙じしている。

　だからこそ気付いたのだ。わずかに軌道のずれていた光が突如アルディスへ矛ほこ先さきを変えたことに。

　再びぞわりとした感触がアルディスの肌はだを駆け巡めぐる。

　アルディスは全力で障壁を張りながらも直下へとその身を投げ出す。

　寸前までアルディスの居た場所へ向かい進んでいた電撃が、不自然な軌道を描えがいてなおもまとわりついてきた。

　障壁の表面に乾かわいた音を立てて光が踊おどり狂くるう。

「避けるのは無理か……」

　全力で障壁を張れば防げないこともない。

　だが全力で防ぼう御ぎよに回っていては、いつまでたっても状況は好転しないだろう。

　連続して放たれればさすがのアルディスも防ぎきれない可能性があるし、近寄ろうにも不可視の衝撃波で思うように身動きがとれない。

「確かに上空からこんなもの撃うたれたんじゃあ、船乗りもたまったもんじゃないだろうな」

　矢の届かない上空から電撃を放たれたのでは船上にどれだけ力自じ慢まんがいたところで意味がない。四枚羽根はいつも一方的に攻撃を加えて、人間たちを追い払はらってきたのだろう。

　それは逆に、四枚羽根が接近戦を得意としていないであろうという推論に行き着く。

　頑かたくなにアルディスの接近を防ごうとしていることからもそれが窺える。だからこそ距離を縮めることが戦いを有利に進めるための条件であった。

　問題はアルディスの接近を阻はばむ不可視の衝撃波だろう。

「見えないなら、見えるようにすればいい」

　説明するかのようにつぶやくと、アルディスは高度を下げて四枚羽根を誘導する。

　アルディスは四枚羽根がつられて降りてきたところで、周辺一帯の海面に向けて風と炎を組み合わせた魔力を叩たたきつける。

　風で強制的に圧縮した空気が瞬時に加熱され、海水を巻き込んで爆ばく発はつ的な膨ぼう張ちようを見せた。

　四枚羽根とアルディスの周囲が膨ぼう大だいな量の水しぶきで包まれる。

　無理やり張り巡らされた水しぶきのカーテン。

　その中をかき分けながら向かってくる複数の何か。

「見えてしまえば！」

　アルディスがすぐさま動き出す。

　不可視であるはずの衝撃波を水しぶきによって可視化し、その軌道を避けつつ四枚羽根に到達する最短ルートを瞬時に割り出した。

　あっという間に距離を詰めるアルディスに対し、再度離はなれようとする四枚羽根。

　だがこのチャンスをアルディスが逃のがすはずもない。ある程度接近してしまえばアルディスにも反撃のしようはある。

　四枚羽根の飛行経路を予測して、その鼻先へ火球の弾幕を張った。

　火球を避けようとした四枚羽根の動きが鈍にぶる。

　一気に距離を詰めたアルディスは三本の剣けんを抜ぬき放つ。

　二本のショートソードを四枚羽根の背後に回り込ませつつ、自らはブロードソードを手に懐ふところへ潜もぐり込もうとした。

　だがアルディスが飛び込むよりも一瞬早く四枚羽根の電撃が迎むかえ撃つ。

　電撃の気配を感じたアルディスが全力で障壁を展開する隙すきに、四枚羽根が逃にげだそうと高度を上げた。

「させるか！」

　電撃を防ぎきったアルディスが後を追う。

　単純な速度なら空を主戦場とする四枚羽根の方に一いち日じつの長があるだろう。

　だがそれは五体満足であればの話だった。

　アルディスが解き放っていた二本のショートソードはなおも四枚羽根の後方に控ひかえていた。

　アルディスという存在に意識を注いでいた四枚羽根は、突とつ然ぜん襲おそいかかった二本の飛剣に不意をつかれる。

　死角からショートソードの一本が四枚羽根の脇わき腹ばらに突つき刺ささった。

　二対四つの目が反射的に脇腹に向けられる。

　それを見計らったかのように、反対側からもう一本のショートソードが翼のひとつを傷つけた。

　痛みに絶ぜつ叫きようする四枚羽根。

　アルディスがたたみかける。

　手にしたブロードソードを四枚羽根に向けて放った。

　今の四枚羽根にそれをかわすだけの余よ裕ゆうはない。

　アルディスの手を離れた剣は飛剣となって翼のひとつを斬きり落とす。

　苦し紛まぎれに不可視の衝撃波を狙ねらいもつけず八方へ放ち続ける四枚羽根。

　なんとかして逃れようとするが、それを容易に許すアルディスではなかった。ときおりまぐれ当たりするのがせいいっぱいの衝撃波を障壁によって防ぎつつ、三本の飛剣を操あやつって四枚羽根の翼をさらにもうひとつもぎ取る。

　明らかに動きの鈍った四枚羽根へ、アルディスは一気に距きよ離りを詰めながらブロードソードを呼び戻もどした。帰ってきた得物をその手に握にぎりしめると、四枚羽根の目を睨にらみながら一直線に飛ぶ。

　接近するアルディスに気付いた四枚羽根が三大強魔の意地を見せて迎え撃とうとするも、すでに勝負は決していた。

　またも死角から忍しのび寄った二本のショートソードが四枚羽根の体を宙へ縫ぬい止めるようにその翼へ突き刺さる。

　四枚羽根の目が大きく見開かれたのは痛みによるものだったか、生の終わりを感じたからなのか、それとも自らの敗北が信じられなかったのか、それは誰だれにもわからない。

　ただひとつ確実なのは、最期にその目へ焼きつけられたのが剣を片手に懐へと飛び込んでくるひとりの人間だったであろうことだけだ。

　アルディスの腕うでがブロードソードと共に横へ振ふり抜かれる。

　魔ま力りよくを込められた剣が通りすぎた後、四枚羽根のふたつ並んだ鳥頭は胴どう体たいとのつながりを断たたれて血しぶきをあげる。

　三大強魔と呼ばれて恐おそれられた魔物が、ただの物体へと成り果てた瞬間だった。
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　夕暮れ時の王都グラン。街の中央をつらぬく大通りは奇き妙みようなざわめきに包まれていた。

　その原因は衆目を集めながらゆっくりと歩く黒目黒くろ髪かみの少年にある。額にスミレ色の細布を巻いている以外、さしたる特とく徴ちようもない平へい凡ぼんな顔立ち。身にまとう藤ふじ色いろのローブと身のこなしから、同業者が見れば傭よう兵へいだとすぐに気づくだろう。容姿は幼く見えても、駆かけ出しの傭兵として最初の一歩を踏ふみ出すのは少年くらいの歳としであれば珍めずらしくもない。ただ一点、その肩かたに背負っている物体をのぞけば──。

　少年は肩に獣けものの首を三つ担かついでいた。

　いや、よく見ればそのうちふたつは根元でつながった鳥の頭部と気が付くだろう。だがそれに気づいた者は次の瞬間、その大きさが鳥と呼ぶにはあまりに常識外れのサイズであることを知るはずだ。

「おい、あれ……、もしかすっと『四枚羽根』の頭じゃねえか？」

「はあ？　まさか、そんなことあるわけ……」

「白いたてがみに二筋の痣あざ……、あれ……『鈴寄り』だ」

「いやいや、おかしいだろ！　なんでグランの三大強魔、しかもその首があそこにあるんだよ!?」

「あいつが討とう伐ばつしたってのか？」

「バカ言うな、あんなガキに勝てる相手じゃねえよ」

「だったらあの首は何だってんだよ！」

　様々な推測が飛び交かい、同じようにそれを打ち消そうとする声が響ひびく。

　そんな周囲に目もくれず、少年は魔物の首を見せつけるかのように悠ゆう然ぜんと歓かん楽らく街に向けて歩いて行った。

　少年の名はアルディス。剣魔術の使い手として密ひそかに噂うわさされていた彼の名が王都グランに響きわたりはじめるのはこの日からだった。

　自分を遠巻きに見る人々の反応に手て応ごたえを感じながらアルディスはある酒場へたどり着く。そして一日の終わりを酒で締しめくくろうと人が集まっている酒場へおもむろに足を踏み入れた。

　新たな客の到とう来らいに酒場の給仕が声をかけようとして悲鳴をあげ、アルディスの存在に気づいた客たちがピタリと静まりかえった。普ふ段だんならあり得るはずのない静せい寂じやくの中、アルディスひとりが足音を立てながらテーブルとテーブルの間を突き進む。

「おい、兄ちゃん。酒の場にそんなもの持ち込むのは無ぶ粋すいってもんだぜ」

　通りかかったテーブルからジョッキを傾かたむけて麦酒ビールをあおっていたヒゲ面づらの男が声をかけてくる。

　男が言う『そんなもの』とはおそらくアルディスが肩から提さげている魔物の首だろう。確かに本来であればマナー違い反はんもいいところである。切り口を焼いて血止めがしてあるとは言え、生き物の生首であることに変わりはない。食事を提供している場所、特に陽気に騒さわいで楽しむ酒場へ持ち込んでいい物とはとても言えないだろう。

　それはアルディスも十分承知の上である。通常であればこのようなことはしない。だが今日に限って言えば必要だからやっていることだった。

「すまないな。用事が終わればすぐに出て行く」

「その用事ってのは？」

「チェザーレという男に聞きたいことがある」

　静まりかえった酒場の中で人々の視線が一点に集中した。視線の先には気まずさと恐れと驚おどろきをないまぜにした表情のチェザーレが座っている。

　アルディスは酒場中の耳じ目もくを集めながらチェザーレの前まで歩くと懐から銅貨を一枚取り出し、指で弾はじいて渡わたした後に口を開いた。

「なあチェザーレ、賞金首ってのはどこに持っていけば懸けん賞しよう金がもらえるんだ？　教えてくれるか？」

　青い顔をしてチェザーレが声をしぼりだす。

「あ、ま、まさか……。その肩に担いでるのって……」

「ああ、この白いのが『鈴寄り』、鳥の双そう頭とうが『四枚羽根』だ」

　それを聞いて酒場の中が騒そう然ぜんとなる。

「だ、だって……、その話をしたのは今朝だったはず……。あれからまだ一日も経たっていませんよ」

「それだけ時間があれば十分だろ？」

　こともなげにアルディスが笑った。

「な……！」

　チェザーレとしては絶句するほかないだろう。ナグラス王国が正規軍で討伐隊を編制すること数回。数十年にわたり討伐を試みてその都度返り討うちにあってきた魔物たちだ。

　しかも一体だけでなく同時に二体。それを日が昇のぼってから沈しずむまでの間に倒たおしてしまうなどチェザーレの理解を超こえているのかもしれない。

「で？　これ、どこに持ってけばいいんだ？」

　人の悪そうな笑えみを見せてアルディスが言う。対するチェザーレは苦々しそうな表情だ。

　彼も気が付いているのだろう。アルディスがわざとチェザーレへ訊たずねているということに。

　アルディスとて賞金首をどこに持ち込めばいいかくらい知っている。だがわざわざ魔物の首を担いで来たのはチェザーレに見せつけるためである。

　チェザーレは優ゆう秀しゆうな情報屋だ。対価に見合っただけの情報を提供してくれる。しかしそれはあくまでもビジネスであり、人として信用できるかと言われれば疑問がつきまとう。心からの信しん頼らいで結びつくことのない相手である以上、アルディスを味方にすることのメリット、そして敵にすることのデメリットを見せつけておく必要がある。

　チェザーレはアルディスの強さを知っているだろうが、それは『敵に回すと危ない』程度の認にん識しきに留とどまっているはずだ。その認識を『敵に回すと危ない』から『敵に回すなど考えられない』に変え、アルディスを裏切ったり陥おとしいれたりすることの危険性をわからせること。それが魔物の首をあえてチェザーレに見せつけた理由だった。そんなアルディスの思おも惑わくが理解できたからこそ、チェザーレは苦々しげな顔をしているのだ。

「衛兵の詰つめ所なり、騎き士し団の本部なりに持っていけばいいと思いますよ。何なら街へ入る前に門番へ申し出ても良かったんですけどね」
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　チェザーレの答えに少々トゲが含ふくまれるのは仕方がないことだった。

「そうか、わかった。ありがとよ」

　簡単に礼を言うとアルディスはきびすを返す。そのまま出口へ向かおうとしたところで、先ほどアルディスを咎とがめたヒゲ面男に呼び止められた。

「お、おい兄ちゃん。それ本当に三大強魔の首なのか？」

「ああ。と言っても信じられないだろうが……。まあ数日もすればわかる話さ」

　三大強魔の存在は国にとっても長い間頭痛の種だっただろう。それが討伐されたとなれば間ま違ちがいなく大々的に内外へ喧けん伝でんするはずだ。

「そこの給仕さん」

「は、はい！」

「これでみんなに酒をふるまってくれ。場を騒がせた詫わびだ」

　アルディスが給仕の女性を呼び止めて銀貨の詰まった袋ふくろを手て渡わたす。給仕はその袋を開いてのぞくと目を丸くする。袋の中には酒場中の人間が一晩飲み明かしてもおつりが来るほど大量の銀貨が入っているからだ。

「こ、こんなに!?」

　給仕の驚きはやがて酒場中に伝でん染せんし、それが歓かん声せいに変わるまでに大した時間はかからなかった。

「おい、兄ちゃん！　いいのかよ!?」

「まじかよ！　今日はタダ酒か!?」

「おっしゃー！　飲むぞ！」

　先ほどまでの静けさとは打って変わって酔すい客きやくたちが沸わき立った。狙ねらい通りの反応を確認したアルディスが立ち去ろうとしたとき、ヒゲ面の男がそれを呼び止める。

「兄ちゃん、あんたの名前は？」

「アルディスだ」

「そうか、遠えん慮りよなくごちそうになるぜ」

　男はアルディスに向けてニヤリと笑うと、酒場中に響きわたる大声で叫さけぶ。

「おい、お前ら！　今日は三大強魔討とう伐ばつ者アルディスのおごりだとよ！　店の酒蔵を空にするくらい飲んじまおうぜ！」

　その声に応こたえる大歓声を背にしながら、アルディスは日が落ちて『淡空』に包まれた王都の街並みへと足を向けた。
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　三大強ごう魔ま討伐後、アルディスの名は瞬またたく間に王都中へ広まっていく。討伐の六日後にその確認を待って、三大強魔のうち『鈴寄り』と『四枚羽根』の撃げき破はに成功したことが国から公式に宣言されると王都はお祭り騒ぎに包まれた。

　三大強魔と呼ばれる通り、アルディスが倒した二体を除のぞくと『赤あか食ぐい』と呼ばれる強魔が残っている。だが赤食いはその実在すら不確かである上、王国に直接害を及およぼしているわけではない。王都の民たみにしてみれば、空想上の怪かい物ぶつと言い換かえてもいいくらい実感に乏とぼしい相手である。結果、他の二体を仕し留とめたアルディスが『三大強魔討伐者』のふたつ名を得ることに疑問を抱いだく者はいなかった。

　鈴寄りの縄なわ張ばりであった北部の丘きゆう陵りよう地帯では重鉄の採さい掘くつが本格的に開始される見込みとの話が流れ、鉱石を扱あつかう商会や鍛冶かじ師たちが沸き立つ。四枚羽根のせいでこれまで大回りの航路を強しいられてきた商船は、最短ルートでの航行が可能になったため西向き航路で三日以上の日程短縮が可能になる。加えて王都近くの豊かな漁場が開放されたことで地元の漁師たちも歓喜していた。

　懸けん案あん事じ項こうだった魔物が二体も討伐されたこと。それによってもたらされる数々の経済効果でナグラス王国の先行きは非常に明るく見えた。

　もちろんそれをもたらした討伐者の名も王都中に響きわたっている。今や王都でアルディスの名を知らない者は皆かい無むと言っていい。鈴寄り討伐の際にアルディスが助けた傭よう兵へいたち『リベレイターズ』が自ら目まの当たりにした鈴寄りの恐おそろしさと、それを赤子扱いしたアルディスの実力、双そう方ほうを語る証人となったことも大きい。

　当初はアルディスの実力を疑っていた傭兵たちも第三者の証言があることからその声は少しずつ小さくなっていった。最終的に国が鈴寄りと四枚羽根の討とう伐ばつを公式に認めるに至り、アルディスの強さに疑念を抱く者はごく少数となっている。数日のうちにトリアをはじめとする各地へも噂うわさが広がっていくだろう。

　存在を隠かくし通すのが難しいなら逆に手出しするのが躊躇ためらわれるくらい名を上げてしまえ──。アルディスの企き図としたところは狙い通りの効果を生みだしていた。三大強魔のうち二体を単身で討伐するほどの傭兵に手を出そうとするような馬ば鹿かはなかなかいない。

「以前、貴方あなたを捕とらえようと企たくらんでいた連中も、さすがに手を引いたみたいですよ」

　アルディスが泊とまっている宿にわざわざやって来てチェザーレが言った。

「それは何よりだ」

　一度に討伐して強い印象を与あたえた甲か斐いがあったというものだ、とアルディスは心の中でだけ笑みを浮うかべる。

「おかげさまで、私の方はあちこちから目をつけられてしまいましたけどね」

　チェザーレがため息混じりに不満をこぼした。アルディスが三大強魔の首を持って現れた夜のことを言っているのだ。

　あれがチェザーレへ見せに来た行こう為いであることには多くの人間が気づいたであろう。となれば、三大強魔討伐者とチェザーレの間にどんな関係があるのか、探さぐりを入れようとする者もいるはずだった。

「まあ半分以上は仕事につながっていますから、悪いことばかりでもありませんけど」

　アルディスのような強つわ者ものとつなぎがある情報屋、という評判はどうしても人の興味を引いてしまう。

　情報屋のような商売において目立つということはメリットもあるしデメリットもある。ある程度名の知れた情報屋になることで新しい客を捕つかまえやすくなる。加えて情報屋同士、横のつながりを持つにも役立つだろう。その一方で名前と顔が売れていることは情報収集の際に相手へ無用な警けい戒かいを抱かせたり、行動の自由を制限されることになりかねないのだ。

「それで？　わざわざ人の朝食を邪じや魔ましてまで、あんたはそんな世間話をしに来たのか？」

　テーブルにひじをつきながら、アルディスは片手でサンドイッチをつまんで口にする。

「わざわざ朝食抜ぬいてまで情報を届けに来たのに、ずいぶんな言いようですね」

「俺が頼たのんだわけじゃない。まさかさっきの話だけで情報料よこせなんて言わないよな」

「別にあの程度で情報料もらおうなんて思っていませんが、ビジネスというのはお互たがいの利益があってはじめて成立するものではありませんか？　あ、お嬢じようさん。私にもサンドイッチと果実水もらえますか？」

　チェザーレが朝食を注文するために声を上げる。本格的に話し込むつもりのようだった。

「つまり何が言いたいんだ？」

「先日の一件、私をダシにして自分の名前を売ったわけじゃないですか」

「まさかそれで金をよこせというわけじゃないだろうな？」

　アルディスの眉まゆがピクリと動く。

「いえいえ、そんなことは言いませんよ。ただ私をダシに使った対価として少しばかり三大強魔の情報をいただけないかな、と思いまして」

　それを聞いてアルディスは納なつ得とくした。

　すでに討伐された存在とはいえ、永年にわたって王国首脳部の頭を悩なやませてきた魔物たちだ。その情報にまだまだ価値があるとチェザーレは考えたのだろう。

　確かに今後同じような魔物が絶対に出てこないとは限らない。もしかしたら人間の踏ふみ入らない秘境と呼ばれる地には似たような魔物が存在しているのかもしれないし、今後突とつ然ぜん変へん異いを起こした魔物が同じように脅きよう威いとなる可能性もある。その時、三大強魔の情報が有益な商品となるかもしれないのだ。

　他ほかの情報屋と違ちがい、三大強魔を討伐した当の本人とチェザーレには面識があり、望んだことではないにせよツテがある。ならばそのアドバンテージを活用して三大強魔の情報を得ておこうと考えるのは情報屋として当たり前のことだった。

「なるほどね。それで、何が知りたい？」

　チェザーレを利用した自覚があるアルディスは、この辺で少し恩を売っておくことにした。

　事前に聞いていた情報との差異や実際に戦って感じた強さや弱点、魔物の能力や習性らしき行動について話していく。

「──ということは、手て強ごわかったのは『鈴寄り』よりも『四枚羽根』だったと？」

「ああ。鈴寄りの驚きよう異い的な再生能力や姿を消す能力は確かにやっかいだが、強さそのものは大したことがない」

　それを聞いてチェザーレが物言いたそうに顔をしかめるが、アルディスは無視して話を進める。

「四枚羽根は戦い方が徹てつ底ていしていた。距きよ離りを取ってこちらの攻こう撃げきがろくに届かないアウトレンジから一方的にやられてしまう。近寄ろうにも不可視の衝しよう撃げき波はがそれを阻はばむし、少々強ごう引いんに距離を詰めようとしても相手は空を飛んでるんだからな。あっという間に距離をあけられてしまうだろう」

「そんな相手をどうやって倒たおしたんですかねえ。私としてはそこが気になるんですが」

「知りたいか？」

「ええ、出来ることなら」

　情報屋としては気になるところだろう。強力な魔物を討伐するのに有効な戦い方というのは一番金になりそうな情報である。

「残念だが、そこはタダじゃ教えてやれないな」

「いくらなら教えていただけるのですか？」

「金貨五百枚」

「……教える気がないならそう言ってくださいよ」

　見るからにがっかりした表情で、チェザーレが文句を口にする。

「教える気がない、とは言っていない。あんたがこの情報にそれだけの価値を見み出いだすかどうかだろう？」

　実力を隠さないことに決めたアルディスではあるが、だからといって空を飛んで四枚羽根を討伐したなどと明かすつもりはなかった。

　もともと余計な火の粉が降りかかってくることを避さけるための三大強魔討伐だ。確かにアルディスの力が周囲に知れたことで無む駄だなことを企む人間は減っただろう。だが空に浮いて移動する、しかも戦せん闘とう行動に耐たえうるほどの術を使えると知られれば、それはそれで別のトラブルを招くことが容易に想像出来た。

「そりゃ正論ですけど……、少々ふっかけすぎじゃありませんか？　三大強魔討伐の報ほう奨しよう金が出ているんですから、お金には困ってないはずですが」

　アルディスの考えなど知らないチェザーレは単純に自分への嫌いやがらせだと受け取っているようだ。

　確かにチェザーレの言う通り、アルディスは国から三大強魔討伐の懸けん賞しよう金を受け取っていた。鈴寄りと四枚羽根の二体合わせて金貨六百枚。長年王国の首脳部を悩ませていたわりには安かったが、国にしてみれば捨て駒ごまの傭兵に与える懸賞金をそこまで奮発するつもりもなかったのだろうし、アルディスも金額の多い少ないは気にしていない。懸賞金が第一の目的ではないからだ。

「まあ、手の内を簡単に明かすような傭兵が長生き出来ないというのは私もわかっています」

　話したくないなら仕方ないですけど、と恨うらめしそうなチェザーレのもとへ給仕の娘むすめが作りたてのサンドイッチと果実水を持ってくる。

「お待たせしました！　小銅貨三枚いただきますね！」

「三枚でいいんですか？　ずいぶん安いですね」

　宿しゆく泊はく客ならともかく、朝食だけの客なら通常は小銅貨七、八枚が相場だ。小銅貨五枚以下というのはかなり珍めずらしい。

「うちは良心価格でやってますから！」

　娘はチェザーレが懐ふところから取り出した小銅貨を受け取り、男好きのする笑え顔がおを残して去っていった。

「貴方ほどの人が隠す手の内を探ろうなんて、私もそこまで命知らずでは──ぶはっ！」

　先ほどの話題を続けながら、チェザーレがサンドイッチを口にし、即そく座ざに噴ふき出した。

「苦っ！　ゲホ、げほっ！　何ですかこれ？」

　ひとしきり咳せき込んだ後、コップに入った果実水をがぶ飲みしてチェザーレが給仕に文句をつける。

「お嬢さん！　これ味がおかしいですよ！　ものすごく苦いんですけど！」

「あれえ？　お気に召めしませんでした？　特製の苦にが草ぐさ和あえチキンサンド」

「お気に召すも召さないも、苦草は普ふ通つう気付けに使うものでしょう！　サンドイッチの味付けに使うなんて聞いたこともありませんよ！」

　そもそも苦すぎて誰だれも料理に使おうなどと考えないシロモノ、それが苦草だった。誰ひとり食材として目を向けることのなかったそれを、パンに挟はさむ具材として活用しようなどという考えは先進的と呼ぶにもほどがある。

「だからこそです！　誰も使おうとしなかった食材を武器に、未み開かい拓たくの味にチャレンジしてみたわけですよ！」

　可愛かわいらしい拳こぶしを握にぎり込み力説する給仕の娘は、「褒ほめて褒めて」とでも言いたそうな表情を浮かべている。

「いやいやいやいや、これでお金取るんですか！　むしろこっちがお金を請せい求きゆうしたいくらい難解な味ですけど！　というかこれ食べ物ですか？　何かの嫌がらせじゃないんですか？」

「嫌がらせなんかじゃありませんよ。現にアルディスさんは黙だまって食べてるじゃないですか」

　給仕の娘とチェザーレの視線を浴びながらアルディスはサンドイッチを口にしてモグモグと咀そ嚼しやくする。筋張った鶏とりのもも肉は固く、あぶった皮の内側へ閉じこめられた肉にく汁じゆうだけがその価値を主張する。かろうじて及きゆう第だい点を付けられるだろうその長所を、すりつぶしてペースト状にされた苦草が包み込み台無しにしていた。

　アルディスの口内を目のくらむような苦さだけが蹂じゆう躙りんする。それはおいしさという血族と、はるか遠い過去に決別して以降決して交わることのなかった赤の他人である。

「あ、貴方……、それ食べて平気なんですか？」

「……食えないわけじゃない」

　顔色一つ変えずにアルディスが言葉を返す。

「さすがアルディスさん！　わたしの料理おいしいって言ってくれるのは、アルディスさんだけなんだよねえ！」

　さすがのアルディスも「おいしい」とは一言も言っていないのだが、娘の中ではそういうことになっているらしい。

「おはよう、メリルちゃん。今日の朝飯はなんだ？」

　宿泊客が二階から下りてくるなり、娘に向かって声をかけた。

　時間的にも食堂がにぎわいはじめる頃ころである。

「おはようございます！　今日のメニューはわたし特製の苦草和えチキンサンドとサラダですよ！」

「げっ！　今日は朝飯の当番メリルちゃんかよ!?」

「あ、オレ朝飯いらないわ」

「私もすぐに仕事行くから今日はいいや」

　途と端たんに宿泊客たちがバタつきはじめる。あわてたように部屋へ戻もどっていく者、自前の保存食で朝食を済ませようとする者、そそくさと宿を出る者。反応は様々だが、どうやら娘の料理に挑ちよう戦せんしようという強つわ者ものは皆かい無むのようだった。ここへ長く宿泊している者たちにとって、メリルの作る料理は朝食代を犠ぎ牲せいにしても回かい避ひしたいものらしい。

　その光景を見てチェザーレがアルディスに耳打ちする。

「あの……、余計なお世話かもしれませんが、もっとご飯のおいしい宿屋に移ったらどうですか？　以前泊とまっていた宿も悪いところじゃないと思いますけど」

「客の情報を売るような宿じゃあ、安心して眠ねむれん」

　そう言われてはチェザーレも返す言葉が出てこないだろう。実際あの宿はアルディスの情報を情報屋に売っていたのだから。

　あわててチェザーレは話題を変える。

「そ、そもそも貴方あなた、三大強魔の討とう伐ばつで結構な懸賞金もらっているんでしょう？　宿がどうこう言う前に、もう傭よう兵へいから足を洗おうとか思わないんですか？」

　チェザーレの問いかけにアルディスは無言を貫つらぬいた。

　確かに傭兵はいつまでも続けていられる仕事ではない。戦争がはじまれば明日をも知れぬ命だし、平時の仕事も命がけであることが多い。身ひとつではじめられるからこそ一いつ攫かく千せん金きんを夢見る若者や、食いつめ者、ならず者たちの受け皿になっているが、好き好んでやりたいと言う人間は少数派だろう。

　ましてアルディスのように莫ばく大だいなお金が手に入ったなら傭兵を引退して危険のない暮らしを選ぶ人間がほとんどだ。実際、傭兵稼か業ぎようで貯ためた資金を元手にして、街に酒場や武器屋を構える元傭兵も多かった。

　アルディスがそれまでに貯ちよ蓄ちくしていた金額と懸賞金を合わせれば軽く金貨八百枚は超こえる。森に建てた家でつつましく暮らすなら文句なしの金額だ。だがアルディスは傭兵稼業をやめることなど露つゆほども考えていない。自分の目的を果たすのに傭兵という立場が都合のいいものであるならば、それでアルディスが傭兵を続ける理由としては十分だった。

「まあ私も深く首を突つっ込むつもりはありませんよ。お金に困らない人間が傭兵をすることだってときおりあることですし、そういう人間は大たい抵てい事情持ちですからね」

　チェザーレはそう言って話を切り上げる。

「貴方とは今後も懇こん意いにしていきたいと考えていますし、仕事の面では信用してくださるのですよね？　なんでしたら実入りのいい討伐依い頼らいの情報でもご提供しましょうか？　ああ、別にお金には困っていないんですよね。……でしたら最後に残った三大強魔『赤食い』でも討伐しますか？　それなりの代金をいただければ、以前売った情報よりも詳くわしい話を集められると思いますけど」

「以前聞いた話だと『満月の夜に現れる』だったか？」

「そういう仮説がある、という話です。信しん憑ぴよう性せいはありませんよ。……調べましょうか？」

「いや、必要ない」

　三大強魔と呼ばれた魔ま物もので残っているのはコーサスの森に現れるという『赤食い』だけだ。他ほかの二体を討伐したアルディスがさらに赤食いまでも討伐したとなれば、その名声はさらに高まるだろう。

　だがもともとアルディスの目的は余計なちょっかいを出してくる者たちを牽けん制せいすることであって、それは鈴寄りと四枚羽根を討伐した時点で達成されている。この上わざわざ赤食いを討伐する理由などない。

　とはいえまったく気にならないと言えば噓うそになる。なぜならアルディスとネーレ、そして双ふた子ごの住み処かとしている家が外がい縁えん部とはいえコーサスの森にあるからだ。そして三十日周期で拡大と縮小を繰くり返す月は、次の満月を迎むかえるまであと三日を残すばかりである。（一応ネーレにも警けい戒かいするよう伝えておくか）

　念のため満月の夜は森の家へ帰ることを心の内で決めると、アルディスは駄だ賃ちん代わりの銅貨一枚をチェザーレに投げて部屋へ戻る。

　四枚羽根との戦いで傷いたんだ剣けんを鍛冶かじ師に修復してもらい、日用品や調味料などを買い込むと、アルディスは翌々日王都を後にした。
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　その光景は異様としか言えないものだった。

　木々の間を埋うめ尽つくすのは無数の透とう明めいな物体。その形はまさに歪いびつとしか表現のしようがない。あえてたとえるなら役目を終えかけた繭まゆ、だろうか。直径一メートル以上にまでふくれあがった透明な膨ふくらみで包まれるように、四し肢しを持った人間らしき形状の物体が存在している。

　人間の形を模した物体は、膨らみと同じく透すき通った水すい晶しようのような物質で構成されていた。

　破れかけの繭から突き出た手足はピクリとも動かない。繭を突き破って生まれようとしているのか、それとも繭に取り込まれようとしているのか。この場面だけを見ればきっと判断に迷うことだろう。

　周囲は同じように手足が突き出た透明な繭で埋め尽くされ、さながら人形の大量廃はい棄き場と言わんばかりの景色であった。であるにもかかわらず、風が葉を揺ゆらす以外に一いつ切さいの音もしない。その風さえもやめば、虫の声ひとつ、鳥の羽ばたきひとつ聞こえない痛いほどの静せい寂じやくで辺りが支配されてしまう。

　コーサスの森で最も危険とされる魔物『ウィップス』ですら決して近寄ろうとしないこの場所は、まるで周辺の森から切り離はなされた異世界のようだった。

　無数の繭が散在する中心には、明らかに周囲から浮ういた灰色の人工建造物がポツリと建っている。その内部には異常なほど大きな魔力が存在していた。そこからしみ出すようにして漏もれ出た魔力が繭のひとつひとつに吸い込まれて行き、少しずつ蓄積し続ける。

　森の奥深く。人が足を踏ふみ入れることなど皆無と言っていい場所で、誰に知られることもなくいつものサイクルが繰り返されようとしていた。厳密にスケジュールを組まれたかのようにあるモノを生みだし、そして周囲へ散らばって行く。

　ひと月ごとにやって来るその夜は最も明るく、最も月が大きくなる。なぜそれが引き金となっているのか、なぜそれを基準とした周期となっているのか、おそらくこの国にいる人間の誰ひとりとして知らないだろう。

　ただひとつ確かなこと。それは森を覆おおい尽くし、全すべてを蹂躙するであろう恐きよう怖ふの出現まで、もはや残された時間があとわずかであるということだけだった。
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　アルディスが王都から帰ってきた翌日。この森に居を構えてから初めて訪おとずれる満月の日である。

　いまだ住みやすくなったとはお世辞にも言えない家だが、アルディスとネーレの手によりゆっくりと設備が整えられつつあった。王都で買った品々をネーレに引き渡わたしたアルディスは、いくつかの用事を済ませると一休みするための場所を自分で作りはじめる。

　家を建てる際に切り落とした木の枝から葉だけをそぎ落とし、庭の一角へと積み上げて行く。人間ひとりが手足を伸のばしてあまりあるほどの広さになると、王都で買ってきた荷物の中から使い古した大きなシーツを取り出し、放ほうり投げるように広げる。腰こしほどの高さになった葉の塊かたまりを包み覆うように、布は重力に任せてふわりと降りて行く。

　満足そうにその出来を見ると、アルディスはそっとその上に体を横たえてあおむけになった。どうやら昼ひる寝ねをするための場所を作り出したらしい。職人が作ったベッドに比べれば出来が良いとは言えないが、一度きりの寝ね床どことしてならば十分なのだろう。葉の柔やわらかさと隙すき間まの多さによってアルディスの体は包み込まれるように沈しずんでいった。

　決して上等な生き地じではないがやたらと厚みがあって丈じよう夫ぶな布をいったい何のために買ったのかと訝いぶかしんだネーレだったが、どうやらアルディスは最初からこうやって使うつもりだったのだろう。

「そういう遊び心が我が主あるじにもあったとはな」

　これまでアルディスがネーレに見せる姿は、いつも何か空気を張りつめさせたものだった。最初はネーレに対する警けい戒かい心によるものだったのだろうが、それ以外にも双子の存在を隠かくすことやアルディスを敵視する人間たちから守ることに神経を使っていたに違ちがいない。

　トリアを出てからはトリア領軍の動向に注意を払はらい、森の中に作ったこの家の安全にも配はい慮りよしなければならなかったのだ。平気な顔をしてはいたが気の休まる時間もろくになかっただろう。

　それがようやく一段落ついた。

　トリア領軍は砦とりでの一件を公おおやけにするつもりがなく、そのためネーレたちも表立って叛はん逆ぎやく者として手配されているわけではない。またこの家も周囲一帯の安全を確保し、アルディスが不在の間はネーレが双子の守護についている。情報を得て裏からアルディスを狙ねらっていた輩やからも三大強魔と呼ばれる『鈴寄り』『四枚羽根』の討伐後はさすがに手を引いたという話だった。

　だからこそアルディスが真っ昼間からのんびりとしていられるのだ。同時にネーレという人物が、アルディスにとって日常の平へい穏おんへ紛まぎれ込んでも差し障さわりのない存在になったことをも証明していた。そのことについてネーレは喜んだりしない。だがアルディスとの間に残っていた心理的な溝みぞ、それを埋めることが出来たという事実には満足を感じていた。

　時間が止まったかのように長閑のどかなひととき。

　ネーレは適当な大きさの切り株へ腰を下ろして空を見上げた。天頂近くまで高く昇のぼった太陽が温かな日差しを惜おしげもなく注いでいる。その光がネーレの肌はだを通り抜ぬけて体の奥底まで熱を届ける。目を閉じると、季節を告げる小鳥の鳴き声がそよ風に揺れる木々のざわめきに紛れて流れ込んできた。

「ネーレ、ネーレ」

　袖そでを引っぱる弱い力に、ネーレはまぶたを開いて視線を向ける。先ほどまで庭で土遊びに興じていたフィリアとリアナがすぐ側そばにいた。

「どうした？」

「アルディス何してるの？」

　フィリアが急ごしらえのベッドで眠るアルディスを見て不思議そうな顔をした。

「別に何をしているというわけでもあるまい。一休みしているだけであろう」

　双子にはアルディスのやった仮寝床作りが、何らかの意味を持つように感じられたのかもしれない。眠るだけなら家の中に入ればいいし、外でうたた寝をするにしても草の上へ直接寝転がればそれですむ。わざわざ一回限りの特別な寝床を作るなどという遊び心が、まだまだふたりには理解出来ないのかもしれない。

「お昼寝？」

「まあそういうことだ」

　ようやく状じよう況きようを理解した双子がネーレのもとを去ってアルディスへと近づいていく。

　今でこそ子供らしい快活さを取りもどしつつあるふたりだが、もともとは物として売られ、なにより忌いみ子としてまともな扱あつかいなど受けたことがない身の上だ。無む邪じや気きな表情から垣かい間ま見みえる怯おびえにも似た感情は、どこか一歩踏み切れない臆おく病びようさと心の奥底に沈み積もった不安として残っているのだろう。普ふ通つうの子供ならわざわざネーレに伺うかがいを立てることもなく、興味の赴おもむくままにアルディスへ近づいていたに違いない。

　そろりそろりと慎しん重ちようにアルディスの側へ歩み寄る双子はときおり互たがいに顔を見合わせながら距きよ離りを縮めていく。

　アルディスの体で沈み込んでいるとはいえ、双子の低い視点ではその様子も見えない。彼女たちから見ればうずたかく積み上げられた葉の山へ、その小さな手をかけ、足を時々滑すべらせながらもよじ登っていった。

「アルディス見つけた」

　やがて苦労の末に仮寝床の上へ登った双子はやわらかい足場に手間取りながらアルディスの側へとたどり着く。

「寝てるね」

「お昼寝だね」

　暖かい日差しを全身に受けながら眠ねむるアルディスの頰ほおをフィリアがそっと指でつつく。

「起きないね」

　調子にのったフィリアがペタペタと顔を触さわっても、アルディスは一向に目を覚ます気配がなかった。

　これが害意を持った敵であれば、たとえ百メートル先に近づいただけでもアルディスはすぐさま目を覚ますだろう。だが相手は敵意のかけらもない双子。単に顔をつついて来るだけならばアルディスの眠りは妨さまたげられない。

「ふにゅ……、気持ちいいね……」

　アルディスの右みぎ隣どなりでリアナがまどろみはじめる。

　体の下はやわらかい葉のベッド。上から降り注ぐのは暖かな日差し。体を撫なでるのは森の香かおりをのせた風。アルディスという絶対的な守護者が側にいることもあって、遊び疲つかれた体が休息を求めはじめたのだろう。大の字になったアルディスの脇わき腹ばらへ潜もぐり込むようにして身を縮める。

「リアナ？」

　フィリアが声をかけるが、返ってくるのは意味を成さないスヤスヤという寝息だけ。どうやら一足先にリアナは夢の世界へ旅立ったようだ。

　しばらくアルディスやリアナの顔をながめていたフィリアだが、こちらも眠気が襲おそってきたのだろう。アルディスの左ひだり腕うでを枕まくらにして幸せそうな顔で眠りはじめた。

　心地ここちよい静寂が周囲に染しみ渡る。魔ま物ものが跋ばつ扈こするコーサスの森とは思えないほど穏おだやかな空気が支配する中、ネーレは魔力による索さく敵てきをして安全を確保すると、家の中へと入っていく。

　一分も経たたないうちに戻もどってきたネーレはその手に小さめのブランケットを二枚抱かかえていた。音もなく三人が眠っている側へ近づくと、双ふた子ごが風邪かぜを引かないようブランケットをそっと体にかける。

　安心しきった表情で眠る双子の顔にネーレも自然と頰が緩ゆるむのを感じた。

　確かに忌み子として生まれたふたりにとってこの世界は優やさしくない。アルディスによって掬すくい上げられたことは彼女たちにとって非常に希け有うな幸運だったと言えよう。この世界には幾いく万まんもの双子が存在するが、それらへ手を差し伸べる者は悲しいほどに少ないのだ。このふたりが幸せそうな笑えみを浮かべて眠っていられる一方で、苦難を味わっている人間の数は数え切れないだろう。

　双子だけではない。下等民族とされる者たち、他人ひととは異なる色を持って生まれた者たちも双子同様生まれながらに生き辛づらさを押しつけられる。何の根こん拠きよもない噂うわさだけで出身の地を貶おとしめられ、そして女というだけで卑いやしめられる国すらあった。本当につまらない、些さ細さいなことで虐しいたげられている人間も数え切れないほどいる。

　それら全てを救う力がない以上、目の前にいる双子だけへ手を差し伸べることにどれだけ意味があるのかはわからない。しかしきっとアルディスという人物はそこまで考えているわけではないだろう。ただ手の届くところに救いを必要とする存在がいた、それだけだ。

　それが人間の温かさであり、あさましさでもある。振ふり幅はばの多い矛む盾じゆんした原動力。だからこそ人間はこれだけの繁はん栄えいを極きわめながらも常に危あやうい。そして愛いとおしい。
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『賽さいの目がわからないからこそ人生は面おも白しろい』

　そう口にした英えい雄ゆうがかつていた。

　まったくその通りだとネーレも思う。どれだけ精密に予測を立てようと、どれだけ緻ち密みつに計画を練ろうと、たったひとりの人間によって容易たやすく覆くつがえる。ただ一時の感情によって予想もつかない結果を引き起こす。人類の歴史はその繰くり返しだ。これまでも、そしてこれからも。

　自らの主と定めた少年がこれから何を志し、そして何を成し遂とげるのか。それによってふたりの少女がどういう人生を歩むのか。ネーレはそれを見届けるのが楽しみでたまらなかった。

　そう考えてネーレは自らを鼻で笑う。

「物好きなことだ。……我も人のことは言えぬな」

　三人の寝姿を一いち瞥べつすると、ネーレは再び近くの切り株に腰こし掛かけて目を閉じた。ふわりと鼻び腔こうをくすぐる木々の香りが通りすぎていく。

　そんな心地好よい時間は、日が傾かたむき、木々の影かげも伸のびてアルディスが目を覚ますまでしばらく続いた。
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　たっぷりと午ご睡すいを堪たん能のうしたアルディスは、夕食を終えた後のお茶を口にしながらネーレへ語りかける。

「で、実際のところどう思う？」

　主語を省いたアルディスの問いかけに、ネーレがそっけない口調で答える。

「さてな。夜になれば嫌いやでもわかることであろう」

　話題になっているのはアルディスが情報屋チェザーレから聞いていた『赤食い』についてだ。彼が言うところの『信しん憑ぴよう性せいはない』という情報によれば、満月がその出現に関係している可能性があるという。

　そして今日はアルディスたちがここへ住み着いてから初めて迎むかえる満月の夜だった。

「今さら推論を並べ立てたとて、暇ひまつぶし以外に何の意味もあるまい」

　甚はなはだ面白みのないネーレの回答だが、実際のところアルディスも似たような考えだった。安全が確保された街中で暮らしているわけではないのだ。その程度の危険は織り込み済みというものである。

　そうこうしているうちに青い空は淡空へと移り変わって行く。

　やがて空の端はしから夜が現れると見る見るうちにその領域を拡大していった。夜の中にポッカリと空いた穴が残された唯ゆい一いつの光となって森を鈍にぶく照らす。『満月』の名にふさわしく、その領域はひと月周期の中で最も広こう範はん囲いに渡わたる。

　アルディスが異変を感じ取ったのは、眠りについてからかなりの時間が経過してからだった。地じ響ひびきのような音と体に感じる連続した揺ゆれがアルディスに異常を伝える。

　目を覚まし、身を起こそうとしてふと動きを止めた。アルディスの体へぴったりと寄り添そうように眠る双子を起こさないためである。

　トリアで暮らしていた頃ころも双子はアルディスのベッドへ潜り込んで来ていた。どうやらベッドの有う無むや眠る場所は関係無いらしく、双子は与あたえられた毛布よりもアルディスの温ぬくもりで充みたされた毛布を選んでいる。本人たちは無意識らしく、目が覚めた時に不思議そうな顔で状況を把は握あくしようとするのがおかしくもあった。

「我が主あるじ。外が少々騒さわがしいようだ」

　当たり前のように側へ控ひかえていたネーレが、双子を起こさないよう小声で話しかけてくる。

「ああ。チェザーレの言っていた噂とやらは、まんざら事実無根というわけでもなかったわけか」

　アルディスは感覚を研とぎ澄すまして周囲の状況を探さぐった。アルディスたちから見て東側、森の中心部へ続く方角から何者かが近づいてくる。魔力の強さから考えて、獣けものの類たぐいのみならず、多くの魔物も交じっているようだ。

　一体一体はそれほど強くもなさそうだが、数が尋じん常じようではなかった。ざっと探っただけでも百や二百はくだらない。しかもその数はなおも増え続けていた。

「どうするかね？　我が主よ」

「ふたりを頼たのむ。危ないようなら上空にでも逃にげてくれ」

　アルディスはそっと双子の体を引きはがす。

「ふぁ……、朝ぁ？」

「……どうしたの？」

　眠りを妨げられて、まだ意識もはっきりしていない双子をネーレに預けると、アルディスは三本の剣けんを腰こしのベルトに差し込む。その間にも近づいてくる魔物の数は増える一方だった。

　アルディスは三人を家に残して外へ出ると東へ向けて急ぎ走り出す。波のように迫せまり来る生き物が立てる音は、もはや耳を澄ますまでもなくハッキリと聞こえている。

「これだけ近づいてるのに敵意が感じられない、か」

　ブロードソードを抜ぬき放ったアルディスは、さらに二本のショートソードを宙へ解き放つ。

　魔物たちの立てる足音が怒ど濤とうのように襲いかかって来た。アルディスとの距きよ離りはほとんどない。今にもその姿を目で確かく認にん出来そうなほどである。

「来たな」

　誰だれに告げるでもなくアルディスがつぶやいた時、正面に広がる森からあふれ出した魔物の一体が目の前に現れた。

　最初に姿を現したのは『ハウンド』だった。馬に似た顔と獅し子しの体を併あわせ持つ四つ足の魔物である。単体での戦せん闘とう力はコーサスの森最強である『ウィップス』より劣おとるが、ハウンドは魔物にしては珍めずらしく群れで狩かりをする。集団となったハウンドの危険性はウィップスと比べても遜そん色しよくない。

　目の前に現れたハウンドがまっすぐ向かってくる。だがそれはアルディスに違い和わ感かんを覚えさせた。その動きが、まるでアルディスなど眼中にないといわんばかりに無む警けい戒かいだったからだ。

　しかしたとえハウンドがアルディスを標的にしていなくとも、向かってくるならば放ほうってはおけない。アルディスがハウンドを通してしまっては、家に残った双子が危険にさらされる。

　アルディスを無視して駆かけ抜けようとしたハウンドを、通りすぎ様に斬り捨てる。

「なんだ、こいつは？」

　ハウンドが単独で獲え物ものを狩ることはある。たとえ群れなくてもコーサスの森でハウンドを脅おびやかすものはほとんどいないからだ。

　しかしハウンドは慎しん重ちような魔物だ。相手が自分より弱者であるとわかっていても、強さに頼たよって力任せに狩りをすることなどない。単独で行動するハウンドならばなおさらだった。このように躊躇ためらいもなく正面から突つっ込んでくるなど、ハウンドらしからぬ行動だろう。

　若じやつ干かんの気味悪さを感じていたアルディスの前に森の奥から続々とハウンドが現れはじめる。その数は見る見るうちに増えていった。

「多いな……」

　顔を歪ゆがませながらもアルディスは手に持った剣で至近の魔物を屠ほふっていく。同時に二本のショートソードを左右に展開し、無策で向かってくるハウンドを淡たん々たんと斬きり捨てた。

　だがハウンドに続いて他ほかの魔物や獣が姿を現しはじめると、途と端たんに周囲一帯が飽ほう和わ状態となる。いくらアルディスが化け物じみた力を持っていても、たった三本の剣だけで数百体の魔物や獣を押さえ込むことなど出来ない。

　相手が全すべてアルディスに敵意を向けて囲んでくるならどうとでもなるだろう。しかし不思議なことに現れる魔物も獣も示し合わせたようにアルディスへ目を向けない。まるで何かから必死で逃げているように見えた。

　正面からやって来た敵は全て防いでいるが、押し寄せる魔物たちの集団はアルディスの探知範はん囲い限界をさらに超こえて広がっている。とても剣だけで対応できる状態ではなかった。

　大規模な魔術を使えば一いつ掃そうできるかもしれない。だがそれでは人目を引く恐おそれがある。こんな状態の森に人がいるとは思えないものの、事情が事情だけにどうしても慎重にならざるを得なかった。魔物などより人の方がよほど危険なのだから。

「押しとどめるのは無理か……」

　早々に阻そ止しすることを断念したアルディスは、すぐさま家へとって返す。

　魔物たちの群れに巻き込まれないよう森の上空を可能な限り低空で飛んでいくと、双ふた子ごを抱かかえて浮うかぶネーレが待っていた。

「すまん。防げなかった」

「やむを得ぬ。このような光景は我も初めて目にする」

　上空から森を見下ろす四人には、木々の隙すき間まを波のように侵しん食しよくする魔物たちの群れが見えた。種々様々な魔物や獣が一心不乱に森の外がい縁えん部に向かって走っていた。

「あ、おうちが……」

「ぐちゃぐちゃ……」

　魔物たちに敵意は感じられない。だがわき目もふらず走り続ける彼らが障害物を悠ゆう長ちように避よけてくれるわけもなかった。

　ハウンドが通りすぎ様に家の壁かべを蹴けり、ウィップスがその巨きよ体たいをぶつけながら走り抜ける。ひとつひとつは小さな衝しよう撃げきでも、さすがにそれが幾いく百ひやくと重なるとなればたまったものではない。

　組み合わされた木材は次し第だいにその形を崩くずして行き、後から続く魔物によってさらなる損そん壊かいを避さけられなかった。ここ数日アルディスたちがねぐらにしていた家は、見る見るうちに無数の魔物たちから蹂じゆう躙りんされて無残な姿をさらすこととなった。

「……また作ればいいさ」

　口ではそう言いながらも、アルディスは内心ため息を吐つく。間に合わせの仮拠きよ点てんとはいえ、せっかく作った家がひと月ともたずに残ざん骸がいと化すのはさすがに気分が落ち込む。

「家財はまた一から買いそろえないとな」

「可能な限り地中へ埋うめておいたゆえ、全てを買い直す必要はないであろう」

「そりゃ助かる」

　そんな会話を交かわしながら眼下の状じよう況きようを見守ること十数分。ようやく魔物たちの群れが通り過ぎ、森に静せい寂じやくが戻もどる。

　ゆっくりと地上に降り立ったアルディスに続き、ネーレが双子を抱えて降りてくる。

「静か過ぎるな」

　周囲の様子を見回した後、アルディスはすぐにその異常性に気が付いた。

　夜の森は静寂に包まれる。しかし完全な無音の世界というわけではない。森だからこそそこかしこに小さな生命が息づいているからだ。

　木のねぐらから辺りを窺うかがいながらエサ集めに精を出す小型の齧げつ歯し類るいや、それを捕ほ食しよくせんと狙ねらう夜行性の猛もう禽きん類るい、草むらで子孫を残すべく声こわ高だかに叫さけぶ昆こん虫ちゆう。木々が風でゆさぶられる音に交じり、生命の息い吹ぶきが感じられるのが常である。

　だが今の森はそんな小さな息吹すら感じられない。木々を揺らす風すらもやんだ森の中は、耳が痛くなるほどの静寂が支配していた。

　周囲を見み渡わたしてすぐ目につくのは家に激げき突とつしたり、後から来る魔物たちとの間に挟はさまれたりして圧死した獣たちの死体だ。手足があらぬ方向へ曲がったものもいるし、折れた骨が体表を突き破って流血しているものもいる。

　血の臭においが立ちこめ、無残な姿と成り果てた家を前にしばらく無言でその状況を検分していたアルディスだが、いつまでも立ち尽つくしているわけにはいかない。少なくともどうやって朝まで過ごすか考えなくてはならないだろう。あの魔物たちが舞まい戻ってくる可能性もゼロではないのだから。

　そう考え、改めて周囲の魔力を探ったアルディスが素す早ばやく視線を左右に走らせる。

「ネーレ」

「うむ」

　短くネーレと言葉を交わし、アルディスはすぐに戦闘態勢を取った。アルディスたちからそう遠くない位置へ強い魔力の発生源が現れていたからである。

　いつの間に現れたのだろうか。近づいて来たというより、むしろ突然湧わいて出たようなその存在にアルディスは強い警けい戒かい心しんを持った。

　ゆっくりと強い魔力の発生源が十数体、アルディスたちへ近づいてくる。その速度は先ほどの魔物たちと違ちがいあくびが出るほど遅おそかった。一方でその放つ魔力はコーサス最強の魔物ウィップスと比べても大きい。

　やがて身構えるアルディスの前に魔力の発生源が姿を現す。

　それは人の形をした何かだった。

　大きさも形も人と類似していたが、その体表は磨みがき上げたガラスのようにつややかで、しかも体を通して反対側の木が見えるほど透すき通っている。頭部はあるものの目鼻らしきくぼみは確認できず、顔面にあたる部分はのっぺりとしたなだらかな曲面があるだけだ。生物というよりは水すい晶しようを削けずって作りだした彫ちよう刻こくというのがふさわしい表現だろう。

　彫刻とは明らかに違う点。それは人型の物体自体が緩ゆるやかにではあるものの動いていることだった。

「なんだこいつら……？」

　敵意も害意も感じられないその様子に、アルディスもどう対処すべきか判断を迷う。

　そうしているうちに人型のそれは、アルディスたちを素通りして血を流して死んでいる獣の骸むくろへと近づいていった。

「なにを──」

　するつもりなのか、と続けようとした言葉を飲み込む。

「ひぃ！」

　双子が小さく悲鳴をあげた。無理もない。

　獣けものの死体に近づいた人型が億おつ劫くうそうにかがみ込んだかと思うと次の瞬しゆん間かん、その頭部がパックリと割れて鋭するどい牙きばの並んだ口が現れたのだ。

　人型はそのまま血の流れた獣に食くらいつき、瞬またたく間に周囲を新しん鮮せんな血で赤く染める。人型の周囲には他の人型が集まり、同じように獣へと食らいついていく。それはまるで人型が赤い血に引き寄せられているような光景だった。

「体の色が変わりはじめたな」

　ネーレが変化を指し摘てきする。獣の肉を食らった人型は血肉を取り込んで体を次第に赤く染め上げていく。それは奇き妙みようではあるものの、さほど重要視するほどの変化ではないように思われた。

　その認識が誤りであることをアルディスはすぐに知ることとなる。

　獣の肉にありつけず周囲に群がっていた透とう明めいな人型が、急に機き敏びんな動きを見せて赤く変わった人型へと食らいつきはじめる。それは透明な人型だけではなかった。赤く染まった人型同士も頭部にパックリと大きな口を開き、互たがいの体をむさぼりだしたのだ。

「同士討うち？　いや、赤い色に反応しているのか？」

　人型に敵味方という認識があるのかどうかはわからない。ただ推測できるのは、人型が赤い色に反応して凶きよう暴ぼう化しているということだった。赤い血を見て獣を食らいはじめた人型。その結果赤く染まった人型を他の人型が食らい、同じように赤く染まって他の人型から襲おそわれる。まるで連れん鎖さ反応のようだった。

「もしかして……、これが『赤食い』なのか？」

　その光景がチェザーレの情報と結びつく。そして森の魔物たちが逃にげていた理由を理解した。魔物たちはこの人型から逃げていたのだ。

　赤い色が伝でん搬ぱんするに従って人型はどんどん凶暴化していく。今やアルディスたちの周囲は赤い人型同士が共食いをする狂きよう乱らんの場となっていた。

　その混こん沌とんはアルディスたちを傍ぼう観かん者のままではいさせてくれない。双子たちにその害がおよびそうになれば人型は排はい除じよすべき存在である。

　アルディスの剣けんが一体の人型に向けられた。ネーレと双子が立つ位置へ人型が向かって来たからだ。

　振ふり抜ぬこうとしたブロードソードが甲かん高だかい音を立てて弾はじかれる。

「硬かたい、な」

　予想以上の硬さに驚おどろくと、アルディスは改めて渾こん身しんの一いち撃げきを見み舞まった。

　二度目の剣撃は弾かれることなく、見事人型の胴どうを上下に切断する。氷を砕くだく時のような乾かわいた音があたりにこだました。

　それが状況を一変させる合図となる。

「何だ？」

　つい先ほどまで共食いをしていた人型が突とつ然ぜん静かになった。互いの腕うでをかみ砕きつつあった二体の人型が、口を離はなして立ち上がりこちらへと顔を向けてくる。動かなくなった人型の体をむさぼり食っていた別の人型が、突然獲え物ものへの興味を失ったかのようにのっぺりとした顔で振り向く。同時にアルディスたちへ向けて四方から強きよう烈れつな敵意が注がれはじめた。

「我が主あるじ。どうやら我々は取るに足らぬ路ろ傍ぼうの石ではなく、あやつらにとっての敵と認にん識しきされたようだ」

　わざわざネーレの言葉を聞くまでもなく、アルディスもそれはわかっていた。赤い人型も透明な人型も、その全てがアルディスたちに向けて今にも飛びかからんと身を沈しずめている。

「ネーレ。ふたりを頼たのむぞ」

「承知した。我が主よ」

　双子の守りをネーレに託たくすとアルディスは人型の群れへ立ち向かう。立ちふさがるアルディスを最初の獲物と定めたのか、人型が醜しゆう悪あくな口を大きく開いて一いつ斉せいに襲いかかった。

　アルディスの剣が一体の首を切断する。

　続いて背後から襲いかかる一体を飛剣で串くし刺ざしにすると、振り向きざまに胴を斬きり払はらう。

　水晶のような見た目とは裏腹に鉄の塊かたまりかと思うような硬さ。

　斬れないわけではないが、軽く流して対応できる相手でもなかった。

　横から振り下ろされる人型の腕をアルディスがブロードソードで受け流そうと構える。

「ぐっ、まずい！」

　だがアルディスはすぐさま一歩下がって剣を引き戻す。

　想像以上に重い一撃だったからだ。

　下手に受ければ剣を折られかねない衝撃。

　受け流す事すら許してくれそうになかった。

　人型の攻こう撃げきは連れん携けいも何もあったものではない。ただただ力任せに襲いかかってくるだけだ。特とく殊しゆな攻撃を仕し掛かけてくるわけでもなく、知能が高いようにも見えなかった。アルディスにとっては苦戦するほどの相手ではない。

　しかし確かに強力な魔物であることは間違いないだろう。動きは決して速くないが、その硬さと攻撃の重さは侮あなどれない。しかも一体ならばともかくこれだけの数である。一斉に襲いかかってくれば並の傭よう兵へいなどひとたまりもないはずだ。

「なるほど、確かにこれはやっかいだ」

　その強きよう靱じんさに感心しつつもアルディスは淡たん々たんと赤食いを一体ずつ仕留めていった。

　赤食いの攻撃は全すべてかわし、ブロードソードに軽く魔ま力りよくを流しながら斬り、同時に二本のショートソードを巧たくみに操あやつって数を減らして行く。わずか数分のうちに赤食いはその半数が地に倒たおれて動かなくなっていた。

「あと半分」

　もはや勝敗が決するのは時間の問題と思われた時、森の奥から新たな赤食いが現れる。

　その数は二十以上。

「我が主よ。加勢が必要かね？」

「いらん。それより双ふた子ごの守りをしっかりと頼む」

　強いとはいってもアルディスにとっては多少手間がかかる程度の相手だ。数が少々増えたところで問題はなかった。むしろ双子の身に危険がおよぶことをアルディスは危き惧ぐする。

　再び赤食いを斬り続けるアルディス。新たな赤食いはまだ透明なままだが、他ほかの赤食いとリンクでもしているのか、姿を現すなりアルディスへ向かって来た。

　無論、どれほどの数であろうとアルディスにとって脅きよう威いではない。赤食いを殲せん滅めつするための時間が長くなるだけだろう。

　半ば作業と化した戦いはアルディス優勢のうちに推移していく。新たに現れた赤食いにもともといた赤食いを加えた合計三十体近くを相手に立ち回り、数を十体ほどにまで減らした時、戦いを見守っていた双子の声が聞こえた。

「アルディス、また来た！」

「透明なのいっぱい来たよ！」

　東から再び新手が現れる。

「まだ出てくるのか」

　呆あきれたように新しく現れた赤食いを一いち瞥べつするアルディス。

　せっかく赤食いを減らしても、次々と現れる新手のせいですぐさま振り出しに戻もどってしまうのだからたまったものではない。

　もちろんすべきことは今までと変わらない。増えてしまうのなら、増えた分もろとも倒すだけだ。魔力を使った大規模な術で一気に片付けたくなるのをこらえ、アルディスは黙もく々もくと三本の剣を振るっていった。

　赤食いとの戦せん闘とうが始まってからどれくらいの時間が経たっただろうか。赤食いの数が二十体にまで減ったところで、四度赤食いの集団が視界に現れる。

「いい加減にしろよ」

　アルディスはうんざりとした表情を隠かくしもしない。

　すでに倒した赤食いは四十体を超こえている。だが倒しても倒しても増える赤食いに、これ以上つきあいきれないというのがアルディスの正直な気持ちだった。

　しかも現れる新手自体、その回数を重ねる度たびに数が増えている。倒す数以上に増える数の方が上回っているのは間違いなく、すでに双子の安全を確保出来るような状じよう況きようではなかった。

「ネーレ。双子を連れて上空に退たい避ひしろ。場合によっては森の外へ出ても構わん」

「我が主はまだこの場に留とどまるつもりかね？」

「いや、俺は──」

　次から次へと現れる赤食いたちを倒し続けたところで、おそらく状況は変わらないだろう。らちがあかないならこちら側が対応を変えるべきだった。

「こいつらが湧わいて出てくるその根本をどうにかする」

　赤食いたちは常に同じ方角──アルディスたちから見て東──からやってくる。その先に赤食いの出現要因となる何かがあるのかもしれない。明確な根こん拠きよがあるわけではないものの、それ以上に手がかりがないアルディスは直接森の深部へ赴おもむくことを決めた。

「なに、ちょっと行ってくるだけだ。すぐに戻るから心配するな」

　不安そうな顔の双子へ向けて言葉を残すと、ネーレを目で促うながす。

「承知した」

　答えるなり、ネーレはもの言いたげな双子を両手に抱かかえて上空へ飛び立つ。

　それを見届けたアルディスは飛剣を側そばに引き寄せた。

「さて、森の奥には何があるのやら。行ってはみたけど何もなかった、というオチでなければいいんだが」

　守るべき相手は安全な場所へ退避し、ここに留まる理由ももはやない。アルディスは体を東へ向け、解き放たれた鳥のように跳ちよう躍やくして赤食いたちの頭上を越える。

　木々の樹じゆ冠かんよりも少しだけ高い位置に浮うかぶと、追いすがろうとする赤食いを振り切りそのまま森の奥へ向かって移動をはじめた。
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　東へと移動するアルディスを見送り、ネーレは双子を抱えたまま眼下の状況を確認した。

　そこに見えるのは無残な姿と成り果てた家とアルディスに散々打ち倒された赤食いの残ざん骸がい、そしていまだ蠢うごめく数十体の赤食いである。

　魔ま物ものたちのせいでせっかく建てた家もまた作り直しになってしまうが、貴重品類や予備の装備、その他小物については時間の許す限り地中へと隠している。魔物たちも赤食いも地中にまでは影えい響きようを及およぼしていない。いずれ状況が落ち着けば回収に向かう必要はあるものの、それは赤食いが森に満ちている今ではないだろう。

　今は双子を赤食いの手が届かない場所へ退避させ、アルディスがこちらを気にせず戦えるようにすることこそネーレに求められた役割だった。このまま上空で待機していてもかまわないが、長時間この態勢では先に双子の方が音を上げかねない。思案するネーレに呼びかける声が聞こえた。当然双子の声である。

「ネーレ、ネーレ」

「こっち見てるよ」

　怯おびえたように双子がネーレの体へ強くしがみついた。

　ネーレは返事代わりにふたりを抱える両りよう腕うでに力を入れると、同時に再び視線を眼下へ落とす。先ほどまでアルディスに追いすがろうとしていた赤食いたちが足の向きを変え、ネーレたちの下へと集まりはじめていた。のっぺりとしたその顔がこちらを向いている。目のない彼らがどうやって攻撃対象を認識しているのかはわからないが、その動作は明らかにネーレたちに狙ねらいを定めているようだった。

「単に見ているだけ──」言いかけてネーレはすぐさま「ではなさそうだな」と自分の言葉を否定する。

　ネーレたちを見ていた赤食いがその身を小刻みに震ふるわせたかと思うと、突然背中から一対ついの長い物体が生える。直線的で非常に硬こう質しつな外見のそれは、空を舞まう鳥が持つ器官を思わせた。翼つばさである。

「ほう、そう来るか」

　口ではそう言いながらもネーレは眉まゆをよせる。

　さすがのネーレもふたりの子供を腕に抱えながら戦うなどという経験はない。しかも相手はなかなかに手て強ごわい存在だ。自分ひとりであればどうとでもなるだろうが、守るべき対象がいる以上、それは出来ない相談だった。

　そんなネーレの立場などお構いなしに、背中へ翼を生やした赤食いが次々と飛び立ってくる。途と端たんにネーレたちは数体の赤食いに囲まれた。

「そのように揚よう力りよくのかけらも持ち合わせてなさそうな翼で、よくも空が飛べるものだな」

　あまり好ましくない状況にもかかわらず、泰たい然ぜんとした態度でネーレが評する。相手が人間であれば挑ちよう発はつされたと受け取るところだろうが、ネーレ本人は単に疑問をそのまま口に出しただけであるし、そもそも赤食いには言葉が通じるかどうかすら定さだかではない。

　沈ちん黙もくを保ったまま赤食いはネーレに襲おそいかかる。

　しかしその動きはさほど速くもない。

　ネーレは悠ゆう々ゆうとかわしながら、自らの周囲へいくつもの光球を生みだし赤食いに向けて打ちつけた。

　たとえ両手が使えなくとも、この程度の力は行使できる。アルディス同様、ネーレにとっても魔法の詠えい唱しようやそれに伴ともなう動作などは必要のない無む駄だな手順だからだ。

　一体の赤食いへ集中的に向けられた光球はその全てが対象に命中し、対象の体を削けずり取る。

　だが光球の威い力りよくは赤食いを撃うち落とすには至らなかったようだ。

「なるほど。確かに頑がん丈じようだな」

　ネーレは改めて光球を周囲に浮かび上がらせる。

　今度はそれを細く鋭するどい針状に成形しなおすと、先せん端たんを赤食いに向けて解き放った。

　硬かたい物体がひび割れるような音と共に針状の光が赤食いの体へ突つき刺ささる。

　何本もの針で貫つらぬかれた赤食いは、さすがに力を失ったのだろう。重力に引かれて落ちていった。

　しかし状況はあまり良くない。

　両腕が自由に動かせない状態ではネーレといえど戦う手段が限られる。

　幸いなのは相手の赤食いが空中戦を得意とするわけではなさそうだ、ということだろう。地上には数十体の赤食いがいるが、ネーレの周囲には数体の赤食いが飛んでいるだけだった。

　もっともそれは飛べる赤食いの数が限られているからではない。ネーレが魔術で一体の赤食いを撃ち落とすと、まるで交代要員のように別の赤食いが翼を生やして上がってくる。どうやら空を飛ぶ個体の役目はネーレたちを地上へ落とすことのようだ。

　それはつまり、赤食いたちも空中より地上での戦いを望んでいるという何よりの証左とネーレは考えた。

「いつまでもこのまま、……とはいかぬであろうな」

　地上でこちらを見上げたままの赤食いたちが一いつ斉せいに押し寄せれば、さすがのネーレもさばききるのは難しい。両腕に双子を抱えている以上、そういった状況へ追い込まれる前に決断しなくてはならないだろう。

「フィリア、リアナ。ここは少々危険のようだ。移動するからしっかりつかまっておれ」

「アルディスのとこ行くの？」

「いや、我が主あるじとは逆の方向だ」

　不安そうな表情をさらに深めてフィリアが小声で主張する。

「アルディスのところがいい……」

「しかしだな、我が主の赴いた先は安全とも限らぬ。場合によってはこやつらがひしめいている可能性もある」

　今度は反対側のリアナが首を横に振ふる。

「アルディスと一いつ緒しよがいい……」

「怖こわい目にあっても、我が主のもとが良いと言うのか？」

　あえて問いかけたネーレに向け、ふたりがそろって頷うなずいた。

「ふむ……」

　アルディスから受けた指示は『上空に退避し、双ふた子ごを赤食いから守ること』である。場合によっては森の外へ出て構わないということだが、アルディスとの合流を禁止されているわけではない。

「しかしだな」

　ネーレはアルディスから双子を任されている。その身が危険にさらされることを主が望まない以上、やはり安全な森の外へ向かうべきだろう。

「じゃあ降りる」

　双子を諭さとそうとしたネーレは、そんなリアナの言葉に見目の良い顔をしかめた。

「愚おろかなことを言うでない」

　ここは安全が確保された町の中ではなく魔物や獣けものが跋ばつ扈こする森の中、しかも今は夜である。そもそも眼下にはこれでもかとばかりに赤食いがネーレたちの落下を待ち構えているのだ。降りたとしてただで済むはずがない。

「やだ。アルディスと一緒にいる」

　これまでわがままらしい言動の全くなかった双子が急に聞き分けのないことを言い出したことに、ネーレは戸と惑まどう。

[image: ]

「だってアルディス、言ったもん」

「『ちょっと行ってくるだけ』って、『すぐに戻もどるから心配するな』って」

「何か問題があるか？　我が主ならばその言葉通り心配はいらぬであろう」

　双子の言わんとするところが理解できないネーレは、ふたりの顔を濡ぬらす涙なみだに気付く。

「お父さんも同じこと言ったもん……」

「でもお父さん……、帰って……、来なかったもん……」

　双子が泣いていた。

　怯える姿を見せることはあれど、一度として泣き顔を見せたことのなかったふたりが声を上げて泣きじゃくる。詳くわしい事情はネーレにもわからないものの、どうやら幼いふたりにとってアルディスの言葉は癒いえきらない傷をえぐるものだったのだろう。体に強くしがみついてくる双子へかける言葉が見つからず、ネーレは珍めずらしくため息をついた。

「歴戦の勇者も泣いた子供には勝てぬ、と言ったのは誰だれであったろうな……」

　今は悠長に過去の記き憶おくを掘ほり起こす時間もない。

　ネーレは諦あきらめたように軽く首を横に振ると、双子の願いを聞き届ける。

「良かろう、ならば我が主と合流するか。少々強ごう引いんにこやつらを振り切るゆえ、手を離はなすでないぞ」

　洟はなをすすりながら頷いた双子を強く抱だきかかえると、ネーレは赤食いの包囲を突とつ破ぱしてアルディスの後を追いはじめた。










[image: ]




　ネーレたちがアルディスの後を追いはじめた頃ころ、当の本人はかなりの距きよ離りを進み森の奥へとやって来ていた。ときおり森の中へ降りて赤食いがやって来る方角を確かく認にんしつつ移動すること十数分。アルディスはひときわ大きな魔力を探知する。

「そこか」

　その場所に何があるのかはわからない。しかし巨きよ大だいな魔力の周囲に満ちる無数の魔力は赤食いと同様の強さだ。赤食いがその場所から湧わいていることは間ま違ちがいなかった。

　さらに森の上を移動すること数分、アルディスの目に灰色の存在が映った。どこまでも続くような錯さつ覚かくすら感じさせる木々の大海。その中へ孤こ島とうのようにたたずむのは、明らかな人工建造物だ。

　建物を囲む木々の間から蠢いている赤食いが見えた。おそらく周辺にいる赤食いの数は千やそこらを余よ裕ゆうで超こえるだろう。

「ここまで来れば人目を気にする必要もないか」

　さすがにあれだけの数を一体ずつ斬きっていくのは非現実的である。

　アルディスは建物を見下ろしながら高度を上げた。体の前に手のひらを上へ向けて差し出し、集中するため目を閉じる。

　家を建てていた外がい縁えん部と違い、これだけ森の奥になれば人間がいるとも思えない。ましてや先ほど魔ま物ものたちと赤食いの群れが森を侵しん食しよくしていったばかりだ。その中心と思われるこの付近に生きた人間は残っていないだろう。

　手のひらから上へ十センチほど離れた空間にまばゆい光が出現した。その光はひと呼吸の間に拳こぶし程度の大きさからふくれあがり、あっという間に人の背せ丈たけを超こえるほどの球体へと成長する。

　目を焼くかのような輝かがやきを伴って生み出された球体はアルディスがゆっくり開眼するのと呼応して急速な収縮を見せ、指でつまめるほどの大きさまでその体積を減少させた。

　しかし見た目が縮小しようとも、そこに充みたされるエネルギーまで減ったようには見えない。今にもはじけ飛びそうに、不ふ穏おんな揺ゆらめきと漏もれ出る圧力がその周囲の空気をかき乱す。

　アルディスが手のひらをそっと裏返す。

　手からこぼれ落ちた小さな球体は解放されたかのように加速をはじめ、凶きよう悪あくな破は壊かい力を内包したまま眼下の森へと吸い込まれていった。

　光が森の中へと消えた瞬しゆん間かん、森全体へ響ひびきわたるほどの爆ばく音おんと共に熱と衝しよう撃げき波はが解放される。半径百メートルほどの範はん囲いに生えていた木々は一瞬にして炭化し、同時に海辺で発生する嵐あらしなどとは比べものにならない暴風が全すべてを吹ふき飛ばす。緩ゆるやかに燃えることさえ許されず、裂さかれ、砕くだかれ、散っていく樹木たち。

　そこへさらにアルディスからの追い打ちがかけられた。狂きよう風ふう吹き荒あれる夜の空へ無数の氷ひよう槍そうが出現する。空を埋うめ尽つくさんばかりの氷槍は、満月からの光が薄うすれてしまうほどの密度を保ったまま、森が負った円形の傷全体へと降り注ぐ。

　氷槍の雨が降り止やんだ時、周囲一帯は砕け散った黒い破は片へんが地面を暗く染めていた。あれほどいた赤食いも透すき通った体を爆ばく炎えんで砕かれ、あるいは氷槍で貫かれてもはや動く気配すらない。砕けた赤食いの体と地面に突き刺さった氷槍が満月の光を反射して輝いている。

　圧あつ倒とう的な力による蹂じゆう躙りん。だがアルディスは浮かない表情であった。

「あれに耐たえるのか……」

　アルディスの見つめる先には、巨大な魔力を内部に抱かかえた建物が今も攻こう撃げき前と変わらぬ姿を見せていた。むしろ外がい壁へきを覆おおっていた植物が一いつ掃そうされたため、最初の姿よりも若々しさを取りもどしたようにも見える。

　森の中へ一瞬にして作り出された焦しよう土ど。その中央にたたずむ灰色の建物は奇き妙みような威い厳げんすらにじみ出ているようだった。

　周囲の赤食いが全て活動停止していることを確認したアルディスは、ゆっくりと高度を落として建物の入り口へと降り立つ。建物の入り口は無機的な壁かべに設けられた四角い扉とびらのみ。

　さすがに扉そのものはアルディスの攻撃に耐えられなかったのか、中ほどで折れて無残な姿をさらしている。しかし惨みじめな姿となっているとはいえ、吹き飛ばされていないだけ十分頑がん丈じようと表現できよう。

　アルディスはそれを蹴けって強引に建物内に押し込むと屋内へ足を進めた。月明かりも差し込まない暗くら闇やみへアルディスは魔力の光を生みだして浮かべる。

　最初にアルディスを迎むかえ入れたのは飾かざり気のない部屋。横よこ幅はば奥行き共に十メートルほどの小さな空間だった。高さも十分な余裕があり、通常の家いえ屋や敷しきなら吹き抜ぬけでつくられたエントランスといったところだろう。

　まず目に付くのは部屋の右手奥へと配置された大きな扉、そして部屋の四よ隅すみへ配された甲かつ冑ちゆうのような置物だ。しかしそれがただの飾り物ではないことくらい、アルディスにはすぐ読み取れた。カーペットも燭しよく台だいもなく、ただ無機的な灰色の壁がむき出しとなった部屋に唯ゆい一いつ据すえ置かれた甲冑。それが装そう飾しよくであるはずもない。

「門番といったところか？」

　油断なくアルディスが剣けんを抜き放つのに合わせて、合計四体の甲冑が金属をこすりあわせる音と共に動きはじめる。招かれざる客人であるアルディスを排はい除じよしようという意図があるのは明白だった。

「魔力で動く木偶でくか」

　その四体に生命の気配は感じられない。

　おそらく魔力を糧かてにして定められた役割を果たす仕し掛かけだろうと判断したアルディスは、緩かん慢まんな動きを見せる甲冑へ機先を制して攻勢に出た。

　二本のショートソードを解き放つと、自らはブロードソードを手に甲冑の一体へ向けて距離を詰つめる。

　至近からのアルディスが振ふるう剣を防ごうと甲冑が防ぼう御ぎよ行動に出た。

　その手に持つのは身の丈たけを優に超えようかという長なが柄え武器ハルバード。強力な武器ではあるがその大きさから取り回しに難があり、懐ふところへ飛び込まれると不利となる。当然アルディスもそれを狙ねらっていた。

　走り寄った勢いそのままに、甲冑がハルバードを振り下ろすよりも早くアルディスが刺し突とつを繰くり出す。

　アルディスの速さに対応し切れない甲冑は喉のど元もとにあたる部分を貫つらぬかれるが、だからといってその動きが鈍にぶることはない。生物でない以上、痛覚もなければ傷で動きに支障をきたすこともないのだ。

　すぐさま剣を引き抜いて飛び退のいたアルディスの後を追うように、甲冑が振り下ろしたハルバードの一撃が襲おそう。

　激突した刃は先さきが床ゆかを大きく揺らす。

「力はまあまあ、だがその程度の動きなら──」

　甲冑はアルディスの敵となり得ない。

　残り三体の甲冑が同時にアルディスへ襲いかかる。

　左右からくる二体の攻撃を飛剣で受け流しながら、アルディスは後方の一体に狙いを絞しぼった。

　轟ごう音おんを立てて横なぎに襲いかかるハルバードを屈かがんで避よけると、跳はねるように下から剣で切り上げてその腕うでを斬り落とす。そのまま振り上げた剣を今度はもう一方の腕に叩たたきつけた。

　一体を無力化したアルディスは立て続けに他ほかの甲冑に対しても腕を狙って斬り落としていく。

　飛剣で押さえていた左右の二体を、そして最初に相対した個体をも鎮ちん圧あつするまで要した時間はわずか一分。

　攻撃能力を失った甲冑が動きを止めるまで細切れにすると、何事もなかったかのように部屋の奥へと足を向けた。
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　双ふた子ごを連れたネーレが追いついて来たのはエントランスを通って奥に続く廊ろう下かをアルディスが歩いている時だった。

　姿を見るなり足もとへ駆かけよって抱きついてくる双子に、アルディスは困こん惑わくした表情を見せた。

「なんでこっちに来た？」

　左右からギュッとアルディスの腰こしへしがみつく双子が答えを返すとは思えない。当然その問いが投げかけられたのは双子を託たくしたはずの自じ称しよう従者である。

「すまぬ。ふたりがどうしてもアルディスの側そばが良いと言うのでな……」

　苦く笑しようを浮かべてネーレが答える。普ふ段だん感情をあまり表へ出さないネーレにしては珍めずらしく困ったような表情だった。

「ふたりが？」

　ネーレからの意外な答えに、アルディスは先ほどから離はなれない双子へと視線を向ける。自分たちへ注意が向いたことに気付いたのか、ふたりは言葉ではなく態度で気持ちを表した。アルディスへ抱きつく手に力が入る。

　しばらく頭を搔かいていたアルディスが「仕方ないな」と先に折れる。

　先ほどのように多数の赤食いから囲まれるのは問題だが、建物の中ではその危険もなさそうだった。門番の甲冑たちを打ち倒たおした今、周囲を探さぐっても奥にひときわ大きな魔力を持った存在がひとつあるだけで、それ以外にはなにも怪あやしい気配はない。

　用心のため最さい後こう尾びをネーレに託すと、先頭を歩くアルディスとの間に双子を挟はさみ、四人は隊列を組んで廊下を進みはじめた。

　幅三メートルほどの長い廊下が続いている。床も壁も天てん井じようも、継つぎ目もなく起き伏ふくの乏とぼしい灰色の構造物。どこか冷たい印象を与あたえるその様子に、ネーレが淡たん白ぱくな口調で感想をもらす。

「コーサス王国時代の遺物にしてはずいぶんと風変わりだな」

「……そうだな」

　先頭を歩くアルディスがやや遅おくれて返事をする。

　得体の知れぬ建物に侵しん入にゆうした状じよう況きようというのは、本来であれば無む駄だ口ぐちを叩きながら歩ける状態ではないだろう。しかしアルディスもネーレも警けい戒かいすべき対象は今から向かう先にいる一体だけだと認識している。アルディスたちが一歩足を進めるごとにその場所は近づき、強大な魔力の存在がよりいっそう明確に感じられる。

　やがて廊下を進み、幾いく度どかの曲がり角を経たアルディスの前に一枚の金属製扉が姿を現した。強い魔力はその先から伝わって来る。

　アルディスは扉を前にしてネーレを振り向く。アルディスの視線を受けてネーレが無言でアゴを引いた。

　部屋へ入るのはアルディスひとり。双子が戦せん闘とうへ巻き込まれないようネーレたちは部屋の外に待機する手はずとなっている。

　心配そうな双子の頭を優やさしくひと撫なでし、表情を引き締しめたアルディスが扉に手をかけた。頑丈そうな見た目とは裏腹に軽く力を入れただけで金属の扉はきしむ音を立てることもなく簡単に開く。

　後ろ手に扉を閉めながらアルディスは油断なく部屋全体を見回した。

　部屋はかなりの広さだった。奥行きはそれほどないが左右の幅は三十メートルを超えている。何に使うのかわからない設備が整然と並んでいて、それが逆にアルディスへ言い様のない不快感を与える。

　しかし今のアルディスにとってそのようなことは些さ事じであろう。

　なぜなら部屋中央に横へ長い台座があり、その上に無視することの出来ない存在が鎮ちん座ざしていたからである。異常なまでに強い魔ま力りよくの放出はアルディスが建物の外から探知した相手であった。持ち込んだ魔力による灯ともし火びが室内を照らすと、ぼんやりとしか見えなかったその姿がハッキリと眼めに映る。

　それは赤食い同様に人型を模していた。しかし明らかに外で戦った赤食いとは異なっている。これまで蹴け散ちらしてきた赤食いと比べものにならない魔力を抱えているのはもちろんのこと、目鼻のない赤食いとは違ちがいハッキリとした顔立ちが見て取れた。

　その外見は色さえまともならごく一いつ般ぱん的な人間の女性そのものである。細部まで再現された造形は服ふく飾しよく職人が仕立てた服を展示するために作られた人間そっくりの人形を思わせる。

　赤食い同様に透とう明めい感かんのある体であることを考えれば彫ちよう刻こく家が削けずりだした水すい晶しようの彫刻と表現する方がふさわしいかもしれない。何より異質なのは体全体に漂ただよう赤黒い流れ。水すい槽そうの中へ投じられて混じりゆくインクのように、不規則な動きを見せながら人形の中をマーブル模様に染め上げている。

　敵意が感じられるわけではない。しかし彼かの人形が味方であると断定できる根こん拠きよは何もなかった。状況を考えれば決して油断できる相手ではないだろう。

　アルディスはその人形がいつ動き出しても対応できるよう、慎しん重ちように部屋の中央へと近づいて行った。ブロードソードを抜き、二本のショートソードを解き放って左右に控ひかえさせる。

　変化はすぐに訪おとずれた。

　その動きに呼応したのか、赤い女の姿をした人形が音もなく立ち上がる。感情のかけらも窺うかがわせない顔をアルディスに向けると、一歩また一歩と足を進めて近づいてきた。

　赤い女の足が床を踏ふむ度たびに、水を打ちつけたような音が部屋中へ響ひびく。

　一いつ瞬しゆん新手の存在を疑ったアルディスだが、周囲に確かく認にんできる魔力は相変わらず四つだけだった。扉の向こうへ置いてきたネーレと二人の幼子、そして目の前にいる赤い色の人形だ。

　音の発生源はアルディスが視線を向けた先の人形以外に考えられない。

　透すき通った二本の足が床を踏みしめる度に水音が部屋の中へ響いた。

　不可解な状況の発生源と思われる人形は、声をあげることもなく一歩ずつ近づいてくる。アルディスの存在を認識して接近していることは間違いないだろうが、とても言葉が通じるような相手とも思えなかった。

　目で捉とらえている光景と耳へ流れ込んでくる音のズレに、アルディスが訝いぶかしげな表情を浮うかべたのはほんの一瞬のこと。すぐさま剣を片手に踏み込んで自ら戦いの幕を切って落とす。

　ひと呼吸で赤い女を間合いに捉えたアルディスは様子見とばかりにブロードソードを斜ななめ上から斬きり下ろす。

　回かい避ひする様子を見せるでもなく、赤い女は易やす々やすとその肩かたに剣撃を受けた。

　しかし──。

「なんだ、この感かん触しよくは？」

　とっさに身を引いたのはアルディスの方だった。

　すぐさま剣を引き、後ろへ飛び去ると距きよ離りをとって身構える。

　対する赤い女は何事もなかったかのようにゆっくりと歩を進めてくる。その体には傷ひとつ付いていない。

　見れば剣けん撃げきを受けて多少形が歪ゆがんではいるものの、それは単に衝しよう撃げきで陥かん没ぼつしただけのこと。しかもそのへこみですらすぐに内側から盛り上がり、握にぎり込んだ綿の固まりが再び膨ふくらむように復元していく。

　何よりアルディスを困惑させたのはその感触だ。

　決して強固で硬こう質しつとは言えない不思議な感触。やわらかいようでいて、しかしアルディスの一撃を押し返す抵てい抗こう力。たとえるなら水分少なめの泥どろに向かって剣で切りかかったような手て応ごたえだった。

　無論アルディスほどの力量があれば固まりかけの泥だろうが強固な岩だろうが一刀両断に出来るだろう。しかし赤い女の体が泥ではないことなど見ればわかる。

　先ほどとは打って変わって慎重に赤い女の体を観察するアルディス。

　ゆっくりと近づいてくるその姿に見覚えは当然あるわけもなく、似たような魔物の存在もこれまで耳にしたことはない。判断材料は目の前に存在する実体ただひとつ。

　しかもその体からにじみ出る魔力は膨ぼう大だいである。決して油断出来る相手ではないのだ。

　様子を窺うアルディスに代わって今度は赤い女が動き出す。

　それまでじわりじわりと距離を詰めるだけだった赤い女の動きに急激な変化が訪れた。

　土を満まん載さいにした麻あさ袋ぶくろを地面に投げ下ろしたような音と共に、赤い女の足が床を蹴けってその体を躍やく動どうさせる。

　突とつ然ぜん機き敏びんな動作で距離を詰つめると、スピードに乗ったままその細ほそ腕うでを振ふり下ろしてきた。

（いきなり速く──！）

　慌あわててアルディスは身をかわす。

　空気を裂さく音が体のすぐ側を通りすぎていく。

　赤い女の腕は標的を失って勢いそのままに床へたたきつけられた。

　重い衝突音が床から生まれて拡散する。

　見た目以上に頑がん丈じような造りをしているらしい床には傷ひとつ付いていないものの、衝撃はいかんともしがたいらしく部屋全体が大きく揺ゆれた。

　様子見している場合ではないとアルディスは剣を振るって反撃に移った。

　細い腕ならばと渾こん身しんの力を込めて斬り払はらうが、なぜか赤い女の体はそれを阻はばむ。

　勢いを押しとどめられた剣が妙みように重く感じた。

（硬かたい──というわけじゃないが、剣が通らない？）

　一点に力を集中させて頭部を狙ねらった突つきも、わずかに額をへこませただけ。

　しかもそのへこみはすぐに修復されてしまう。

　アルディスは飛剣を使い赤い女を押しとどめながら距離を取ると、風で刃やいばを生みだしてぶつけた。

　赤い女はまとわりつく飛剣をその腕ではじき飛ばして正面から風の刃を迎むかえ撃うつ。

　風の刃が標的へたどり着く前に障しよう壁へきらしきもので阻まれて霧む散さんした。

（本命はこっちだ）

　同時にアルディスの繰くり出していた風が、赤い女の斜め後ろから死角を突いて襲おそいかかる。

　さすがに赤い女もこれには反応出来なかったのだろう。

　風の刃が三枚、その背中へと突き刺ささった──かに見えただけである。

　三枚の刃はいずれも鈍にぶい音を立てて赤い女に衝撃を与えただけだった。

　とてもまともなダメージを与えられたとは思えない。

　今度は赤い女が自分の周囲へ魔力を展開しはじめる。

　その魔力が物質化するのは白く濁にごった氷の塊かたまり。

　先せん端たんを鋭するどく尖とがらせた氷ひよう塊かいが、赤い女の周囲にふたつ浮かぶ。

　同時に赤い女の体がめまぐるしい変化を見せる。

　体の中に浮かぶ赤黒いマーブル模様がせわしなく流動していた。アルディスにはそれがまるで魔力の循じゆん環かんを可視化したように見えた。

　形成を終えた氷塊がアルディスに向けて放たれる。

　対するアルディスも瞬時に三重魔法障壁を展開して対たい抗こうしたが、氷塊の威い力りよくはアルディスの予想を超こえるものだった。

　一枚目の障壁が砕くだかれ、二枚目の障壁は破られ、かろうじて三枚目の障壁がその浸しん透とうを弱めたものの、防ぎきれない勢いがアルディスの体を容よう赦しやなく襲う。

「ぐっ！」

　アルディスの脇わき腹ばらを氷塊のひとつがかすめた。

　通り抜ぬけざまに鋭い先端を回転させたそれは、ローブを突き破って肉を削り取る。

「まいったな……。甘く見すぎたか？」

　血のにじむ脇腹を押さえながらアルディスが呻うめく。

　正面から攻こう撃げきを食くらって傷を負ったのは久しぶりのことだった。

　ネーレの光球を防いだ三重魔法障壁をもってしても阻そ止ししきれない攻撃に、アルディスの中でここしばらく眠ねむっていた戦士としての本能が目を覚ます。

　そこへ赤い女から続けての攻撃が繰り出された。

　今度は赤い女の周囲へ赤々と燃え上がる炎ほのおの矢が五本現れる。

　たかが五本の矢だが、その威力が侮あなどれないことを先ほどの氷塊が証明しているだろう。アルディスはすぐさま氷ひよう槍そうを同じ数だけ作り出し対抗する。

　示し合わせたわけでもなく赤い女の炎とアルディスの氷が放たれて、両者の中央で衝突した。

　互たがいに正面からぶつかりせめぎ合う炎と氷。

　炎の矢と氷の槍を生みだしたそれぞれの魔力が火花のように周囲へ弾はじけ飛び、相手を飲み込み押しのけんとばかりに生き物のような身み悶もだえを見せた。

　拮きつ抗こうしていたのはほんのわずかな間だけ。

　すぐに炎の矢が氷槍を押し込みはじめた。

　赤い女の魔力がアルディスの魔力を上回ったのだ。

（分が悪いか！）

　このままでは押し切られてしまうだろう。

　すぐさまアルディスは自ら放った氷槍を暴発させて炎の矢もろとも消しよう滅めつさせる。

　アルディスの化け物じみた魔力によって作られた氷槍、そしてそれ以上の魔力をもって生み出された炎の矢が尋じん常じようではない魔力を伴ともなってはじけ飛ぶ。

　はじけた魔力が衝撃波となって部屋の中を蹂じゆう躙りんする。

　あちらこちらに据すえ置かれていた何かの設備が瞬またたく間にガラクタとなって壁かべに打ちつけられ、何らかの器材と思われる小物たちは元の形がわからないほど粉々に砕け散った。

　魔法障壁で身を守っていたアルディスでさえ、その圧力に体を押されて数メートル後退させられるほどだ。

　部屋の中にあった物体が余すところなく無残な姿になり果てる一方で、壁や床ゆか、そして天てん井じようは傷ひとつ付いていない。あれほどの衝撃波を受けて無傷というのは異常な強度であるが、今のアルディスにはそれを気にする余よ裕ゆうなどなかった。

　傷が今の衝撃でさらに深く開いたのか、衣服が濡ぬれる感覚と脇腹の熱さにアルディスは舌打ちをする。

　対する赤い女は無傷にしか見えない。

　衝撃波を受けても平然と立っていた赤い女が新たな魔ま力りよくを練りはじめた。

　攻撃に備えて障壁を強化したアルディスだが、そんな彼の反応をあざ笑うように赤い女の一手は静かに襲いかかる。

　透とう明めいな体の中で赤黒い模様が血流のようにめまぐるしく動き出すと、周囲の空気が奇き妙みような変質を見せはじめた。

（な、んだ？　これは？）

　戸と惑まどうアルディスの鼻び腔こうを不快な刺し激げきが襲う。

（毒──？）

　その刺激はすぐさま気管の不調という変化を伴ってアルディスを焦あせらせた。

「ゴホッ！」

　のどを襲った違い和わ感かんは次し第だいに顕けん著ちよになってゆく。

　アルディスは空気中に充じゆう満まんする、ごく微び小しようだが不自然な存在を感じ取っていた。赤い女の干かん渉しようが原因であることは明らかだ。

（まさか……、部屋全体を満たすつもりか？）

　その不自然な存在は目に見えないほどのかすかな物だったが、アルディスがそう結論付けてしまうほど急激に増加している。

　どのようなものかはわからないが、見過ごすことは危険だと判断する。

　アルディスは自分を中心にして空気中へ漂ただよう毒の元を破は壊かいしていく。それは気が遠くなるほど煩わずらわしく、骨の折れる作業だった。

　目に見えぬほど小さな存在をひとつひとつ捕らえ、魔力をぶつけて破壊する。魔力の扱あつかいに長たけたアルディスだからこそ可能な方法であろう。一いつ般ぱん的な魔術師であれば異変は察知出来ても、その原因に気付くことなく毒に冒おかされるのを待つばかりだったはずだ。

　部屋を毒で満たそうとする赤い女と、それを阻止しようとするアルディスのせめぎ合いは奇妙な沈ちん黙もくの中で続いた。もしここに第三者が居たなら、互いに立ち尽つくしたまま対たい峙じするアルディスたちを見て、きっと首を傾かしげていただろう。

　赤い女もこの状態ではそれ以上攻撃を仕し掛かけてこないようだった。しかしそれは決して赤い女が劣れつ勢せいにあるからではない。

　目に見えぬ静かなせめぎ合いは、じわりじわりと赤い女優位で進んでいた。

　アルディスの魔力と操作能力をもってしても、赤い女が生み出す毒の空気はいつまでも押し留とどめておけない。それがアルディスの焦りを誘さそう。

　魔力を使った攻撃ではあの敵に勝てない。

　アルディスは冷静にそれを受け入れる。同時に双ふた子ごやネーレを安全な場所へ待機させておいて正解だったとしみじみ思った。

　このままではいずれ部屋中を毒で満たされてしまうだろう。それを防ぐことが出来ないのであれば、この力比べを続けてもジリ貧だった。ならばアルディスの選べる手段はそう多くない。

（まったく……。世の中、化け物はいくらでもいるもんだな。ここのところ手応えのない相手ばかりで危あやうく自分が強いだなんて勘かん違ちがいしそうになるけど、慢まん心しんもいいところだ）

　心の中で自じ嘲ちようしながらも、不思議とスッキリした気分になる。

　そしてそんな心境を『悪くない』と感じながら、焦しよう燥そうを一種の開き直りにも似た感情へ書き換かえていく。

（まあ、そんなこと──）

　かつて日常とも言えた、後のない感覚。

　前に向かって剣を振るうしか選せん択たく肢しがないという簡潔明めい瞭りような状じよう況きよう。

　逆にそれがアルディスの逡しゆん巡じゆんを払ふつ拭しよくした。

　緩ゆるやかな敗北ではなく、活路を見み出いだすための一手を剣に託たくす。

「知ってたけどな！」

　毒素の破壊に向けていた魔力を攻せめの力に傾かたむける。

　ブロードソードを手にしてありったけの魔力を込め、赤い女の脇腹を横一文字に薙なぐ。

　淡あわい光に包まれた刃は先さきは赤い女の横腹に食い込んでその身をくぼませると──、そこで勢いを削そがれた。

（まだまだ！）

　ありったけの魔力を剣けんに注ぐと、アルディスは全身をムチのようにしならせて全すべての力を剣に込めた。

　振り下ろし、突き、払い、切り上げ。人体の弱点と思われる場所に攻撃を集中させ、同じ場所へと連続して打だ撃げきを与あたえる。

　その間にもアルディスの周囲が毒素で急激に包まれていく。

　赤い女はアルディスの攻撃が脅きよう威いではないと判断したのだろう。物理的な反撃や防ぼう御ぎよを捨てて、毒の展開に集中しているようだった。
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　アルディスは剣を握にぎる右手に左手を添そえ、渾身の力を込めた攻撃を繰り返し赤い女の体へと叩たたきつける。

　その剣先へ魔力をのせて貫かん通つう力を増しながら下腹部へ突きを繰り出す。

　刃を滑すべらせるように無数の剣閃を絡からませて赤い女の体をなで切りにする。

　だがそのどれもが赤い女に傷ひとつつけられなかった。

　アルディスの剣撃が弱いわけではない。

　いずれも並の魔物ならば体を二つに裂さかれてしまう威力を有している。先ほど森で対峙した赤食いであっても、耐たえきれるようなものではないだろう。

（くそ！　これでもダメか！）

　内心の落らく胆たんを無理やり押さえ込んでアルディスはなおも攻撃を繰り出した。

　遮さえぎる物のなくなった部屋で剣を叩きつける音だけが響ひびきわたる。

　一方の攻撃は際限なく打ちつけられる衝しよう撃げき音と共に、一方の攻撃は目にも耳にも届かぬ静かな侵しん食しよくと共にせめぎ合っていた。それは正面から力と力をぶつけ合う戦いではなかったが、互いに相手の命を握り潰つぶさんとの決意にあふれている。

　しかしそれも永遠に続くものではない。

　次第に剣撃の音が減り、その間かん隔かくが大きくなっていった。

　打楽器のように打ちつけられていた音は、その一音一音がはっきりと聞き分けられるほど間隔が開いていく。

　部屋に響く唯ゆい一いつの音が次第に数を減らし、それはつまりアルディスが徐じよ々じよに力を失っていくことと同義であった。

（まずいな……。呼吸が……）

　アルディスの呼吸が乱れはじめる。普ふ段だんであれば考えられないほどの苦しさに顔が歪ゆがんだ。

　めまいがする。

　呼吸が浅くなり、回数が増えた。

　力が入らない。

　意識が朦もう朧ろうとしてくる。

（自分の体じゃないみたいだ……）

　アルディスは倒たおすべき敵を睨にらみつける。赤い女の顔が、無表情にアルディスを正面から見み据すえていた。その瞳ひとみには一いつ切さいの感情も無く、ただ淡たん々たんとアルディスを死へ導くために今も毒素をばら撒まき続けている。

　戦いの開始から変わらず立ち続ける赤い女の姿が大きく揺ゆれた。それは赤い女がダメージを受けているからではなく、アルディスの頭がふらついたからだ。

　頼たよりない自分の足に意識して力を込める。一いつ瞬しゆんだけ持ち直した体は、すぐにまた力を失ってぐらついた。

　もはや振ふるう剣にどれほどの力が込められているのかもアルディスにはわからなくなっている。今のアルディスは平へい凡ぼんな魔物相手ですら圧あつ倒とうすることが出来ない、弱々しい存在だった。

『三大強魔討とう伐ばつ者』などとご大層な二つ名を得たところで、いざ迎むかえてしまえばなんとあっけない終わり方だろうか。

　足もとで硬こう質しつな音が響く。

　いつの間にか右手のブロードソードは消えていた。

　もはやアルディスの体は無意識のまま動くだけの存在となっている。思考が四し肢しをコントロール出来ない状態だった。

（こんな、ところで……）

　足がふらつく。

　もはや自分の体を支えているのが何なのか、それすらもあやふやだ。まるで他人ひと事ごとのようにアルディスは自分の体がぐらついているのを感じていた。

　幻げん覚かくが見えた。

　今まで出会った、この場にいないはずの人々。

　かつて轡くつわを並べて戦った仲間たち。

　憎にくくて憎くてたまらない敵の顔。

　少しだけ意識が引き戻もどされるが、すぐにまた遠ざかり出す。

　もはや現実と幻覚と記き憶おくとがごちゃ混ぜになった映像が浮うかんでは消える。
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　湿しめった空気が風に乗って草を揺ゆらす。

　日は傾きかけ、暑さがピークに達しようかという時間帯。

　城じよう塞さいの片かた隅すみ、開放された広場には束つかの間まの休息を堪たん能のうする屈くつ強きような男たちが思い思いに過ごしている。

『おい、アルディス。ちょっとこっち来てみろよ』

　剣を持ち鍛たん錬れんに励はげむアルディスへ少し離れた場所から声がかけられる。

　アルディスが動きを止め視線を声の方へ向けると、木こ陰かげに座る隻せき眼がんの男が手招きをしていた。同時にその側へ顔見知りの仲間がふたり、腰を下ろしているのも見える。

『なんだ？』

『おお、坊ぼう主ずも見てみろよ。これ面おも白しろいぞ』

　歩み寄って訊たずねるアルディスへ、隻眼の男と並んで座っていた頰ほおに傷のある男がニヤニヤと笑いながら誘さそいをかける。

　頰に傷のある男が指で指し示すのは地面に置かれたひとつのタライだった。団の中でも湯を沸わかしたり洗い物をしたりと、日常的に使っている何の変へん哲てつもない金属製のタライである。街の朝市へ行けば手ごろな価格で売っているし、辺境のさびれた村でも普通に見かけるような生活に根ざした日用品である。

　タライの中には泥らしきものがたっぷりと詰つまっているが、それだけであった。特に妙な魔力も感じられない。

『タライ？　これがなんだってんだ？』

　タライの正面に座った紅あか髪がみの男が、待っていましたとばかりにアルディスの疑ぎ問もんへ口を開く。

『魔力や武器を使わずに、上から殴ってタライの底に傷をつけられたらお前の勝ち。できなきゃ俺の勝ちだ。へこませるだけでもいいぞ。だがチャンスは一回だけ。一発でできなきゃ失敗だ』

『それだけ？』

　拍子抜けしたアルディスが訝いぶかしげな表情を浮かべる。

　いくらタライが金属製とはいえ、剣や鎧よろい用に鍛きたえられた鋼ほがねとは違う。非ひ力りきな女子供の細腕ならともかく、戦いを生なり業わいにするアルディスたちなら容易たやすいことだった。

　確かにタライに満たされた泥は拳こぶしを遮さえぎる抵抗になるだろうが、しょせんは泥。その深さも拳ひとつ分だ。たとえ魔力を使わずとも、全力で叩きつければ拳を底までたどり着かせるのは造ぞう作さもないことだろう。

『一回五キャルな』

　アルディスが興味を示したとみて、紅髪の男が一食分に相当する金額を提てい示じした。

『え？　金取るのかよ』

『じゃなきゃ遊びになんねえだろうが』

　顔をゆがめたアルディスを見て紅髪の男が笑う。

『その代わり成功したら五十キャルやるぞ』

『……ホントだな？』

　勝しよう算さんありとみて挑ちよう戦せんを決めたアルディスはタライの前に腰を下ろす。

　そして静かに息を吸って止め、拳を振り上げると渾こん身しんの力を込めてタライの真ん中へ打ち下ろした。

『え？』

　泥を突き抜け、タライの底へたどり着くとばかり思っていた拳が泥の表面で弾はじかれた。アルディスの打ちつけた拳はわずかに表面を揺らすだけで、指一本分すら食い込ませることができない。

　思いもよらぬ硬かたい感触とその抵抗に、アルディスは不ふ思し議ぎそうな表情でタライに入った泥の表面と自分の拳を交互に見つめる。

『残念だったなあ』

『やっぱそうなるんだよなあ』

　その結果を予想していたのか、横で隻眼の男と頰に傷のある男が笑った。

『なんでだ？　ただの泥だろ、これ？』

　釈しやく然ぜんとしないアルディスはタライを指さして紅髪の男に詰め寄る。

『中に何か仕掛けでもしてあるんじゃないだろうな？』

　確かに魔力は感じないが、だからといって何の仕掛けもないなどと信じられなかった。そう考えると濁にごった色で中が見えないことすら怪あやしく感じてしまう。アルディスが不信を抱いだくのは当然だろう。

『いや、それはねえ。さっき俺たちも実際に手を突っ込んで確かめたからよ』

　しかしそれを否定するのは紅髪の男ではなく、横にいた隻眼の男だ。どうやらアルディスよりも先に同じ疑いを抱いて確認していたらしい。

『くそ！　なんでだ！　ホントに泥なのか、これ？』

　納なつ得とくがいかないアルディスが苛いら立だった様子で何度も泥へ拳を叩きつける。だがその度たびに拳は表面で弾かれ、奇き妙みような音を立てるばかりで一向に食い込んでいく気配を見せない。

『おい、一回だけって言っただろ？　何度も叩くんじゃねえよ』

　紅髪の男が顔をしかめてアルディスを咎とがめた。

『何だお前ら、まーた変な遊びしてんのか？』

　そこへひとりの男がやって来た。

　周囲に散らばる屈強な男たちの中にあってなおたくましさを感じさせる風格。決して大柄とは言えないが、鍛え上げられた筋肉はその内側に野生の肉にく食しよく獣じゆうがまとう激はげしさと獰どう猛もうさを隠し持っているように感じさせる。

『おっ、団長。あんたもやってみろよ』

　隻眼の男が挑むような笑顔を浮かべる。挑戦に失敗した自分たちの同類を増やすことで慰なぐさめにしようというのか、それともこの男なら成功するかもしれないという期待があるのか、にわかには判断のつかない表情だった。

　団長と呼ばれた男は説明を聞き終えると、胡う散さん臭くさそうな目をタライに向ける。

『ふーん。タライの底に傷をつけられたら五十キャルねえ……』

『言っとくが武器や道具使うのは無しだぞ。当然魔力もダメだ。あとタライの横や裏から叩たたくのも反則だからな』

『わかったわかった。要はこの泥を避よけずに底まで拳を届けろって言うんだろ？』

　その言葉選びに紅髪の男は頰をピクリとさせた。

　じゃあ行くぞ、と軽い調子で口にした団長が右拳を握りしめてタライの上へ持っていく。しかしその拳が振り上げられることはなかった。表面近くへ止められた拳がゆっくりと下げられ泥に触れる。

『あ……』

　アルディスの口から声がもれる。

　その拳は何の抵抗も受けていない様子だった。先ほどアルディスの拳を弾いた強固さがまるで噓のように、泥の入ったタライは団長の拳を受け入れていた。

　団長の拳が泥の中へじわりじわりと沈み込んでいくのを見て、紅髪の男が舌打ちする。

『へこませるだけでいいんだよな？』

　苦々しそうな表情の紅髪に向けて、団長がニヤリと笑う。

　次の瞬間、団長はタライの底まで届いた拳へ体重をかけて力を加えた。

『ほれ。ちゃんとへこんでるぞ？』

　タライを持ちあげると団長は紅髪の男に向けて形の歪ゆがんだ底を見せる。言葉通り、タライの底には団長の拳によってつけられたと思われるへこみがあった。たとえ振り上げて勢いをつけずとも、彼ほどの腕力があれば押しつける力だけでタライをへこませるなど容易なことだろう。

『わかったよ。あんたの勝ちだ』

　紅髪の男は忌いま忌ましそうな表情で負けを認め、後ろに隠し持っていた予備のタライへ泥を手早く移し替えた。ささやかな意い趣しゆ返がえしとして四十五キャルだけを団長へ放り投げると、そのままこれで店じまいとばかりにさっさと立ち上がりその場を後にした。

『なんでだ？　あんなに硬かったのに……』

『俺もよく知らないけどな。ああいう泥の中には思いっきり強い力で叩いてもビクともしないってのがたまにあるんだ。でもしょせん泥は泥だろ？　ゆっくりと力を加えればああやって拳も通せるんだよ』

　頰に傷のある男が口にした疑問へ、団長が種明かしをする。

『そんなのがあんのかよ』

『すげえな。あんだけ硬いんなら、盾とか鎧に使えるんじゃないか？』

『馬鹿かお前？　あんなドロドロなのどうやって鎧にするんだよ。全部流れちまうじゃないか』

『魔力で形を保持すりゃいいだろ？』

『保持に使う魔力の方がもったいねえよ』

『ああ、そりゃそうか。じゃあ泥人形とかどうだ？　あの泥で人形作って最前線に立たせるとか。泥人形なら形も適当でいいし、形を保持するのに魔力も大していらないだろ？』

　隻眼の男と頰に傷のある男が交わす会話は、いかにも戦いを生活の中心に置く傭兵らしい考えが浮き彫りになるものだった。

『それなら使いようがあるかもな。……もっとも、相手が魔力を使ってくれば簡単に破壊されるだろうよ。そもそも泥人形を操あやつる魔力がそれほど大きくないとはいっても、その魔力で武器を直接操った方がよほど戦力になる』

　団長がふたりのやりとりへ自分なりの意見を差し挟はさんだ。

『うーん……、いい案だと思ったんだけどな』

　頰に傷のある男は何とか戦いに使えないものかと未み練れんを見せる。

『まあ、あれだ。そうやって考えて工く夫ふうするのはいいことだ。後ろ盾もない俺たちが頼れるのは自分の腕うでっ節ぷしと機転だからな。役立ちそうにない情報の中にもこうやって戦いに使える知識は隠かくされてるってことだな。もっとも、あいつの場合はその知識をこうやって小遣い稼かせぎに使うことばかり考えてるみたいだが』

　団長はタライを持っていった紅髪の男に視線を向ける。紅髪の男はさっさと他ほかのカモを引っかけるため別の場所でたむろする一団に声をかけていた。

『お前らも小銭を巻き上げられたくなきゃ、剣けん技ぎを磨みがくだけじゃなくてこっちの方もちゃんと磨いとけよ』

　と言いながらアルディスの頭をつつく。

『いつも馬鹿のひとつ覚えみたいに力押しばかりじゃ、そのうち足もと引っかけられるぞ』

　面と向かって言われたアルディスはつい反発してしまう。

『搦からめ手うんぬん以前に、正面から戦うだけの力りき量りようがなくちゃ意味がないだろ？』

『だからその考えが逆だと言ってるんだよ。正面からぶつかっても勝てないからこそ、剣や魔術以外にも力を身につける必要があるんだ。どうもお前はスマートに戦おうとする悪いクセがあるが、傭兵なんてのは生き残ってなんぼだぞ。搦め手でも何でも使えるものは使え。剣が折れても魔力が尽きても生き延びることを諦あきらめない、臆おく面めんもなく悪わる足搔あがきできるってのが、騎士様にはない俺たち傭兵だけの取り柄だろ？』

　団長がふと顔を横に向ける。その先に座る人物を見た後でアルディスへ視線を向け直して問いかけた。

『お前にとって大事なのは手柄を立てることか？　名めい声せいを得ることか？　金を得ることか？　そうじゃないだろう？　守りたいものがあるなら、手段にこだわるな。使えるモノはなんでも使え。もっと貪どん欲よくになれ。そして──』
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　今まさにアルディスが意識を失いかけたその時、脳のう裏りに声が響いた。

『無ぶ様ざまなほどに足搔あがけ。そして生き延のびろ』

　力強く、たくましく、そして頼りがいのある懐なつかしい声。

　かつてアルディスが剣術のイロハを教わった親代わりの男。その声が叱しつ咤たするように、ふがいない黒くろ髪かみの弟で子しへ言葉をぶつけてきた。

『お前が生き延びて、守ってやらなきゃ──』

　その後に続く言葉を思い出し、アルディスはもがくように右手を赤い女へ伸のばす。

「ああそうだ。俺が──」

　一度守ると決めたからには、この程度で音を上げるわけにはいかない。

　自分が倒れればネーレたちは扉とびらを開けてこの部屋へ入ってくるだろう。その結果どうなるかは明白だ。アルディスの敗北はすなわち双子たちの命を危険にさらすという意味である。ならば負けられない。たとえ勝てなくても絶対に負けてはならない。

　苦し紛まぎれに伸ばした右手が赤い女の腕うでを捕とらえる。

　すでにアルディスの攻こう撃げきを取るに足らぬものと判断したのか、赤い女はその手をかわそうともしなかった。

　実際、身をかわさずともアルディスが腕をつかんだだけでは何ひとつ状況は変わらないだろう。

　変わらないと思われた。

　しかし──。

　次の瞬間発生した出来事は、アルディス自身も予期しないものだった。

（どういうことだ？）

　さほど力を込めたわけでもないアルディスの手が赤い女の腕に食い込んでいく。

　あれほどの剣撃を受け止めた透とう明めいな体が、ゆっくりと握る手によって削けずり取られていった。

　水すい晶しようのような外見に反して、感かん触しよくはまさに泥どろそのもの。

（硬い……、泥……？）

　アルディスは自分の推測を確かめるため、傍かたわらに落ちたままのショートソードを再び操あやつる。

（それなら──）

　力なく宙に浮かんだ飛剣はフラフラと赤い女の足もとへ接近すると、これまでのような鋭するどい攻撃ではなく、刃やいばをゆっくりと押し当てるように後ろから足へ食い込ませた。

　するとショートソードの刃は赤い女のふくらはぎへ染しみこむように吸い込まれ、反対側となるすねへと突つき抜ぬけて行く。

　それは奇き妙みような一コマだった。

　今までの苦労が馬ば鹿か馬ば鹿かしくなるくらい、あっけなく刃が足を斬きり落とす。

　アルディスの予測通り、そこには剣を弾はじくほどの硬こう度ども、阻はばむほどの抵てい抗こうも感じられなかった。

　赤い女の体がぐらりと傾く。

　今度はアルディスの頭が揺れたからではなく、間ま違ちがいなく赤い女が揺らいだからだった。

　さすがに身の危険を感じたのだろう。足を斬り落とされた赤い女は身をよじるようにして離はなれかけるが──。

「させ、るか」

　せっかく摑つかんだ勝機である。

　アルディスはもう一本のショートソードも操って、赤い女の逃にげ道を塞ふさぐ。

　もはやアルディスには赤い女を捕ほ捉そくできるほどの俊しゆん敏びん性はない。距きよ離りを取られれば打つ手がなくなるだろう。

　足もとに落ちているブロードソードをなんとか拾い、力をふりしぼり正面の赤い女へと押し当てるように斬りかかる。

　当然それは陽動だ。

　赤い女が身をかわす先にはそれを待ち受ける飛剣が一本。まるで赤い女の体を受け止めるようにして刃を食い込ませ、ゆっくりとその体を断たち切っていく。

　水晶のような腕が一本床ゆかに落ちる。

　反対側からもう一本の飛剣が残った足を斬り落とした。

　歩くことも出来なくなった赤い女はのけぞるようにしてアルディスから離れようとするが、それを許すわけもない。

　背後に回った飛剣が赤い女の背を押し返すように、その切っ先を後ろから胸に突き刺さした。

　押される格好となった赤い女はゆれ動く振り子の如ごとく、今度はアルディスに向けて倒れこんでくる。

「終わりだ」

　その首へとブロードソードの剣身を押し当ててアルディスがゆっくりと力を入れた。

　染みこむようにじわりと首へ食い込んだブロードソードが、精せい巧こうな、しかし感情のかけらも持ち合わせていない顔と反対方向へ入れ違ちがいに離れて行く。

　妙みようにのんびりとしたスピードでそのまま反対側へと突き抜けた瞬間、赤い女の首が落ちた。

　重量と硬かたさを感じさせる音が響いたかと思えば、今度はその首が溶とけるようにして崩くずれていく。斬り落とした腕や足、残った胴どう体たいも同じようにして形を失っていった。

　アルディスの足が力を失い崩れ落ちる。

　床にぶつけた腰こしの痛みを感じる余よ裕ゆうもなく、倒れこんで天てん井じようを見上げた。

「なんとか、勝ったか……」

　とはいえこのまま倒れこんではいられない。

　アルディスはすぐさま部屋を満たす毒素の破は壊かいに注力する。

　まずは自身の身の回りを清せい浄じよう化すると、腰から高級治ち療りよう薬を取りだして飲み干した。治ち癒ゆ術士ならぬアルディスは、魔ま力りよくを使って体を回復させる術すべを持たない。効果があるかはわからないが、治療薬を飲むくらいしか手段がないのだ。毒素の充じゆう満まんした部屋へネーレや双ふた子ごを引き込むわけにはいかなかった。

　そのまま部屋中の毒素を破壊して行く。消しよう耗もうしきった体には酷こくな作業だ。しかし赤い女の魔力反応が消え去った今、いつネーレたちが部屋に入ってくるかわからない。彼女であれば部屋の空気を清浄化することも可能だろうが、扉を開けた瞬間双子に襲おそいかかる毒素まではとっさに防げないだろう。

　だんだんと気が遠くなっていく中、アルディスは虱しらみをつぶすようにひたすら毒素を破壊する。やがて毒の濃のう度どが問題ないレベルまで薄うすくなったのと引き替かえに、そのまま意識を手放した。
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　アルディスが再び目を覚ました時、その視界に入ってきたのは見慣れない小部屋の風景。そして両りよう脇わきでスヤスヤと眠ねむる双子の頭だった。

「目覚めの気分はどうかね、我が主あるじ？」

　声のした方を見れば、アリスブルーの長い髪かみをふわりとなびかせながらネーレが振り返ったところだった。

「のどが渇かわいてはおらぬか？　所しよ望もうするのであれば水を用意するが」

「あれからどれくらい時間が経たった？」

　アルディスののどはカラカラで、ネーレの申し出に甘えてすぐにでも水で潤うるおしたいところだ。しかしそれは後でもできることである。

「我が主が建物の中にいた魔物を倒してから十時間、といったところだ」

「あいつらは……、赤食いはどうなった？」

　小部屋には外へ通じる窓もないためわからないが、ネーレの言う通りならとっくに夜は明けていることだろう。日が昇のぼっても赤食いと思われる無数の人型が消えていないのなら、悠ゆう長ちように眠っている場合ではない。

「あの後は例の人型も他ほかの魔物も姿を見せておらぬ。外はまだ確かく認にんしておらぬが、気配はせぬ。念のため建物の中はひと通り見て回ったが、危険な存在は見当たらなんだぞ」

　双子に見せるべきでない部屋はついでに封ふう印いんしておいたが、とネーレは最後に付け加えた。

「ということは……、ここはあの建物の中か？」

「うむ。さすがに意識を失った我が主と幼い双子を抱かかえたまま森をうろつくのは、無む謀ぼうに思えるでな」

「そうか……」

　ネーレの判断に不満はない。建物の中に危険がないと確認したのであれば、森の中よりもむしろ安全だろう。なにせアルディスの放った魔術にも耐たえきり、赤い女との戦いでも壁かべひとつ崩れることのなかった頑がん丈じようさだ。

　脇わき腹ばらの痛みも今はもう感じない。フィリアの頭に隠かくれて見えないため確証はないが、ネーレが手当てをしてくれたのは間違いないだろう。わずかな違い和わ感かんすらないということは、もしかしたら治癒魔術でも使って治したのかもしれない。いまだに底の知れない自じ称しよう従者であった。

「俺が意識を失った後の詳くわしい話を聞かせてくれ。それと、すまないが水をもらえるか？」

「承知した、我が主よ」

　どこから持ってきたのか、ネーレは年代物の水差しからカップに水を注いで渡わたしてきた。それを勢いよく二杯はい飲んだところで、彼女はアルディスの望み通り状じよう況きようの説明をはじめる。

　アルディスと赤い女の決着がついた後も、ネーレたちはしばらく部屋の外で様子を窺うかがっていたらしい。赤い女の魔力反応だけが消えたことでアルディスの勝利は理解できたようだ。しかしかなりの時間が過ぎても一向に動きが感じられないことから、しびれを切らした双子に促うながされネーレは金属製の扉を開いた。

　そして扉を開いた途と端たんに廊ろう下かへ流れ出る毒素を含ふくんだ空気。慌あわてて双子を下がらせると、ネーレは自分たちを中心に毒素の浄じよう化かをはじめる。すぐに体へ不調をきたすほどの濃度ではなかったが、幼い子供ではその影えい響きようも大きいと思われたため、完全に浄化が完かん了りようするまで時間がかかったのは仕方ないことだった。

「浄化が終わるまで待てと言うのに、我が主のもとへと駆かけよろうと泣きわめくふたりをなだめるのは……なかなか難なん儀ぎなことであったぞ」

　ネーレが苦く笑しようめいた表情を見せて労苦を訴うつたえる。

　数分かかって部屋の空気を浄化し終えると、中で倒たおれていたアルディスの体を抱えて安全と思われるこの小部屋まで移動してきたということだった。

　話を聞いている間にアルディスも周囲の魔力を探査してみたが、魔物と思われる反応は感じられない。改めて安全を確認したところでアルディスは大きく息を吐つく。

「そうか。手間をかけたな」

「なに、これも従者の務めであろう。礼には及およばぬ」

　すまし顔のネーレに今後のことを相談しようとアルディスが口を開きかけた時、両りよう隣どなりで小さな頭がモゾモゾと動いた。どうやら双子が目覚めたようだ。

「アルディス起きた？」

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　双子は目を覚ますなり、アルディスを心配そうにのぞき込む。

「痛くない？」

「苦しくない？」

「どこにも行かない？」

「置いてかない？」

「一いつ緒しよにいるよね？」

「一緒にいていいよね？」

　アルディスを案じながらも、自らの不安で一杯になりそうな浅緑色の瞳ひとみが向けられる。

「ああ、大丈夫だ。ふたりに黙だまってどこかへ行ったりはしないから」

　安心させるようにふたりの髪をなでながらアルディスが微笑ほほえむと、お返しとばかりに双子がひしと抱だきついてくる。

「さてと。いつまでもここで休んでいるわけにもいかないな。問題が片付いたならそろそろ帰るとしよう。家も建て直さなきゃならんだろうし」

　離れた場所へ置き去りにしてきた赤食いがどうなっているのかはわからない。さすがのアルディスもこれだけ距離が離れていれば魔力探査の範はん囲い外だ。

　だが赤食いの発生源らしきこの建物が沈ちん黙もくし、元げん凶きようらしき赤い女を倒した今、昨夜と同じ状況が続いているとも思えなかった。

「それについてだが、我が主よ。いっそのことここを使ってはどうかね？」

　身を起こそうとしたアルディスにネーレが提案する。

「ここを、って……この建物を、ってことだよな？」

　反射的に問い返したアルディスへネーレは肯こう定ていの仕し種ぐさを見せた。

「これだけ森の奥にあれば滅めつ多たなことでは人目につかぬであろうし、ちょうど良いことに周囲が開けた土地となっておる。なによりこれほど頑丈な造りをしておれば、魔物の類たぐいも手は出せぬであろう」

　確かに、とアルディスも同意する。

　四人が暮らすには少々大きすぎる気もするが、丈夫さは文句のつけようもない。アルディスの繰くり出す攻こう撃げきに耐え、赤い女との戦いでも崩ほう壊かいする気配すら見せなかった強度だ。そこいらの魔物や、まして獣けもの程度にどうこう出来るとは思えなかった。アルディスの攻撃により周囲一帯が木々の吹ふき飛んだ空き地になってしまったのも、切り開く手間が省けたと考えることも出来る。

　問題は灰色の見た目もあって目立ってしまうことだろうが、ネーレの言う通りこんな森の奥深くまでやって来る人間がそうそういるとも思えなかった。考えてみればネーレの提案も悪くない。

「そうだな。念のためもう一度建物内に危険がないか調べる必要はあるが、それで問題がなければここを家代わりに使うのもいいか……」

「ここが新しいおうち？」

「すごい！　おっきいおうち！」

　アルディスのつぶやきを耳にして、双子が左右で反応する。

「ならばさっそく隠しておいた品を取ってくるとしよう。──いや、我が主はそのままで良い。我ひとりで十分だ」

　アルディスを押しとどめ、ネーレはそう言い残すとすぐに部屋を出て行った。

　取り残されたアルディスは新しい家に興奮する双子をなだめながら、これからの生活に思いを馳はせる。

　さすがにここまで森の奥へ来ると王都へ買い出しに行くのも大変だろう。当面必要な食材や日用品、そしてベッドやテーブルなどの家具を運び込むのはこれまで以上に大変になる。

「まあ……、些さ細さいなことか」

　意図せず口からこぼれる言葉。

「なあに？」

「どしたの？」

「いや、なんでもない」

　以前より町から遠く離はなれた場所に居を構えることも、ふたりが安心して暮らせることに比べれば大した問題ではない。

　まずはネーレの帰りを待って、建物内の安全をもう一度確かめ、自分たちが使う部屋を決めて……。どうせ双子はアルディスと同じ部屋で眠りたがるだろうから、大きめの部屋がひとつとネーレの寝しん室しつに出来そうな場所があればそれでいい。

　今のアルディスには双子が何の心配もなく眠れる場所を確保すること。それがなによりも大事なことだった。

　安心しきった顔で頰ほおをすりつけてくる双子の髪を手て櫛ぐしでとかしながら、アルディスは束つかの間まの休息をかみしめるように目を閉じた。
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『ラノベ作家になる』のは『プロ野球選手になる』のと似ています。プロになるのが『目標のひとつ』ではあっても、『そこがゴールではない』という意味で。

　甲こう子し園えん（ラノベ新人賞）で優勝（受賞）しドラフト一位でプロに入団する期待の新人もいれば、スカウト（編集者）の拾い上げでドラフト下位指名を受ける人もいるでしょう。しかしプロになったとしてもそこはただのスタートライン。毎年ドラフトでプロ入りする野球選手は数十名、場合によっては百名を超こえますが、その全員が一軍で活かつ躍やくするわけではなく、ましてや十年後に一軍のレギュラーを獲かく得とくしている選手はごくわずか。大半の選手は人知れずプロの世界から消え去っているのが悲しい現実です。

　今の私をプロ野球選手に例たとえるなら『レギュラーポジションはまだないけど時々出番をもらえる入団二年目の若手』といったところでしょうか。きっとバッターボックスへ立った時、自球団のファンにすら「誰だあれ？」と言われていることでしょう。今できることは与えられた打席（刊行機会）で確実にヒット（売上）を重ねるだけですね。

　目指せ一軍定着！　その後はレギュラーをゲットしてタイトル獲得だ！

　え？　その前に二年目（二巻）で実績残さなきゃ戦力外通告？

　おぁふ……。やっぱりプロの世界は厳きびしいなあ。

　というわけで半年かかってしまいましたが、無事『千せん剣けんの魔ま術じゆつ師しと呼ばれた剣けん士し』の二巻を世に出すことができました。これも一巻を買ってくださった皆様のおかげです。

　文字数の関係で大おお幅はばカットせざるを得なかった一巻とは逆に、三大強ごう魔ま討とう伐ばつのエピソードを大幅に加筆してお届けです。一巻ではちょっと影の薄うすかったネーレもようやく活躍の場が得えられ、ウェブ版とはまた違った物語を読んでもらうことができたかな、と思います。

　この調子で三巻、四巻と出していくことができれば言うことなしですが、これだけラノベ作家が大量生産されている中でどこまで生き延のびることができることやら。

　一年目（一巻）の打だ率りつ（売上）はとりあえず及きゆう第だい点てんみたいですけれど、二年目（二巻）で成績が思わしくなければ当然三年目（三巻）はどうなるかわかりません。続きが出るかどうかはひとえに皆様の──って、あれ？　このくだり、一巻のあとがきでもやった気がするなあ……。
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